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第326図　第120号住居址出土遺物（1／3）

㊨　第124号住居址（第325図）

遺構　当住居址は第120号住居址の西に位置し、南東部は第119号住居址と同一床面にて重複す

る。

プランは北東部コーナーと東と考えると隅丸長方形を呈し、規模6．2×5．1mを測る。長軸方向

はN－280－－Eである。

壁高は10～15cmを測る。床面は西にやや傾き、ピットが多く検出されている。床面は全体に軟

弱である。

カマドは検出されていない。主柱穴はどれと決め難い。

遺物　遺物は土師、須恵の小片が出土するのみである。

時期は不明である。
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⑱　第125号住居址（第327・328図）

遺構　本住居址は第127号、128号住居址の南にあり、西には第126号住居址が近接する。

プランは隅丸長方形を呈し、規模9．5×8．2mを測る大形の住居址である。長軸方向はN－510－

Wである。壁高は25～30cmを測る。周溝が北西南側を除いて検出されている。南西側の周溝は西

で壁より20cmほど内に入っている。後述するが遺物に時期差が認められる点を考えると同一床面

の重複住居址の可能性が強い。
°

床面はほぼ平坦で全面に固く堅微である。カマドは北隅にあり、焼土が残るのみである。焼土

に混じって磯がみられる。

主柱穴はP2、P3、P4、P7・P8の4本が検出されている。

南東壁ぎわ中央床面より灰粕皿（第328図－10）、Pl壁ぎわから灰粕椀（13）、P6の東より土師

の杯（3）が出土している。

遺物　図示したものは土師と灰粕のみであるが、須恵もある。嚢と杯、高台付杯が出土してい

る。

土師は1～8以外にはパケ目を持つ小形嚢がある。1～5は小形の杯である。6～9は柱状高

台を持つもので9は段皿である。内面黒色処理はみられない。

灰粕は段皿（10）と椀（11～13）それに瓶が出土している。灰粕は1～9より古い時期（奈良・

平安Ⅴ～Ⅵ）の所産と考えられる。

本址の最終時期は奈良・平安Ⅶ期に属するものである。
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第327図　第125号住居址実測図
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第328図　第125号住居址出土遺物（1／3）

⑲　第126号住居址（第329、330図）

遺構　本住居址は第125号住居址と西に接して検出されている。

プランは隅丸方形で規模は4．3×4．2mを測る。長軸方向は4．3×4．2mである。

壁高は北東部で35cm、南西で20cmである。周溝が北西から北東部にかけてL字形にみられる。

床面は南西にやや傾き、全体に固く堅緻である。中央部を中心に礫が乱雑に検出されている。P

4の西には平盤な石がすえられた状態で検出されている。

カマドは南西壁中央に造られており、袖石が両脇にみられるが封土は残っていない。

主柱穴として確実なものはP31本である。

遺物　遺物は少ない。土師と須恵があり灰粕はみられない。

土師は1の賓の外に、杯がある。須恵は図示したもの以外に高台を持たない杯が出土している。
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第329図　第126号住居址実測図（S＝1／80）

し」二二三　亡と蕾2

第330図　第126号住居址出土遣物（1／3）
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土錘（6・7）が2個出土している。

時期は奈良・平安Ⅲ期に属する。
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第331図　第127号住居址実測図（S＝1／80）

⑳　第127号住居址（第331図）

遺構　本住居址は第125号住居址の北東にあり、西には第128号住居址がある。西側大半は弥生

期の第129号住居址に貼床している。

プランは隅丸方形で、規模は4．0×4．0mである。長軸（カマド）方向はN－780－Wを測る。

壁高は北で30cm、南で25cm前後である。第129号住居址との床面差は25cmを測る。床面は軟弱で

貼床もわずかに痕跡を認める程度である。

カマドは西壁中央にあり焼土を残すのみである。柱穴は検出されていない。

遺物　遣物は少ない。土師の嚢と須恵の杯・賓があるが図示できるものはない。

打製石斧と敲打器が各1点ずつ出土している。

時期は不明である。
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⑪　第128号住居址（第332・333図）

遺構　本住居址は第125号住居址の北東に近接し、東大半は第129号住居址に貼床しており、東

には第127号住居址がある。

プランは隅丸方形を呈し、規模は5．6×5．2mを測る。長軸方向はN－320－Eである。壁高は35～

30cm、第129号住居址との床面差は20cmほどである。

貼床は所々にタタキが良く認められるが、全体に軟弱である。カマドは北東壁中央に造られて

いる。袖石は認められない。
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第332図　第128号住居址実測図（S＝1／80）
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第333図　第128号住居址出土遺物（1／3）

主柱穴は4本である。

遺物　遣物は少ない。土師と須恵で灰軸はみられない。

1～3は土師の長胴形の嚢である。

須恵は杯（4・5）と蓋（6～8）、嚢がある。榊まいずれも回転糸切糸り技法によって切り離

される。

鉄器は麻皮剥器（9）が1点出土している。

時期は奈良・平安Ⅱ期に属する。

⑫　第130号住居址（第334園）

遺構　本住居址は第127号、128号、131号住居址の北東に位置している。

プランは隅丸方形を呈し、規模は5．9×5．5mを測る。長軸方向はN－170－Eである。

壁高は25～30cmを測る。床面はほぼ平坦で全体に固く堅徹である。カマドは東壁中央に造られ

わずかに焼土を残すのみである。

主柱穴は4本である。
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第334図　第130号住居地実測図（S＝1／80）

遺物　遺物は土師の小片がわずか出土した外は、編物用錘石が3点出土するのみである。

時期は不明である。

⑳　第131号住居祉（第335、336図）

遺構　本住居址は第125号、126号住居址の北西に位置し、東には第128号、127号住居址、北西

には第42号住居址がある。北東部は第132号住居地に貼床している。

プランは隅丸方形で規模は4．0×3．8mを測る。長軸方向はS－700－Eである。壁高は30cm前後、

第132号住居址との床面差は25cmを測る。

貼床は軟弱で痕跡をとどめる程度であるが、他は固く堅緻である。カマドは東壁やや南寄りに
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造られている。左側の袖石はみられず、

封土は残っていない。

柱穴は検出できなかった。ほぼ中央に

灰だまりがあり、灰粕の椀（第336図－3）

と段皿（1）と土師の杯（2）が出土し

ている。またカマド右手前より灰軸塀（4）　A

が出土している。

遺物　遺物は少ない。図示したもの以

外では、須恵の襲、土師の杯がある。

時期は奈良・平安Ⅵ期である。

二ゝ＝≡二つ二二二「一′‾

第335図　第131号住居址実測図（S＝1／80）

第336図　第131号住居址出土遺物（1／3）

－319－



第337図　第137号住居址実測図（S＝1／80）

⑭　第137号住居址（第337・338図）

遺構　本住居址は第138号住居址とともに調査区域の遺構

の中では、最も北西に検出されたものである。

プランは隅丸方形を呈し、規模は5．5×5．1mを測り、長

軸方向はN－750－Eである。

壁高は15～20cmで床面は南東にやや傾いている。タタキ

はあまり顕著ではない。

カマドは北東隅にあり焼土が残るのみである。柱穴はPl、

P4の2本が考えられる。

－320－

第338図　第137号住居址出土遺物
（1／3）



遺物　遺物は少ない。1～3は灰粕の椀である。

他には、土師の杯・聾、須恵の聾がみられる。

打製石斧3点、磨製乳棒状石斧1点が出土して

いる。

時期は奈良・平安Ⅴ～Ⅵ期である。

⑯　第138号住居址（第339・340図）

遺構　本址は第137号住居址の北東に位置してい

る。

プランは南東部がやや張り出すが、隅丸方形を

呈し、規模は3．9×3．7mを測る。長軸方向はN－

730－Wである。

壁高は15cm前後である。周溝が北側と南側にみ

られる。

床面は凹凸があるが全体に堅微である。カマド

は東壁中央よりやや北寄りに焼土が残っている。

主柱穴は検出されていない。

遺物　遺物は少ない。土師が主体である。須恵

は高台付杯、灰粕はパケ塗りの杯の破片が出土す

るのみである。

土師は図示した外の長胴嚢と高台を持たない杯

がある。1はロクロ整形による′J、形襲、2・3は

椀で内面黒色処理される。

時期は奈良・平安Ⅳ期である。
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第339図　第138号住居址実測図（S＝1／80）

第340図　第138号住居址出土遺物（1／3）



（4）時期不明の住居址

今まで誌してきた住居址の外に確認にとどまったもので時期不明の住居址が4軒ある。

第91号住居地は第94号住居址の南にあり一部落ち込みが確認されただけのもので、大半は除外

地に続くものである。遺物は出土していない。

第133号住居地は調査区南東部の畑に位置している。根菜類の栽培のため撹乱が激しく一部床面

を確認したものである。

第134号住居址は第76号住居址の東除外地畑の断面に落ち込みを確認したものである。

第135号住居地は第72号住居址の北に同一床面にて重複するもので、大半は除外地に続いている。

なお、第44号・53号住居址は精査の結果、住居址として認めることができなかったため欠番と

なっている。さらに第109号住居址は第99号住居地と同一住居址と整理の段階で認定したため欠番

となる。

2）土境（第341～346図）

土壌が69基確認されている（欠番5個ある）。住居址内に検出されたものを付属するものか、土

壌とするかは難しい作業である。それ故土境としたもの中にも住居址施設のものもあったり、そ

の逆の例も多いに考えられることをことわっておきたい。

遺物を伴うものが少なく時代を認定できたものは、縄文（7、10、24）3基、平安（1、12、

51、55）4基計9基だけである。多くは縄文時代のものと考えられる。

プラン等は土壌一覧表にまとめてあるので参考とされたい。プランは円形、楕円形を呈すもの

がほとんどである。平安時代のものには方形のものと円形のものとがある。断面形は種々ある。

以下若干の土壌について誌すこととする。

（1）第1号土壌（第341、346図）

第15号、16号、51号住居址の空間部にあり、覆土を第1号柱穴址が掘り込んでいる。

プランは西側がやや不整であるが、隅丸長方形を呈し、規模は192×83cmを測り、長軸方向はN－

200－Wである。断面形はタライ形で深さ22cmである。

覆土は自然堆積を示し、底面南側には自然の礫が露出している。南壁ぎわやや西寄りにⅢ層黒

褐色土に落ち込むように、灰粕の塀（第346図－1）が出土している。

時期は奈良・平安Ⅵ期である。
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（2）第7号土壌（第341、346図）

第38号住居址の東域に検出されたもので、プランは円形を呈し、規模は77×68cmである。断面

形はドラム缶形で深さ52cmを測る。

内部より縄文の小形深鉢（第346図一1）が出土する。口唇下に一条沈線を横走させ、胴部は縄

文地に竹管の波状文が施される。

（3）第24号土境（第342、346図）

第61号住居址の南域にあり、円形を呈す。規模は98×87cm、深さ48cmを測り、壁はゆるやで鉢

形の断面を持つ。底には縄文深鉢土器4個体（第346図－2～5）がつぶれ込んで出土している。

びっしりと敷き並べた状態で検出されおり故意に壊して埋設したものである。縄文中期後菓I期

曽利I式の良好な資料である。

（4）第51号土壌（第343、346図）

第99号住居址東域に検出されたもので円形を呈す。規模は78×76cmで断面皿形で深さ18cmであ

る。底より須恵の杯（第346図一7）が出土している。奈良・平安Ⅱ期に属する。

（5）第54号土境（第343、346図）

第111号住居址の南側を壊して造られた土壌である。長方形を呈し、規模は260×160cm、深さ33cm

を測る。覆土は炭化物をわずかに含む黒褐色単一層である。底は平坦である。

中央北寄り底からわずかに浮いて灰粕の小瓶（第346図－8）・椀（9）・皿（10）、刀子（11）

の4点の副葬品があり、墓である。時期は奈良・平安Ⅵ期である。

番 号 位 ＿置 平 面 形 断 面 形 口径 （cm）底 径 （cm ）
深 さ
（cm ）
時代 備　　　 考

1 15号と51号住の間 隅丸長方 形 タライ形 1 2 0 7 ×9 4 19 2 ×8 3 22 平安
第 1 号柱 穴址 が覆 土
掘 り込 む

2 9 号住カマ ド南 円形 タライ 形 120 ×1 05 102 ×8 3 25
北東部 ピッ トもつ
覆土 中

4 3 8号住内 円形 鉢形 11 0 ×9 0 60 ×5 7 48 底近 くに石組 あ り

5 〝 円形 ドラム缶形 52 ×50 38 ×3 5 50 底 に石 あ り

6 〝 円形 ドラム缶形 65 ×57 52 ×4 2 68

7 〝 円形 ドラム缶形 77 ×68 53 ×4 5 52 縄文 縄文土器

8 〝 楕 円形 台形 68 ×55 68 ×5 2 48 北東部袋状 とな る

9 3 7号住 内 隅丸方形 鉢 形 115 ×9 3 73 ×70 48

1 0 3 2号住 内 不整楕 円形 ドラム缶 形 104 ×6 8 8 5 ×53 50 縄文 縄文土器

11 4 7号住 内 楕 円形 タライ状 形 190 ×12 3 16 3 ×10 3 4 7 覆 土 中 自然石 あ り

12 4 0号住 南 長 楕 円形 皿形 150 ×8 2 1 24 ×5 8 38 平安．土師賓 あ り ・須恵
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番号 位＿　置 平 面 形 断 面 形 口径（cm）底 径（cm）
深 さ
（cm ）
時元 備　　　 考

13 27号住北壁 円形 ドラム缶形 133 ×118 90 ×85 73 覆土中自然石 あり

15 49号住内 楕円畢 タライ形 165 ×93 143 ×63 42 底に自然石あ り

16 〝 楕円形 タライ形 140 ×80 118 ×64 42 覆土上層に磯 あり

17 〝 円形 皿形 90 ×80 75 ×58 28 覆土中に配右 あり

18 〝 不整楕 円形 血形 140 ×78 102 ×63 25 底に 自然石あ り

19 49号住南 楕円形 皿形 127 ×73 93 ×52 32

20 〝 隅丸長方形 鉢形 123 ×83 78 ×53 33

21 〝 長楕 円形 鉢形 143 ×80 100 ×33 33

22 56号住北 円形 鉢形 92 ×90 67 ×63 38

23 〝 円形 鉢形 105 ×100 78 ×72 52 土師襲破片

24 61号住商域 円形 鉢形 ． 98 ×87 70 ×63 48 ‘縄文
縄文土器 4 個体つぶ
れて入れ込まれている

25 62専住南西角 楕円形 ドラム缶形 84 ×68 ・ 68 ×50 63 覆土下部に配石 あり

26 62号住内 楕円形 タライ形 148 ×100 122 ×64 53 底に自然石あ り

27 75号住内 不整円形 鉢形 112 ×102 84 ×85 52
覆土中に配石あ り
東側にピット持つ

28 〝 隅丸方形 タライ形 180 ×145 155 ×113 34

29 〝 円形 ドラム缶形 115 ×105 95 ×82 53 底に自然石あり

31 89号住北 円形 タライ形 90 ×82 68 ×54 26

32 〝
円料 皿形 68 ×62 48 ×36 15 底に自然石あり

33 〝 円形 ・ 皿形 82 ×7＿6 64 ×60 35
土壌 34 を切る底に石
あ り

34 〝 円形 皿形 122 ×120 102 ×108 30 覆土中に配石あり

36 78号住北壁 円形 タライ形 100 火98 78 ×72 33

37 79号住南東壁 円形 タライ形 96 ×90 72 ×70 27

38 79号住内 楕円形 ドラム缶形 96 ×78 74 ×54 48

39 84号住内 円形 ドラム缶形 58 ×43 45 ×36 62‘

41 83号住内 円形 ドラム缶形 85 ×75 68 ×58 72

42 〝 円形 ドラム缶形 78 ×72 48 ×45 53

43
85号住 と86号
住中間

不整楕円形 皿形 232 ×175 208 ×152 13

44 95号住内 円形 ドラム缶形 72 ×72 50 ×52 40

45 103号住東壁 楕 円形 ？ タライ形 125 火？ 103 ×？ 32

46 〝 円形 ？ タライ形 130 ×？ 105 ×？ 25

47 99号住内 円形 タライ形 85 ×80 60 ×52 25
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番号 位　 置 平 面 形 断 面 形 口径（cm ）底 径（cm ）
深さ
（cm ）
時代 備　　　 考

48 99号住内 円形 ドラム缶形 85 ×75 ？ 52 ×50 45 土壌49 と重複

49 〝 円形 ドラム缶形 73 ×65 ？ 53 ×50 45 土墳48 と重複

50 〝 不整円形 ドラム缶形 100 ×95 72 ×70 45

51 〝 円形 皿形 78 ×76 58 ×52 18 平安 須恵杯 ・土師杯破片

52 〝 円形 ドラム缶形 85 ×73 68 ×58 42

53 111号 と114号住の中間
不整楕円形 皿形 168 ×138 135 ×104 33 土師杯 ・土師聾破片

54 111号住の南を
切っている

長方形 タライ形 260 ×160 240 ×128 33 刃子・腕・水瓶 出土

55 103号住の東 楕 円形 ドラム缶形 110 ×80 82 ×．50 65 平安 底傾斜する。須恵器嚢

56 110号住内 楕 円形 鉢形 95 ×68 62 ×48 45

57
111号住 と104
号住の中間

ハー ト形 皿形 208 ×110 192 ×88 23 底傾斜する

58 108号住内 楕 円形 皿形 142 ×．98 110 ×56 35

59 115号住北東壁 楕 円形 皿形 120 ×98 85 ×70 35

60 124号住南 楕 円形 鉢形 210 ×130 145 ×72 55 底傾斜する

61 111号住西 隅丸方形 タライ形 120 ×115 88 ×88 43

62 114号住北 楕 円形 タライ形 153 ×130 132 ×110 12

63 〝 楕 円形 ドラム缶形 148 ×102 110 ×65 65

64 124号住西 楕円形 鉢形 113 ×82 80 ×52 40

65 124号住北西壁 楕円形 タライ形 182 ×101 162 ×88 28 124号住 と重複

66 116号住の西 隅丸方形 皿形 200 ×138 183 ×122 42

67 116号住の北 楕円形 皿形 302－×140 270 ×115 33 底中央部高 く．なる

68 118号住内 楕円形 皿形 102 ×87 85 ×70 30‾ 土墳 69 と重複する

69 〝 楕円形 皿形 85．×68 70 ×53 15

70 118号住 と124
号住の中間

楕円形 皿形 145 ×105 118 ×78 ・1．3

71 124号住西 楕円形 ドラム缶形 7・0×58 45 ×35 50

72 118号住西 円形 皿形 133 ×113 103 ×86 33 底傾斜す る

73
118号住 と121
号住の中間

長楕円形 皿形 200 ×90 185 ×70 18

74 〝‘ 不整円形 皿形 180 ×160 158 ×138 8
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－326－

‾二‾
＿＿＋一一→C＝コ一

一「二

ヽ、□－′



三‾一一二1一二三l二三I二
、＼一一ノ‾　‾「＼～＿′‾　　　　＼　　　ヽ－′

一三二一一「

ヽ＿′

′一十一一ノ＝r

一整ニー窯‡

－（璧！ヽ且J「

‾‾一課一二愁二

＝蛙7二し1、一題‾」

西。2　　　董－
「〕コ　／ ＼二子

第342図　土壌実測図（S＝1／60）

－327－

一≫－

」



、
勺
一
一
‥
｝
′
「
一
一

一廣一
47

－＼三三一「

一ぶ
ヽ－＿′

‾一千一
t

L′

2
「

⊇よ≠オ
45

‾＼＿⊥√

ノ／戸〆

刃子
入

小瓶

54志椀

第343図　土壌実測図（S＝1／60）

－328－

石l－．山．1－廿

〕

享子＿／：三
46

＼＿二′

‾ニー

1㌧J



錐一一弄一旗言
二一一

＼二＿／　＼一一　J

「＼三二「二一一「‾二
ヽ－J‾　＼＿＿＿＿　J

＆

第344図　土墳実測図（S＝1／60）

－329－



一二十一

し

二三一

㌧、ノ′

：「－　‾二三二

＼　＿＿…＿　ノ

第345図　土壌実測図（S＝1／60）

－330－

し



＿ノ′
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3）掘立柱式建物址

掘立柱建物址が3基確認された。検出された住居址からすると少ない。縄文、弥生、古墳、奈

良・平安時代の住居址が複雑な重複をみせ、検出が困難なことも一因と考えられる。また開田に

よって破壊されたものもあると思われる。

第121・123号住居址周辺、第116号住居址西にも柱穴が検出されているが規則性を持たないため、

遺構としてはない。

（1）第1号掘立柱式建物址（第347図）

本址は第15号、51号住居址の間に検出されたもので、両住居址の覆土、また南側は第1号土壌

の覆土を掘り込んで造られている。

長軸（略南北）6m、短軸（略東西）4．5mを測る測柱式である。長軸方向はN－280－Eを測

る。東例は両脇は柱穴で中2個は礎石となっており珍しい例である。

柱間は長軸西列で南より2．4－1．8－1．8m　東列で2．1－2．0－1．9mである。短軸南列は東より

2．4－2．1m、北列2．3－2．2mを測る。

各柱穴の掘形は円形ないし楕円形で、埋土は黒色土1層のみで柱痕は底面においてP7を除き確

認された。柱痕は15～20cmを測る。

本址に伴う遺物はない。第1号土壌を切っていることから奈良・平安Ⅵ期以降である。

⑳ ＼
＼

軸　　　　h－

第347図　第1号掘立柱式建物址実測図（S＝1／80）
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第348図　第2号・3号掘立柱式建物址実測図（S＝1／80）

（2）第2号掘立柱式建物祉（第348図）

本址は第42号住居址の南西に検出され、大半は縄文期の第48号住居址の覆土を掘り込んでつく

られている。南には第3号址がある。

南北3m、東西2．9～2．8mを測る測柱式で北東隅はずれている。長軸方向N－150－Eである。

東西間には柱穴はみられない。長軸西列は南より1．0－0．7－1．3m、東列は1．7mである。

各柱穴の掘形は円形を呈し、埋土は黒色土1層で柱痕は確認できなかった。
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縄文土器は出土するが本址に直属するものはなく時期は不明である。

（3）第3号掘立柱式建物祉（第348図）

本址は第2号址の南に検出されたもので測柱式であるが、不規則である。南北4．4m、東西2．5～

2・7mである。長軸方向はN－200－Eである。第2号祉同様東西間には柱穴はない。柱間は東列

で南より2－1．3－1．1m、西例は不規則である。

柱穴の掘形は円形を呈し、埋土は黒色土1層で柱痕は確認できなかった。

時期は第2号址同様直属する遣物なく不明である。

4）竪穴址（第349図）

本地は第4号住居址の北東に検出されたもので、西側は撹乱を受けている。炉もなく床面らし

きタタキもないことから堅穴址としたものである。

プランは不整楕円形で、規模は長軸は不明、短軸は2．8mを測る。壁高は20cm前後で壁はなだら

かである。覆土は炭化物をわずかに含んだ暗褐色土1層である。底面はほぼ平坦でタタキはみら

れない。焼土の痕跡も検出

されていない。

4個のピットが不規則に

みられる。

内部からは、縄文時代中

期後葉の土器の細片がわず

かに出土している。

In ln

「q Icコ

宣

V｛

第349図　堅穴址実測図（S＝1／80）
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5）ロームマウンド

（1）第1号ロームマウンド

（第350図）

本址は第61号住居を掘り込

んで造られ、北側は第62号住

居址によって切られている。

外形は3．1×2．5mで黒色バ

ンドは北側にはみられない。

内形2．9×1．9mを測る。マ

ウンド部は上部を削られてお

り定かでないが、丸味を持っ

ていたものと思われる。

黒色土中より縄文中期後葉

の土器が出土している。

（2）第2号ロームマウンド

（第350図）

本址は第65号住居址の南域

を掘り込んで造られ、東側は

第58号住居地にマウンド部を

削られている。規模は2．9×2．4

mを測る。

黒色バンドは東には認めら

れない。

遺物は第1号址同様黒色バ

ンド中より縄文中期後葉の土

器片が出土している。

第350図　第1号・2号ロームマウンド実測図（S＝1／80）
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第351図　第1号・2号・3号方形溝状遺構実測図（S＝1／120）
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6）　方形溝状遺構（第351図）

本址は第12号住居址の西に検出されている。遺構が密集する中で当址から西はしばらくの間遺

構の空白地帯となっている。

ローム層を掘り込んで、上幅20～40cmの溝が方形状に検出された。深さは一定せず深い所は40cm、

浅い所は15cmほどで、内部に′トピットを伴う。

溝で囲まれた内部は特に施設はみられない。構内埋土は黒色1層である。

類例を見ない遺構のため方形溝状遺構と名づけたものである。

1号が2号を切っているようにみえるが1号の内部には溝が検出されていない。また3号の溝

も2号内部にはなく一連のものと考えるのが妥当であるが便宜上北から1号・2号・3号とした。

1号は北東部、2号は南東部にて溝が断絶している。

1号は7．4×5．3mを測る。2号は東西9．5m、1号の南からの南北距離は6mを測る。3号は井

を狭んだ南除外地へ続くものと考えられ、東西5．2mである。西側は溝が交叉する。

本址に伴う遺物は検出されていないため、時期は不明である。

7）単独埋妻遺構（第352図）

第36号住居址の南西、水田の地場下にロームを掘り込んで縄文土器

の深鉢が埋設されていた。

開田時の取地場にあたる位置で、住居址全体が削りとられた可能性

もあるが、一応単独埋賓として報告することとする。

深鉢の胴下部で上部は削られている。底部はない。幅広な隆帯をワ

ラビ手状にはわせている。縄文中期後葉の所産と考えられる。
第352図　単独埋嚢出土

土器（1／6）

8）溝状遺構

第11号住居址の北東より第35号住居址、第14号住居址、第18号住居址、第20号住居地の東を通っ

て南に走る溝状遺構が検出されている。上述した住居址をすべて壊している。断面は皿状を呈し、

埋土は黒色土1層である。遺物は全く出土していない。時期は不明である。
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5　奈良・平安時代の時期区分について

今回の調査によって検出された奈良・平安時代の住居址は54軒である。住居址から出土した遺

物は多量で良好なセット資料を持つものある。

近年、大規模開発に伴い県内において多くの資料が得られ、詳細な編年が行われて該期の様相

が次第に明らかになってきている。当遺跡も何段階かに細分される可能性があるが、浅学の身で

はとてもそこまで及ばないのが正直な所である。

先学の編年を参考しながら当遺跡においては大略Ⅶ期、（奈良Ⅱ期、平安Ⅴ期）に区分している。

平安時代は灰粕陶器を基準として区分してある。

奈良時代は前半・後半の2、区分とし、奈良時代前期を奈良・平安I期（以下0期とする）、後半

をⅡ期とした。その区分根拠はロクロ整形の回転糸切り技法の出現によっている。

今回の調査においては、I期の住居址は確認されていないが、区分上I期を設けてある。

平安時代はⅤ期（Ⅲ～Ⅶ期）に区分した。

Ⅳ期は黒笹90号窯期・光ヶ丘1号窯期、Ⅴ期折戸53号窯式の初期・大原2号窯期、Ⅵ期折戸53

窯式第3、4段階・虎渓山1号窯期、Ⅶ期折戸53号窯式第5・6段階・丸石2号窯期をそれぞれ

あてはめている。

長野県史に対応させると、Ⅲ期一県史平安I・Ⅱ、Ⅳ期一県史平安Ⅲ、Ⅳ期、Ⅴ期一県史平安

Ⅴ期、Ⅵ期一県史平安Ⅵ期、Ⅶ期一県史平安Ⅶ期となるものである。

主な参考文献1藤沢良祐「瀬戸古窯址群I」瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要11982

2　前川　要「猿投窯における灰軸陶器生産最最末期の諸様相」

瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要Ⅲ1984

3　「長野県史　考古資料編」長野県史刊行会1988

4　「中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書3－塩尻市内その2－吉

田川西遺跡」　長野県埋蔵文化財センター1989
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6　まとめ

今回検出された遺構は以下のとおりである。

住居址　135軒　　縄文時代　59　　弥生時代17、古墳時代1、奈良・平安時代－54

時期不明　4

土　壌　　69基

堀立柱式建物吐　3棟

堅穴祉　　　　　1基

ロームマウンド　2基

方形溝状遺構

単独埋嚢遺構　1

溝状遺構　　　　1

以上の．ように各時期にわたって多くの遺構が検出され、それに伴う遺物も多く出土しており、

さまざまな問題が浮かびあがってきている。詳細な分析を行い明らかにする点が多々あるが、浅

学と時間的制約の前ではいかんとも仕難い所である。今後先輩諸氏にゆだねることし、若干の問
t

題提起にとどめることとする。

すでに述べてきた所であるが、今回の調査は反目遺跡の一部の区域の調査であったが、これだ

けの成果をあげてきた訳で、当遺跡の持つ規模の大きさと重要さは図り知れないものがある。

段丘に沿って西側は100mほど伸びる可能性がある、南東部は現住宅地にまで及び第Ⅱ節遊光遺

跡と一体のものとして捉え、集落構造を明らかにする必要があ・る。

各時代の立地についてふれることとする。縄文期は段丘縁辺に沿って集落が構成され台地内部

までは遺構が造られていない。それに反し弥生時代は東側に寄る傾向がみられ、段丘縁辺には見

られない。奈良・平安時代になると東側は遺構分布は薄いがほぼ全域に住居址がみられる。

以下各時代毎に若干ふれて行くこととする。

縄文時代の住居址は59軒検出されている。前期末葉から中期後菓Ⅲ期までの住居址が確認され、

ほぼ間断なくこの台地に生活が営まれたことが理解でるき。全体の調査ではないが中でも藤内期、

中期後菓期にピークがみられる。今回の調査では後葉Ⅲ期までの集落構成をみせているが、後出

する住居址があるのか興味深い。

第46号住居址で発見された石壇は興味深い。集落のほぼ中央、内奥部に位置しており、個々の

住居址でなく、集落の中での特殊な遺構としての性格が強いものである。

出土土器はわずかであるが、前期末の大歳山式土器が注目される。中期後葉I期までは井戸尻・

曽利文化圏の様相をみせるが、Ⅱ期からは上伊那独特の土器様相を持つ点は、該期の他の遺跡と

同様である。
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弥生時代の住居址は17軒確認されている。すべて後期のものである。出土土器は岡谷市の橋原

式の影響を受けた嚢が多く出土しており非常に注目される。その反面壷は橋原式的なものもある

が、大半が長石を多量に含み内面はく落する当地方特有のものである点興味深い。

出土土器は今後細分される可能性がある。すでに指摘されているとおり、短線斜線文から波状

文へ移行する傾向は当遺跡でもうかがわれる。住居址の形態変化とともに併せて検討する必要が

ある。

炉の形態には2箇所に炉を持つものとそうでないものがあり、前者はすべて大形住居址にかぎ

られている。さらに2個の炉の位置が直線状となるものと、L字形となるものがある。

炉が1箇所のものにも柱穴線上の外にあるもの、線上のもの、内側にくるものの三種類があり、

外に位置するものが多い。内側にくるものは住居址プランがやや楕円形に近くなる傾向がみられ

前期中期の影響を持つものと考えられ、住居址の形態変化によって土器の細分が可能になるもの

と思われる。

古墳時代の住居地は今回一軒検出されたのみである。調査区域外にある可能性もあるが、段丘

下でも奈良・平安時代の住居址に嘘じて一軒確認されたのみである。上伊那をみても該期の後、

奈良時代へつながる集落の例がとぼしい傾向があり今後古墳集落の研究上一つの鍵となるであろ

う。

奈良・平安時代の住居址は54軒検出されている。今回の調査では奈良時代前半のものがない点

前述の問題と併せ考える必要がある。

奈良時代後半から間断なく集落が構成されているが、奈良・平安Ⅴ期に減少する傾向がみられ

る。

大形住居址で礎石を持つ家の存在（墨書持つ関係も含め）は今後の集落構造を考える上で注目

すべきことである。

この時期については多くの問題を含んでいるが、明確な時期区分がなされない現時点では無理

がある。資料提示にとどめておきたい。
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反目遺跡・縄文時代住居地一覧表

番号 平面形 主　 軸 規　 模 炉 柱穴 埋　　 襲 時期 備　　 考

15 円形 N －550

－E

4．5×4．4 掘矩燵状石囲炉

石一部残＿して抜
き取られる

5 正位 1 （石なし）

入 口
逆位 1 （石なし）

炉と南東壁中間

後Ⅱ

i

叩

周溝全周する－

16 隅丸長方形 N －200 4．8（？）× 掘矩燵状石囲炉 4 正位 2 （新に石 後Ⅲ 南西部17号住に

－W 4．4 （炉石一部残し

て抜 き取 られ
る）

あり）

入口
逆位 1

炉の西

切 られ、北西部

は同一床面にて

50号住 と重複す
る

入 口施設あり

19 不痢 不明 5．3×？ 不明 4 ＿
（現2）

後 I 北16号住、西17

号住、南東18号
住 に切 られる・

22 隅丸方形 N －400 4．1×？ 掘矩燵状石園炉 4 正位 （石あ．り）後Ⅱ 酉は21号、南は

ーW 炉 石すべて抜

かれ る）

（現3）入 口
逆位 （石なし）

23号住に切 られ

る

24 隅丸長方形‾N －520

－W

4．8 ×4．0 掘矩燵状石囲炉
炉 石すべて抜

かれる）

4
（現云）
不明 後Ⅲ 南東部21号住に

切 られる

28 不明 不明 不明 不明 1 不明 正位 後 Ⅱ 23号住中に埋嚢

のみ検出

・29 五角形 N －180 4．0×4．4 掘矩燵状石囲炉 4 正位 2．（石な－し）後Ⅱ 39号住を切 り21

（不整円形） －E （北の炉石抜か

れている）
入 口 号住と接する

建替住居

30 不明 N －570

－W ？

不明 不明 不明 正位 （石なし）

入口・

後Ⅱ 北西部23号住に

切られ北西部に

て同一床面で26
号住と重複する

32 円形 N －220 5．9×‘ 円形石組炉 （埋 多柱 な し 藤 内 南西部を31号住

－W 5．9？ 設土器あり） 穴
8 ？

に切 られる

34 楕 円形 N －240

－W

5．4×4．8 円形石組炉 （炉

石抜かれる）．

6 ？ な し 藤 内 北西部33号住に

切 られる
建替の可あり

39 不明 不明 不明 石組炉 不明 不明 21号住に東側

（炉半分）南側
を29号住に切 ら
れ る
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番号 平面形 章 1軸 規　 模． 炉 柱穴 埋　　 嚢 時期 備・　 考

37 隅丸長方形・不明 5．9×4．5 なし 4 ？ なし 後I

38 不明 不明 5．．°3×？ 方形石組炉 4
観存

3）

．なし 井
戸

尻

39 不明 不明 不明 石料炉 不明 不明 藤内 東を21号、南東
部を29号住に切

られる

40 不明 N －250．

ーE

不明 掘矩健状石囲炉

（北を除き炉石
抜かれる）

2 なし 後 南側は開田時に

削られている

4？ 示明 N －8 0 不明 掘矩燵状石囲炉 4 正位 （石不明）後Ⅱ 開田時に大半壊

－W 炉石はみられ
ない）

傾存

3）
入口 される

46 六角形 ？ N －280 5．6×5．4 掘炬健状石囲炉 6 立位 （石なし）後Ⅱ 炉の奥に石壇あ・

－E （？） 炉石すべて抜

かれる）
入口 り。西41号住に

切られる

47 円形 N －4 0

ーE

4．5×4．5 掘矩燵状石囲炉 5 正位 （石なし）

入口
後Ⅲ

48 五角形 N －390 6．1×6．5 掘矩健状石囲炉 6 正位 （石あり）後Ⅱ
（くずれる） －E 炉石一部抜か

れる）
入口

50 不明 不明 不明‾ 不明 不明 不明 後 16号住同」一床面

にて重複し、南
半は17号住に切
られる

51 円形 N －，500

－E

5．1×5．0 掘矩燵状石囲炉 5 正位 （石なし）

入口左

後Ⅱ焼失家屋

西壁を壊って49
号住のカマド造
られる

52 隅丸長方形 N －4 0

－W

5．5×6．2 掘矩健状石囲炉
炉石すべて抜

かれる）

4 正位 （石あり）

入口

後Ⅱ

57 不明 不明 不明 不由 不明 不明 後I 16 ・50 ・51 ・49
号住に切られ床
面のみ
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番号 平面形 主　 軸 規　 模 炉 柱穴 埋‾　　餐 時期 備　　 考

6d－円形 N －300 3．6・×3．8・掘矩燵状石囲炉 4 正位 （石なし）後Ⅱ 北西にて69号を

－W （？） 炉石南側抜か
れ‘る）

（現存

3）
入口 切り東は61号を

切る－

西は59号に切ら
れる

61．不明 不明 不明 J石組炉 （？） 不明 正位 （石なし）後 I 北 ・西を60 ・

69 ・62号に切ら
れ、東側は65号

に貼床の可大

64 円形？ 不明 不明 不明 現存

2
不明 井戸虎

i．．

後 I
（？）

南半は58号に北東
部は68号に切ら
れ、南西部は65号

に貼床の可大

65 隅丸形 不明 ？×6．3 不明 現存

2

不明 井戸
尻

東側は58号に切

られ、西は61号

の貼床可大

66 円形 N －850 5．6（？）× 楕円形石組炉 ′　5 不明 後 I 西側は66号住に

（多角形？） －E 5．6 切られる

68 隅丸方形 N －270 4．6 ×4．8 掘矩燵状石囲炉 4 正位 （右あり）後Ⅱ 南にて64号、北

（不整） －E （東側を除き炉

石抜かれる）

入口
逆位　 炉西

にて74号を切

り、北東部をま67
号に貼床される

69 五角‘形 N －900 5．3 ×5．6 掘矩燵状石囲炉 6 正位 （石あり）後Ⅱ 南側60号に切ら

－E （？＿） 炉石すべて抜

かれる）

入口
逆位炉と南西壁

中間

れる

70 不整楕円形 N －160

ーW

4．2 ×5．5 掘炬燵状石囲炉
炉石すべて抜

かれる）・

4 正位 2 （ともに

石なし）

入口右
逆位2 炉西

後Ⅲ

71 不明 不 明 不明 不明 不明 なし 井戸
尻

床面のみ

74 隅丸形 不明 不明 不明 現存

2
不明 後Ⅱ

以前

西は62号、南～

東は67号 ・6－8号

に切られる

78 六角形 N － 2 0 5．8 （？）楕 円形石組．炉 4 不明‘ 後Ⅱ 東側は77号位に

－E ×4．7（？） （東を除き炉石．
ない）

（現存

3 ）

貼床される
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番号 平面形 主　 軸 現　 模 ’ 炉 柱穴 埋・． 襲 時期 備　　 考

79 楕円形（？）N －300 5．4×4．2 楕円形石組炉 3 逆位・ 後 I 西は同一床面に

－E （？） 炉の西 i・

Ⅱ

て80号と重複す
る．

80 不明 N －540

－E

不明 六角形石組炉
（埋設土器あ

り）

不明 正位 （石なし）後‾Ⅱ 東79、西81号と
同一床面にて重
複

81 不明 N －550

－W

不明 地床炉 4 猶沢 北にて84号を

切った状態だが
貼床があったと
考えられる

80号住と同づ末
面にて重複する

83 不要円形 N －480 6．2×6．2 楕円形石組炉 多柱 正位 （石なし）後Ⅱ 建替か重複

－W 6 ．7×5．4 （埋嚢炉一部残

して炉石抜かれ
る）

穴 入口左

逆位 （石なし）

84 不明 不明 不明 不明 不明 逆位 後Ⅱ 北東部は85号に

切られる。東は

93号、南西は81
号に切られた状
態で検出された
が、遺物からは

貼床があったも

のと考えられる

88 円形？ N －570

－W

？×4．7 掘矩燵状石囲炉

肺石すべて抜

かれる）

現存

2

不明 後Ⅱ 東側は調査不能

92 隅丸方形

（？）
不明 ？×4．7 地床炉・・（？） 3 後

Ⅱ？

南西壁は．なし

93 不整楕円形 N －280

－料

5．‾5￥4．3 方形石組炉 4 井戸

尻 I

入口施設あり

94 隅丸方形 不明 6．0×15．7 なし 1 藤内

I

97 不明‾ N －530

－W

4 ．9×？ 石組炉（炉石す

べて抜かれる）

4
（？）

．後Ⅱ 東は同「床面に

て103号と重複
する

！99
仕09
不明 不明 不明 石組炉＿（炉石一

部残して抜かれ

る）

？ 後I 北は106号・105

号に、南は103
号に切られる
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番号 平面形 主　 軸 規　 模 炉 柱穴 ・埋　　 嚢 時期 備　　 考

102 楕円形 不明 6．5×5．5 地床炉 4 藤．内

103 不整円形 N －560

－W

6．2×5．7 楕円形石組炉 多柱

穴
井戸
尻Ⅱ

98号住が重複

106 五角形 ． N －4 0

－E

5．3×5．0 掘炬燵状石囲炉
（炉石抜かれ

る）

5 正位 2 （石あり）

入口

後Ⅱ 建替あり

108 隅丸形 不明 5．8 ×？ 不明 不明 不明 後 東側未調査

110 隅丸形 N －290

－E

5．4×？ 方形石組炉（炉

石一部抜かれ
る）

不明 藤内

Ⅱ

東側未調査

112 不整円形 ．N －200

－E

3．6×3．6 地床炉 4
（？）

井戸

尻期

113・円形 （？） 不明 不明 円形石組炉（炉 2 逆位 （石なし）後I 南を108号、西

内埋設土器あ
り）

（現
存）
炉の東 を106号に切 ら

れる

115 不整楕円形 不明 5．7×4．9 地床炉 不明 後I

116 円形 N －420

－E

5．0 ×5．0 地床炉 4 前期
末

117 円形 不明 3．6－×3．2 なし 3
（現

存）

新道

119 不明 不明 3．9×？ 方形石組炉 不明 不明 東120号に切ら
れ、全体に124

号に重複

121 楕円形 不明 6．6×4．3 石組炉 2 7 井戸
尻

122 不明 不明 不明 地床炉 不明 不明

123 不整楕円形 N －250

－W

5．8×4．5 円形石組炉（埋

設土器あり）
6 井戸

尻

136 円形 N －200

－E

5．6×5．4 方形石組炉（埋

設土器あり）
4 後 I

時期については特にことわりのないものは中期に属する。
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反目遺跡縄文時代住居地別石器集計表

種　 別

住 居址

打 製

石 斧

．磨 製 石 斧
大形粗

製石匙

小 形

石 匙
石錘

敲
打

器

特　 殊

敲打器
磨 石
特殊

磨石 r
凹 石 石皿

横　 刃

形石器
石 倣 石錐

削器

及 び

掻 器

その他 計

定角 蛤 刃 乳棒 計 ．・

15
号
住

床　 面 2 2 2 1 2 1 10

フ ク土 1 1

計 2 2 2 2 2 1 1 1

16

ロ万
住

床　 面 12 1 1 3 1 1 3 21

フ ク土 11． 2 1 3 1 3 2 2 22

計 23 2 1 1 4 1 6　‾ 1 2 1 5 43

19

日巧．
住

床　 面 1 1

フ ク土

計 1 1

22
号

住

床　 面 2 3 2 2 9

フ ク土 2 1 ‘1 1 5

計 2 5 1 3 2 1 14

24

号
住

床　 面 1 1 1 1 1 4

フ ク土 8 1 1 1 1 1 12

計 9 1 1 2 1 1 1 1 1 16

29

Fコ‾弓‘
住

床　 面 6 1 1 1 1 1 1 11

フク土 17 1 1 1 3 1 1 4 2 8

計 23 2 2 2 4 1 1 1 5　 ‾ 3 9

30

号
住

床　 面 1 1 1 2

フク土 2 2

計 3 1 1 4

32
号
住

床　 面 3 3 1 1 1 1 1・0

フク土 1 1 1

計 3 1 1 3 1 1 1 1 11

34
ロ号
住

床　 面 3 10 2 15

フク土

計 3 10 2 15

3 7
号
住

床　 面 3 1 1 5

フク土

　 計 3 1 1 5

38
号

住

床　 面 1 1 1 2 1 5

フク土

計 1 1 1 2 1 5

39
ロ万
住

床　 面 3 1 1 3 1 2 10

フク土

計 3 1 1 3 1 2 10
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種　 別

住 居址

打 製

石斧

磨 製 石 斧
大形粗

製石匙

小 形

石 匙
石錘

敲

打
器

特　 殊

敲打器
磨 石
特殊

磨石
凹石 石皿

横　 刃

形石器
石 敬 石錐

削器

及 び
掻 器

その他 計

定角 蛤刃 乳棒 r計

40

号
住

床　 面 1 1

フク土

計 1 1

4 3
rコ7テ
住

床　 面 1 1 2

フク土

計 1 ， 1 2

46
号
住

床　 面 1 1 1 1 1 5

フク土 1 1

計 2 1 1 1 1 6

47
ロ号
住

床　 面 4 1 1 5 1 1 1 13

フ ク土 6 1 1 4 2 13

計 10 2 2 9 1 1 1 2 26

48
ロ‾7テ
住

床　 面 10 1 1 1 9 2 1 1 8 2 35

フ ク土 12 2 2 1 4 4 3 1 2 1 30

計 2 2 2 1 3 2 13 6 4 1 1 10 2 1 65

51
ロ7テ
住

床　 面 1 1 1 1 2 ． 15

フ ク土 1 1

計 12 1 1 2 16

52
号
住

床　 面 6 1 1 2 4 3 1 6 1 21

フク土 4 1 1 2 1 1 8

計 10 2 　2 2 6 1 3 1 7 1 29

5 7
号

住

床　 面 3 1 1 1 1 6

フク土

計 3 1 1 1 1 6

60

ロ‾7テ
住

床　 面 1 2 3

フク土 13 1 1 2 2 18

計 14 1 1 2 ・4 2 1

61
日‾す
住

床　 面 4 1 1 1 7

フ ク土 7 5 1 1 14

計 11 5 1 2 1 1 2 1

64
ロ7テ
住

床　 面 2 1 3 ‾

フ ク土 2 2

計 4 1 5

6 5
ロ巧．
住

床　 面 ． 7 1 1 2 1 10

フク土 6 2 8

計 13 1 1 2 2 1 18
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種　 別

住居 址

打製

石斧

磨 製 石 斧．
製石匙

大形粗

小形

石匙
石 錘

敲
打
器

特　 殊

敲打器
磨石
特殊

磨石
凹石 石 皿

横　 刃

形石器
石倣 石錐

削器

及び

掻器

その他 計

定 角 蛤刃 乳棒 計

66
号
住

床　 面 5 1 1 1 1 1 9

フク土

計 5 1 1 1 1 1 9

6 8
号

住

床　 面 11 1 1 1 5 1 2 2 1

フク土 8 1 2 11

計 19 1 1 2 7 1 2 32

6 9
にコ
‾弓．
住

床　 面 12 1 2 3 4 3 22

フク土

計 12 1 2 3 4 3 22

7 0
号
住

床　 面 5 1 2 1 9

フク土 1 1

計 5 1 2 1 1 10

7 1
ロ‾7ラ‘
住

床　 面 1 1 2

フク土 2 1 3

計 1 2 2 5

74
ロ
‾7テ
住

床　 面 1 2 1 4

フク土 5 5

計 6 2 1 9

7 8

．号
住

床　 面 6 3 1 2 ・1 13

フク土

計 6 3 1 2 1 13

7 9

号
住

床　 面 2 1 1 4

フク土

計 2 1 1 4

8 0
号
住

床　 面 2 1 1 1 4

フク土 1 1

計 2 1 1 1 1 5

8 1
号
住

床　 面 10 1 1 2 3 7 7 2 31

フク土

計 10 1 1 2 3 7 7 2 31

8 3
ロ号
住

床　 面 2 1 1 2 3 1 8

フク土

計 2 1 1 2 3 1 8

84
Eコ‾弓‘
住

床　 面 1 1 1 2

フク土

計 1 1 1 2
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種　 別

住 居址

打製

石斧

磨 製 石 斧
製石匙

大形粗

小形

石匙
石 錘

敲
打

器

特　 殊

敲打器
磨 不
特殊

磨石
凹 石 石 皿

横　 刃

形石器
石徽 石 錐

削器

及び

掻器

その他 計

定角 蛤刃 乳棒 計

88

ロ‾弓一
住

床　 面 2 1 1 2 3 1 8

フ ク土

計 2 1 1 2 3 1 8

92
号
住

床　 面 2 1 1 1 1 5

フ ク土

計 2 1 1 1 1 5

93
号
住

床　 面 ．1 1

フ ク土

計 1 1

94
号
住

床　 面 7 1 1 5 1 3 17

フ ク士 3 1 4

計 10 1 1 1 5 1 3 21

97
号
住

床　 面 8 1 1 4 3 1 1 18

フク土 1－ 1 2

計 9 1 1 5 3 1 1 20

9 9
号
住

床　 面 8 1 ．2 2 1 14

フク土 4 1 ．1 5

計 12 1 1 1 2 2 1 19

102
号
住

床　 面 ．1 1 1 1 3

フク土

計 1 1 1 1 3

103
号

住

床　 面 2 1 1 4

フク土

計 2 1 1 4

10 6
号 ・

住

床　 面 7 1 3 11

フ ク土 4 1 1 1 1 1 8

計 11 1 1 2 1 4 19

10 8

号
住

床　 面 4 1 1 ° 6

フ ク土

計 4 1 1 6

112

号
住

床　 面 1 1

フ ク土

計 1 1

113
号
住

床　 面 7 1 1 5 13

フ ク土

計 7 1 1 5 13
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・種　 別

住居址

打製

石 斧

磨 製 石 斧
製石匙

大形粗

小形

苧匙
石錘

敲

打
器

特　 殊

・敲打器

磨石
特 殊

磨 石
凹石 石皿

横　 刃

形石器
石敬 石 錐

削器

及 び

掻 器

その他 計
定角 蛤 刃 乳棒 計

115
号

住

床　 面 1 1 1 1 4

フク土

計 1 1 1 1 4 ‾

117
ロ万
住

床　 面

フク土 2 1 1 2 5

計 2 1 1 2 5

119
ロ‾7テ
住

床　 面 1 1

フ ク土

計 1 1

12 1
ロ‾す
住

床　 面 9 1 1 2 1 1 1 1 16

フク土 5 5 10

計 14 1 1 2 5 ‘1 1 1 1 26

123
口号
住

床　 面 6 1° 1 1 9

フ ク土 5 1 1 6

計 11 1 1 1 1 1 15

13 6
Eコ号
住

床　 面 4 1 1 6

フク土

計 4 1 1 6
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反目遺跡・弥生時代住居地一覧表

番 号 平面形 主　 軸 規　 模 炉 柱穴 時期 備‘　 考

1 l 隅丸長方形 N －4ダーW 5 ．7 （5 ．2）

×4 ．2

西　 外

石組哩聾 炉
東　 外

地床炉

北 に枕石

4 後前

3 隅丸方形 N －6げ－W 5 ．1 ×4 ．9 西　 外

・埋賓炉

4 後前

4 隅丸方形 N －22⊃－W 3 ．7 ×3 ．3 東

地床炉

0 後

5 隅丸長方形 N －5g －W 7 ．2 ×r6 ．6 東　 外

埋餐炉

西　 北 西隅

埋襲炉

4 後前 2 号住 に貼床 され

る

6 隅丸長方形 N －5ぎーW （）×6 ．2 東 ．外

埋襲炉

西　 外
地床炉

4 後前 床 面やや浮 いて 7

号住カマ ドあ り

8 楕 円形 N －6ぎーW 6 ．6 ×5 ．9 西　 外

地床炉

4 後前

10 隅丸長方 形 N －8げ－E 5 ．7 ×4 ．6 西　 線 上

石組埋 聾炉

4 後前 9 号住 に貼床 され

る

11 隅丸長方 形 N －32⊃一W 4 ．4 ×3 ．7 北 西　 外

埋 襲炉

4 後前 入 口施設痕 あ り

12 隅丸方形 N －6げ－W 8 ．2 ×7 ．0 東　 内

埋襲炉

北西隅

埋襲炉

6 後前 中央部撹 乱 され る

41 隅丸長方 形 N －76〇一W 8 ．2 ×7 ．0 東　 内

埋襲炉

北 西隅

埋襲炉

6 後前 中央部撹 乱 され る

45 隅丸長 方形 N －74⊃－W 8 ．8 ×7 ．3 西　 線 上

埋聾 炉

東 に枕 石

南壁東 寄 り

埋 嚢炉

北に枕 石

現況 2 後前 中央部42号住 に壊

してつ くられ る
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番号 平面形 主　 軸 規　 模 炉 柱穴 時期 備　　 考

58 隅丸方形 N －1ダーE 8．2 ×8．1 西　 外

埋餐炉
東に枕石

4 後 南壁中央に入口施

設痕あり

59 隅丸長方形 N －76〇一W 5．7×4．8 西　 外

埋窺炉
4 後 入口施設の可大

111 隅丸長方形 N －5g －W 6．2×5．4 北西　 内

石組炉
（コ字形）

6 後前

1．18 隅丸長方形 N －70－E 4．7 ×4．1 北　 内
鍵手石組炉

4 後

129 隅丸方形 N －8ダーE 5．9×5．6 西 ．外

埋襲炉
4 後

132 隅丸長方形 N －7ぎーW 5．6×4．9 西　 線上

石組炉
4 後新

炉の内、外、線上は柱穴を結んだ場合の表現である。
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反目遺跡弥生式土器観察表

出土地
挿 図
番 号 器 種

法　　 量 残 存 状 態 文 様 調　　 整 胎 土 ・色 調

1 号住 167－ 1 蛮

（炉 2 ）

（　 ）18．6 （　 ）（10．5）頸部から胴

央部

頸部波状文胴部二段

の短線文

内外面 ともヨコナデ

－2 聾 （　 ） （　 ）7．8 （5．0）底部のみ 外面　 ヨコナデ

内面　 タテナデ

黄褐色　 砂粒多くザ

ラザラ　 内面一部は

く落あり

－3 聾 （　 ） （　 ）7．3 （4．9）底部のみ 外面　 タテヘラミガキ

内面　 タテへラミガキとヨコナデ

白黄褐色　 胎土良好

焼成良好

－4 襲 （　 ）・（　 ）6．1 （3．0）底部のみ 外面　 タテヘラミガキ
内面　 ヨコナデ

白黄褐色　 砂含む
焼成良好

－5 士笠 破片 口唇部タテの沈線

頸部波状文

内外面ともヨコナデ 赤褐色　 わずか砂粒

含む　 焼成普通

3 号住 170－ 1 襲 （　 ）14．5 （　 ）（11．7）胴下半部の 無文 外面　 斜位のナデ 白黄褐色　 砂粒含む

（炉） み 内面　 ヨコナデ 焼成普通

－2 小形嚢 （9．2） － 4．5 9．8 胴部から口

縁半分欠

無文 内外面ともヨコナデ 灰黒色　 雲母含む

胎土良好　 焼成良好

－3 台付蛮 14．5　　 －　　 7．0　 17．3 口縁から胴 無文 外面　 臼頸部ヨコナデ　 胴上半部 赤褐色ないし灰黒色

307．9 0cn葺 部わずかに

欠

斜位のハケ　 下半部へ ラケ

ズ リ痕残す　 脚部タテナデ

内面　 頸部 ヨコナデ　 胴部粗いへ

ラケズリ　 脚部 ヨコナデ

砂粒含む一部ザラザ

ラ　 焼成普通

－4 高年 13．5　　 －　　 6．8　 10．8 杯部％欠 無文 外面　 杯部下部は一部へラミガキ 白黄褐色　 砂粒含む
33470cm等 へラケズ リ痕残す　 全体に

斜位のナデ　 脚部タテナデ
内面　 杯 ・脚 ともヨコナデ

内面ザラザラ　 焼成

普通

－5 蛮 2 0．6 2 3．0 （　 ） （22．2）胴下部か底 頸部から胴上半部に 外面　 上半部ヨコナデ　 下半部斜 赤褐色一部黒色　 砂

部欠 三段の櫛状工具によ

る横位の直線文

位のパケ目　 一部へラミガ
キ痕あり

内面　 上部 ヨコナデ　 下部斜位パ
ケ目一部へラグズリ痕あ り。

内面に輪積痕残す。

粒わずか含む　 焼成

良好

－6 聾 （　 ）（　 ）7．3 （2．8）底部兢 外面　 タテナデ

内面　 ヨコナデ

白黄褐色　 砂粒わず

か含む　 焼成良好

－7 嚢 （　 ） （　 ）7．5 （2．6）底部％ 外面　 タテナデ

内面　 ヨコナデ

白黄褐色　 胎土良好

焼成良好

－ 8 襲 （　 ） （　 ）4．6 （3．5）底部のみ 外面　 タテナデ
内面　 ヨコナデ

白黄褐色　 砂粒わず

か含む　 焼成良好

－ 9 士翌 破片 口唇部連続の易円弧

文

内外面 ともヨコナデ 黒褐色　 大粒な長石

多く含む内面はく落
あり

－10 士璽 破片 口唇部タテの沈線 －内外面ともヨコナデ 赤褐色　 胎土　 焼成

良好

－12 鉢 破片 無文 外面　 ヨコ・タテのパケ 目
内面　 ヨコナデ

白黄褐色　 胎土　 焼

成良好

5 号住 174－ 1 襲 23．2　 28．6 （　 ）（12．4）胴上半部よ 無文 外面　 ヨコのパケ目　 胴部にヘラ 白黄褐色　 大粒な砂

（炉 1 ） り上口唇一
部欠 ・

ケズリ痕残る

内面　 ヨコナテ　 胴部に一部へラ

ミガキあり

含む　 焼成良好

－2 襲 （　 ）2 1．8 （　 ）15．5 頸部か ら胴 頸部から胴上半部三 外面　 ヨコ、ナナメのナデー部へ 赤褐色ないし白黄褐
（炉 2 ） 央下部 段の波状文 ラミガキあり

内面　 頸部ヨコナデ　 胴部丹念な

・へラミガキ

色　 雲母含む　 焼成

良好
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出土地
挿 図

番 号
器 種 法　　 量 残 存 状 態 文 様 調　　 整 胎 土 ・色調．‾

5 号住 17 4－3 ・土璽 （　 ）22．0　6．6 （22．8）口縁部欠 頸部に2 段の細波状 外面　 頸部胴上部斜位及びタテの 自黄褐色　胴上部炭化

（1） 胴下部半分 文 パケ　 胴下部 ヨコナデ 物付着大粒な長石多く

欠 胴上部二段の連続宛

円弧文

内面　 頸部から胴上部ヨコナデ 含む　 内面胴下部下は

く落　 焼成普通

－4 聾 （　 ）（　 ）5．6 （3．5）底部のみ 内外 ともヨコナデ 白黄褐色　 わずかに

長石含む　 焼成良好

－5 ・士盟 （　 ）（　 ）（11．8）（3．2）底部半分 外面　 ヨコナデ 赤褐色　 大粒な長石

含む　 内面はく落

－6 ・土き匿 （　 ）（　 ）5．7 （4．6）底部のみ 外面　 斜位のナデ 白黄褐色　 長石多い

内面はく落

－7 ・士：亜 頸部から胴 頸部二段の横位の櫛状 外面　 斜位のパケ 白黄褐色　 長石含む

（4 ） 上部％破片 沈線一部簾状文となる。内面　 口縁 ヨコのパケ 内面はく落あり

－10 鉢 破片 無文 内外面ともヨコナデ 白黄褐色　 長石わず

か含む　 焼成良好

6 号住 17 8－1 聾 23．2 － （　 ） （20．0） 胴下半以下 頸部に二段ないし三 外面　 口頸部ヨコナデ　 胴部タテ 赤褐色　 大粒な長石

（炉） 欠　 口唇一

部のみ

段の斜走短線文 ナデー部へラケズ リ

内面　 口頸部ヨコナデ　 胴部ヨコ

のへラケズリ

含む　 焼成良好

－2 ・ヨヒ璽E （15．8）－ （　 ）（10．3）口頸部 口唇タテの竹管沈線 外面　 タテ、ヨコのナデ 白黄褐色　 わずか砂

口縁半分欠 頸部三段の7 条の波 内面　 口頸部ヨコナデその下部ヨ 含むが胎土良好　 焼

状文　 胴上部最低一

段の ヨコの短線文

コの丹念なヘラミガキ 成良好

－3 ・土璽 （　 ）（　 ）9．0 （2．8）‘底部のみ 内外面ともヨコナデ 黒褐色　 大粒な長石

多量に含む。一部内

面はく落

－4 聾 （　 ）（　 ）7．4 （2．8）底部のみ 内外面ともヨコナデ 白黄褐色　 細砂粒わ

ずか含む　 焼成良好

－5 聾 （　 ）（　 ）4．5 （2．2）底部のみ 内外面ともヨコナデ 黄褐色　 胎土緻密

焼成良好

－6 士笠 （　 ）・（　 ）7．5 （3．8）底部のみ 内外面ともヨコナデ 白黄褐色　 砂含む

焼成普通

8 号住 18 0－1 蛮 （　 ）（　 ）10．4 （3．2）底部のみ 外面　 ヨコナデ

内面　 タテ ・斜位のパケ

白黄褐色　 長石含む

焼成良好

－2 士璽 （　 ）（　 ）．6．2 （3．8）底部のみ 内外面ともヨ．コナデ 白黄褐色　 長石大粒

含む　 焼成良好

10号住 18 2－ 1 ．聾 （　 ）（　 ）28．6 （17．0）頸部から胴 無文 外面　 頸部 ヨコナデ　 胴下半タテ 赤褐色　 砂粒含む

（炉） 下半部 のパケ

内面　 ヨコ ・斜位のパケ

焼成良好

－2 蛮 17 ．0 －　 （　 ）（19．9） 底部欠 頸部二段の4 条の疑 外面　 口頸部へラケズリの後ヨコ 灰黒色　 胎土緻密

．（3 ） 似波状文（1 回毎連

続しない）

ナデ　 胴部斜位 ・タテのパ

ケ
内面　 ヨコ主体のハケ

焼成良好

－ 3 襲 22 ．5 22 ．2 （　 ） （20．4） 底部欠　 一 頸部から胴上半部に 外面　 ヨコナデ　 胴部へラゲズ リ 2 と同一製作と考え

（3 ） 部口唇欠 かけて基本は三段の

波状文

痕残す られる頸部炭化物付

．着
－4′ 襲 （18．8）（18．4）（ ）（13 ．2）口縁から胴 頸部三段の4条の波 外面　 口縁 ヨコナデ　 胴部斜位の 黄褐色　 砂粒含む

（1 ） 央部％破片 条文 ハケ
内面　 口頸部ヨコナデ　 胴部 ヨコ

のへラミガキ

焼成良好

－5 士璽 （15．5）（　 ）（　 ）（5．2）口頸部％破 無文 外面　 ヨコナデ 暗黄褐色　 細砂粒含

（2 ） 片 内面　 ヨコへラミガキ む　 焼成良好

－6 ・聾 （　 ） （　 ）7．4 （7．8）底部半分 外面　 胴部タテナデ　 底 ヨコナデ

内面　 タテへラミガキ　 底ヨコへ

ラミガキ

黒褐色　 長石含む

焼成良好炭化物外面

付着

－7 襲 （　 ） （　 ）6．6 （5．3）底部のみ 外面　 タテヘラミガキ
内面　 ヨコへラミガキ

白黄褐色　 大粒な長

石含む　 焼成良好
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出土地
挿 図

番 号
器 種 法　　 量 残 存 状 態 文 様 調　　 整 胎 土 ・色 調 ・

11号住 185－ 1 嚢 （　 ）23．5 （　 ）（14．5）胴頸部 頸部から胴上半にか 外面　 すれて不明 白黄褐色　 砂粒含む
（炉） けて最低三段の波状

文 （文様すれてはっ

きりしない）

内面　 ヨコナデ 焼成不良で外面はす
れている

－2 小形襲 （13．5）（12 ．4）（　 ）（10．8）胴下半部欠 頸部二段の凝似波状 外面　 口頸部 ヨコナデ　 胴部タテ 白黄褐色　 砂粒含む

く宛の破片 文 ナデ
内面　　　　 〝　　　　　　 〝

焼成普通

－3 襲 （18 ．5）（16．8）（　 ）（7．3）胴上半部以

上の猪破片

頸部二段に，4 条の波

条文

内外面 ともヨコナデ 黄褐色　 雲母含む

焼成普通

－4 喪 （　 ）（17．3）（　 ）（6．6）胴下半部のみ－

半分の破片

内外面 ともヨコナデ 赤褐色　 細砂粒含む

焼成普通

－5 喪 （　 ）（　 ）6．3 （9．8）底部とわずか
な胴下半部

外面　 タテナデ
内面　 ヨコナデ

灰黒色　 大粒な長石わ

ずか含む　 焼成良好

12号住 187－1 襲 （　 ）20．6 （　 ）（15 ．0）頸部から胴 無文 外面　 頭部へラクズ リ　 胴部へラ 黄褐色　 長石含む

（炉） 上半部． ミガキ　 頸部下ホコナデ

内面　 粗いへラクズ リ
焼成良好

－2 嚢 （16．8）（16．6）（　 ）（17．3）胴下部以下 頸部に9 年一段の波 外面　 口縁 ヨコナデ　 頸部から胴 暗褐色　 胎土緻密で

（1 ） 欠％破片・ 状文　 胴上部斜走短
線文

部タテのへラミガキ
内面　 ヨコの丹念なヘテミガキ

薄手に固く焼かれる

－3 襲 （15．6）（14．2）（　 ）（8．5）口縁から胴 頸部に二段の波状文 外面　 ヨコナデ 白黄褐色　 胎土良好

（2 ） 上部％破片 内面　 口縁ヨコナデ下部斜位のパケ 焼成普通

41号住 198－1 嚢

（炉 1 ）

（　 ）（34．2）（ ）（22．2）胴部のみ 無文 外面　 斜位のパケ
内面　 ヨコ主体のパケ調整の後斜

位のへラミガキが一部行わ

れる

赤褐色ないし黒褐色

砂粒わずか含む　 焼

成良好　 外面一部炭

化物付着

－2 嚢 （　 ）（15．8）（　 ）（10．8）頸胴部 頸部に5状の波状文 外面　 頸胴上部不明　 胴下部斜位 赤褐色ないし黒褐色

（炉 2 ） その下に同一工具に のパケ 砂粒多し　 焼成悪く
よると思われる二段

の斜走短線文焼成悪
く文様はっきりしな

い

内面　 ヨコナデ はく落あ り

－ 3 士：亜：
（2 ）

（　 ）（　 ）（　 ）（7．3）頸胴上部 無文 外面　 斜位のナデ
内面　 ヨコナデ　 輪積痕明瞭

白黄褐色　 細砂粒わ
ずか含む　 焼成普通

－4 士蛋
（3 ）

13 ．4 （　 ）（　 ）（6．4）ロ頸部％ 無文 内外面 ともヨコナデ 白黄褐色　 長石わず

か含む　 焼成普通

－5 士璽E 13 ．2　19 ．3　7 ．3　27 ．7 口縁か ら胴 頸胴上部に3 段の 5 外面　 底部付近に一部？ラミガキ 黄褐色　 長石含む

（4．5） 部半分欠 条 （？）の波状文 あるも主体はナデツケ

内面　 ナデツケ
内外とも化粧土を用いている

焼成堅緻内面一部は

く落

－6 ・土璽
（6 ）
（15 ．2）38．0 （　 ）（28．3）胴央部より

上 口縁 1 部
のみ胴部 1
部欠

はく落あり文様はっ
きりしない　 頸部に

ヨコの櫛描沈線　 胴
上部に二段に最円弧
文見 られる

ナデツケと思われる。 赤褐色　 大粒な長石
多幸に含む　 焼成普
通、外面頸部中心に
はく落　 内面全面に
はく落

－7 襲 （18．8）（18．2）（ ）（12．8）胴下半部欠 頸部に9 条三段の波 外面　 口頸部タテのパケ　 胴部丹 黒褐色　 わずか長石

（6 ） く半分のみ 状文 （回転台使用） 念な斜位のへラミガキ

内面　 ヨコ主体の丹念なヘラミガ

キ

含むが胎土良好　 焼

成良好

－8 聾 17．8 17．7 （　 ）（15．3）胴央部より 頸部9条三段の波条 外面　 頸部タテのパケ波状文を切 白黄褐色ないし黒褐
（7） 上口縁％欠 文 ．（回転台使用） る。

胴部丹念なヘラミガキ
内面　 ヨコ主体の丹念はへラミガ

キ

色わずかに長石含む

が胎土良好　 焼成良

好　 7 と同一製作の

可能性 ある

・－9 聾 （　 ）（　 ）6．3 （14．8）胴下部以下 外面　 タテナデ 白黄褐色　 砂粒多し

（8 ） 胴部％ 内面　 ヨコナデ 焼成普通

－10 襲 （19．3）　 －．7．3　20．8 口頸部一部 9条の横走沈線を頸 外面　 口頸部 ヨコナデ、胴部タテ 赤褐色　 砂粒含む
（8 ） のみ 部に配しその上下に のパケ　 へラケズ リ痕残る 焼成良好頸部に炭化

同一工具による横走

短線文 ・

内面　 ヨコナデ 物付着
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出土地
挿 図

番 号
器 種 法　　 量 残 存 状 態 文 様 調　　 整 胎 土 ・色 調

41号住 198－12 鉢 破片 外面　 タテのパケ

内面　 ヨコのパケ

赤褐色　 胎土緻密

焼成良好

－13 士璽E 破片 口唇二段の波状文 外面　 頸部タテのパケ

内面　 口唇ヨコナデ　 頸部ヨコの

へラミガキ

灰白色　 細砂粒含む

焼成良好

45号住 193－1 襲 16．2 16．2 （　 ）（12．8） 胴下半部欠 頸部に二段の5 条の 外面　 ヨコないし斜のナデ 赤褐色　 長石含む

（炉 1 ） 口縁部一部

のみ

斜走短線文 内面　 ヨコナデ 焼成普通

－2 襲 （　 ）21．4 （　 ）（15．2）頸胴部 頸部から胴上部に現 外面　 ヨコないし斜位のナデ 赤褐色ないし白黄褐

（炉） 存四段の8 条の斜走

短線文

内面　 ヨコのへラミガキ 色

細砂粒含む　 焼成普通

－3 器台 ・ （　 ）（　 ）16．0 （14．8）部脚部 と体 4 条の横走沈線がほ 外面　 タテナデ 黒褐色　 大粒な長石

？

（1 ）

下部 ぼ等間隔に六段めぐ

り、その上に二段の

一組の横走沈線文

内面　 ヨコナデ 多く含む　 焼成良好

底内面ザラザラ

－4 嚢 （　 ）　 －7．0 （16．0） 頸部か ら胴
部半分欠

口唇欠

頸部二段の波状文（す

れて文様不明瞭）

内外面 ともヨコナデ 赤褐色　 砂粒多く含

む　 焼成普通　 外表

面すれてザラザラ

－5 小形台 8．8　9．6　 （　 ）（12．4）－口唇一癖欠 無文 外面　 口唇指頭痕残すヨコナデ 白黄褐色　 長石わず

付嚢

（2 ）

脚端部欠 胴部へラケズ リの後 ヨコパケ

内面　 口唇部へラケズリ　 胴部 ヨ

コナデ　 内面に輪積痕残す

か含む　 焼成良好

胴上部に炭化物付着

－6 鉢 ？ （　 ）（　 ）（9．．3）（13．4）口頸部欠 無文 外面　 タテナデ　 底部付近はタテ 自責栂色　 砂位多し、

（5 ） 脚部に1cm幅の 1周 ヘラケズリ 焼成良好

するはく落痕あり。内面　 ヨコナデ

底面に成形痕残し一部へラ切あり

外面炭化物付着

－7 嚢 （16 ．2）（18．0）（　 ）（7．8）胴上部より 頸部に二段 の 8 条 外面　 タテのパケ （文様前） 白黄褐色　 胎土緻密

上半分 （？）の連続横走短

線文

内面　 ヨコナデ 焼成良好堅緻

－8 襲 （　 ）（16．5）（　 ）（7．7）胴部半分 胴上部に4 条の波条 外面　 タテナデ 灰白色　 砂粒わずか

文
（現存一段）

内面　 ヨコナデ 焼成良好

－9 台付聾 脚底部 外面　 へラケズリ 赤褐色　 長石多し

（6 ） 脚端部欠 内面　 ヨコナデ 焼成普通

－10 ？

（脚）

脚半分 外面　 タテナデ

内面　 脚 ヨコナデ

白黄褐色　 焼砂粒含

む　 焼成普通

58号住 196－1 聾 23．0 19 ．8 （　 ）（18．6）底部欠　 口 頸部に四段の波状文 外面　 施文後斜位のノヤケ　 胴下部 白黄褐色　 砂粒わず

（炉） 唇半分欠 一部重複 （下が上を

切る）

斜位のへラミガキあり

内面　 ヨコのハケの後　 ヨコ主体

のへラミガキ

か含む　 焼成普通

－2 器台か
高杯

（2 ）

（　 ）（　 ）（　 ）（9．2）脚底部　 脚

端部欠

脚部三角形状のつば

を持つ。内面丸底

内外面　 ヨコナデ 自黄褐色　 長石含む

焼成普通

－3 聾 26．4 （　 ）（　 ）（14．2）胴上部より 頸部に現存四段の波 外面　 口頸部施文後タテのパケ 黒褐色ないし灰白色

（1 ） 上 口縁半分 状文一部下が上を切 胴部斜位のパケ 細砂粒含むが胎土良

欠 る 内面　 口頸部 ヨコへラミガキ　 胴

部 ヨコナデ

好　 焼成堅緻

－4 聾

（4 ）

（　 ） （　 ）7．3 （2．1）底部のみ 木葉底 内外面ナデ 赤褐色　 大粒な長石

含む　 焼成普通

－6 聾 14．7 14 ．4 （　 ）（14．1）底部欠　 口 頸部に4 条一段その 外面　 施文後 ヨコのハケ　 胴部へ 白灰色　 細粒長石わ

（4．8） 唇一部欠 下6 条2 段の波状文 ラケズ リの後 ヨコ、斜位の ずかに含む胎土良好

（断絶3 回） パケ
内面　 丹念なへラミガキ

焼成良好

－7 聾 （19．7）（16．2）（ ）（14．0）底部欠　 半 すれて不明瞭2 条の 外面　 一部タテのパケあり 暗褐色　 砂粒含む

（3 ） 分 波状文三段 内面　 ヨコナデ 焼成不良

197－8 ・．聾 （27．6）（27．4）（ ）（32．5）底部欠　 ％ 口唇下に10条の波状 外面　 タテ、斜位のハケ （施文後）暗褐色一部黒褐色

仔・8・1（》‘ 文その下に6 条が重
複、その下に二段10

条の波条文

内面　 ヨコのハケ 砂粒含む　 化粧土

焼成塵緻

内面炭化物付着
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出土地
挿 図

番 号
器 種 痕　 量 残 存 状 態 文 様 調　　 整 ・胎 土 ・色 調

・58号住 19 7－9 高年 （　 ）（　 ）（ ）（4．2）脚底部脚端 外面　 ヨコ、タテのパケ 赤褐色　 長石含む

（10） 部欠 内面　 ナデ 焼成良好

－13 ・襲 （20．5）19．8 （ ）（20．7）底部欠　 口 文様すれて不明瞭 外面　 不明 白黄褐色　 砂粒含む

（8 ・1カ 縁一部のみ

胴部一部欠

頸部に三段の波状文

（10条）

内面　 ヨコナデー部へラケズ リ痕

残す

‘焼成不良

－14 士：亜
（9 ）

（　 ）（　 ）9．2 （9．0）胴下部以下 外面　 斜位のハケ

内面　 はく落のため不明

赤褐色　 砂粒 （長石

大粒）多し　 焼成良

好

－15 鉢

（6 ）

（19．6）　－　 9．2 11．0

〈9．2〉

口縁猪欠 無文 内外面 ヨコナデ 白黄褐色　 砂粒含む

焼成普通

198－16 ・∃ご笥E （19．0）（　 ）（ ）（9．5）口頸部折立 すれて文様不明瞭 外面　 不明 赤褐色　 大粒な長石

（15） 部一欠 折立部タテの竹管沈
線 8 条の大波状の下

に三段の重複する波
状文下部に大波状文

あ り

内面　 はく落のため不明 多く含む　 焼成普通

－17 士蛋 （　 ）（37．3）13．2 36．0 口頸部欠胴 外面　 タテのナデ 赤褐色　 一大粒な長石

（15） ％残 内面　 はく落のため不明 多く含む外面化粧土

焼成良好

－18 士笠 （21．4）（ ）（ ）（14 ．7）口頸部　 ％ 文様すれて不明瞭 外面　 すれて不明 赤褐色　 大粒な長石

（17） 欠 頸上部に大波状文2

段胴上部に二段の斜
走短線文

内面　 ヨコナデ （一部はく落） 含む　 焼成普通

－19 襲 （13．5）　 －　 5．4 14．4 ロ頸部∬欠 無文 外面　 斜位 ・タテのパケで一部タ

テのへラミガキ
内面　 ヨコのハケ下部タテのヘラ

ミガキ

黒褐色ないし自黄色

胎土緻密　 焼成良好

口縁部炭化物付着

－21 手づ く

ね土器

．（　 ）（　 ）3．2 （2．9）体部欠 内外面ともナデ 赤褐色　 砂粒含む

焼成普通

59号住 203－1 聾 （20．5）20．5 （　 ）19．7 胴下部欠 頸部に主段に7 条の 外面　 口唇 ヨコナデ　 胴部斜位の 赤褐色ないし黒褐色

（炉） 口縁％欠 波状文 パケ　 一部タテのヘラミガ

キあり

内面　 ヨコのヘラケズ リ

雲母含む　 胎土緻密

焼成良好

－2 嚢 （15．8）（15．5）（ ）（16．8）底部欠半分 頸部に三段に10条の 外面　 タテ斜位のナデ 黄褐色　 細砂粒含む

の破片 波状（下が上を切る）内面　 丹念なへラミガキ 焼成普通

外面頸部に炭化物付着

－3 嚢 （ ）（20．2）（ ）（13．0）頸胴部％ 頸部三段 （現存）7 外面　 斜位のパケ一部あ り 黄褐色　 長石わずか

条以上の波状文 内面　 ヨコの丹念なへラミガキ 含む　 焼成普通

「4 ．壷 （ ）（18．3）（ ）（12．2）頸胴部半分 頸部現存二段の8 条 外面　 ヨコナデ 黄褐色　 長石わずか

の波状文 内面　 へラゲズ リの後 ヨコナデ 含む　 焼成普通

－5 鉢 （10 ．9）　 －　 5．1 6．3 口体部一部

欠

二段に10条の波状文 外面　 ヨコナデ底部付近タテのへ

ラミガキ　 へラケズ リ痕残
す

内面　 ナデ

白黄褐色　 雲母含む

焼成良好

111号住 205－1 襲 （21．8）（19．8）（ ）（22．0）底部欠宛 有段口縁　 頸部2 段 外面・口唇ヨコナデ　 頸胴部施文 白黄褐色　 砂粒含む

（2．5） 5 条の大波状文 後斜位のパケ

内面　 へラケズリ痕を残す　 ヨコ

ナデ

焼成堅緻

外面　 炭化物付着

「4 聾 18．8 19．3 （　 ）（12 ．3）口縁か ら胴 口縁に二段の波状文 外面　 ヨコナデ （？） 黄褐色　 砂粒多し

（3 ・4） 央部　 口縁

一部欠

文様すれて不明瞭 内面　 ヨコナデ 焼成不良

外面炭化物付着

－5 聾 20．4 19．3 （　 ）（10 ．4）口頸部 口唇下に斜走短線文 外面　 斜位のパケ一部にみ られる 赤褐色　 砂粒多し

（7 ） 頸部一段廉状文その

下に2 段 （現存）斜

走短線文

内面　 ヨコナデ 焼成不良

118号住 207－ 1 高士不 14．5　－　7．2 13．3 12．7 一部口縁欠 無文　 外面杯部丹彩 外面　 へラケズリ痕あり　 一部化 黄褐色　 長石含む

（1・2・㊥ 686．82C撼　　　　　 〈12 ．7〉 粧土はく落

ヨコナデ
内面　 口縁部ヨコナデ杯下部ヨコ
及びタテのヘラミガキ

焼成普通
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出土埴
挿 図

番 号
器 種 法　　 量 残 存 状 態 文 様 調　　 整 胎 土 ・色 調

118号住 207－2 聾
（3 ）
（　 ）（　 ）7．4　 （3．5）底部のみ 内外面 ともヨコナデ 白黄褐色　 細砂粒含

む　 焼成普通 ・

－3 襲

（5 ）

（　 ） （　 ）6．5 ・・（6．3）底部のみ 外面　 タテのヘラゲズ リ

内面　 ヨコナデ

暗褐色　 胎土緻密

焼成堅緻

129号住 209－1 聾

（炉）

16．8 16．2 （　 ）（16．3）胴下部欠 頸部三段の波状文 外面　 口唇ヨコナデ　 胴部斜位の

パケ
内面　 丹念な ヨコのへラケズリー

部パケあり

灰白色及び黄褐色

胎土緻密　 焼成良好

－2 聾

（炉）

（　 ）（20．0）（　 ）（12．4）胴央部易 外面　 胴下部斜位のパケ
内面　 ヨコのパケ

黄褐色　 大粒な長石

わずか含む　 焼成良
好

－3 襲 （19．0）（17．6）（　 ）（18．7）底部欠宛 頸部三段5 条の短波 外面　 口唇 ヨコナデ　 胴部一部に 白黄褐色　 砂粒含む

状文 斜位のパケ
内面　 ヨコナデー部ヨコのへラミ

ガキあ り

焼成普通

－4 襲 （18 ．8）（　 ）（　 ）（10．5）胴上半部％ 頸部にラフな波状文 外面　 施文後タテのパケ 黄褐色　 砂粒含む

現存三段 内面　 ヨコのパケ一部あり 焼成普通頸部に炭化

物付着

－5 ・ヨゴ・笠 （　 ）（25．7）（　 ）（14．2）胴上半部の 10条の破状の下に斜 外面　 ヨコナデ 黄褐色　 砂粒含む

み％ 走短線文さらにその

下部に兢円弧文

内面　 へラケズリ痕残す。はく落

している

焼成普通

－6 鉢 14．2 （ ）（ ） （3．6）底部欠％ 無文 外面　 へラミガキの後ヨコのパケ
内面　 斜位のパケ

赤褐色　 胎土良好

焼成普通

－8 士璽E （　 ）（　 ）7．8 （3．5）底部のみ 外面　 すれて不明

内面　 はく落のため不明

白黄褐色　 大粒な長

石含む　 焼成悪い

－9 蛮 20．6 18．9 （　 ）（18．8）底部欠全体

に一部を欠

く

頸部に二段の波状文 外面　 ヨコナデ

内面　 ヨコナデ
白黄褐色　 大粒な長

石含む　 焼成普通

－10 襲 （21．0）（23．2）（　 ）（12．5）胴上部以上 頸部に現存三役のラ 外面　 施文後タテのパケ口唇はヨ 黒色ないし暗褐色
％ フな波状文 コナデ

内面 ・ヨコのパケ一部へラが切る
胎土緻密　 焼成良好

－11 士重 （18．6）（44．4）（　 ）（30．0）胴央部以上 頸部に横走櫛状沈線 外面　 すれていて不明 赤褐色　 大粒な長石

口頭部一

部欠

文その上と下に一段

の波状文

内面　 はく落のため不明 わずかに含む　 焼成

普通

132号住 212－ 1 鉢 28 ．2　－　 （　 ） （12．4）底部（脚部）頚部と体上部櫛描横 外面　 斜位のナデ 黒褐色ないし黄褐色
か

高年

（1 ）

欠％ 走沈線文 内面　 ヨコナデ 大粒な長石多く含む

焼成普通

－2 ．襲 （16．4）（14 ．0）（　 ）（10．2）胴下部以下 頸部に波状文一部重 外面　 ヨコナデ 白黄褐色　 長石わず

（1 ・2） に％ 複する 内面　 ヨコのヘラケズリの後ヨコ

ナデ

かに含む　 焼成不良

－3 聾

（3 ）

（16．2）（17．0）（　 ）（19．0）底部欠％ 頸部に5 段の波状文

（二段は重複）
外面　 ヨコナデ
内面　 口唇ヨコナデ　 胴部へラケ

ズ リの後 ヨコナデ

－4 蛮 （28．4）（34．8）7．5　42．8 口縁から胴 施文浅く不明瞭　 4 外面　 口唇 ヨコナデ　 施文後 ヨコ 黒褐色ないし黄褐色
（4 ・5 ） 部％欠 段の波状文上一段は

重複
ないし斜位のパケ

内面　 一部輪積痕残す。口頸部ヨ

コナデ　 胴部一部ヨコのパ
ケ

胎土緻密　 焼成堅緻

－ 5 高杯 （19．4）（　 ）（　 ）（14．0）口縁一部の 森文 外面　 頸部 ヨコ本体か ら脚部タテ 黒褐色ないし赤褐色

（6 ） み脚端部欠 ． のへラミガキ

内面　 体部 ヨコのへラミガキ他は

ナデ

大粒長石含む　 焼成

良好

－6 士蛋 （15．8）（　 ）（　 ）（7．3） 口頸部折立 文様　 はく落で不明 外面　 不明 赤褐色　 大粒な長石
（5 ） 部一部のみ 僚　 折立部タテの沈

線　 頸部に波状文と

横走櫛描沈線文

内面　 口頸部 ヨコナデ休部はく落

のため不明

含む　 焼成普通
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反目遺跡古墳時代以降住居祉一覧表

番号 平面形 長軸方向 規　 模 入 口 カマ ド 柱穴 時　 期 備　　 考

2 隅丸方形 N －6g －W 4 ．5 ×4 ．3 北東隅 4 奈 ・平Ⅶ 5 号住貼床

7 不明 不明 不明 東 （石芯） 不明 不明 6 号住中に作

られる

9 隅丸長方形 N －69⊃－W 5 ．7 ×4 ．9 北東隅 4 ＿平安後 10号住に貼床

13 隅丸長方形 N －5げ－W 6 ．0 （？）・

×4．8（？）

北西中央 1

（現存）

古墳Ⅳ 南東大半は未

調査

14 隅丸長方形

（？）

不明 不明 西 2

（現存）

奈 ・平Ⅲ 東から南は撹

乱のため不明

17 隅丸長方形 N －8げ－W 7 ．0 ×5 ．6 西中央 ？ 4 奈 ・平Ⅲ 北西部は55号

住の上に貼床

18 隅丸方形 S －5¢－W 4 ．3 ×3 ．9 南 ・東 中央 4 観

存3 ）

奈 ・平 Ⅱ～

Ⅲ

南一部壊 され

る

20 隅丸長方形 N －62⊃－W 3 ．9 ×2 ．8 西中央 なし 不明

21 隅丸方形 N －1¢－E 5 ．0 ×4 ．8 西中央 4 奈 ・平 Ⅱ・

23 ？ ？ （6．6 北西 奈 ・平Ⅲ 二軒が同一床

×6．2） 南東 奈 ・平Ⅶ 面にて重複

25 不整隅丸方形 N －9 0－E 4 ．0 ×3 ．9 東中央 西中央 4 奈 ・平Ⅱ 入 口施設あり

26 隅丸長方形 N ‾－6アーW 5 ．2 ×4 ．3 西中央 3 奈 ・平Ⅲ・

27 隅丸方形 N －3g －E 5 ．5 メ5 ．3 北西中央 4 奈 ・平Ⅲ

．31 隅丸方形 S －8ぎーE 3 ．6 ×3 ．5 東中央 1 奈 ・．平Ⅲ

33 隅丸方形 S －62⊃－E 6 ．2 ×5 ．7

（5 ．0）

南東やや南

寄 り

4 奈 ・平Ⅲ

35 隅丸長方形 S －710－E 5 ．3 ×4 ．3 ．東中央 4
（6 ）

奈 ・平Ⅵ～

Ⅶ

36 隅丸長方形 N －15⊃一宜・‘6．4 ×5 ．0

（？）

西中央 （？1） 4 奈 ・平Ⅲ

42 隅丸方形 S －6¢－E 5 ．1 ×5 ．0 南東やや南

寄 り

4 観

存3）

奈 ・平Ⅲ

49 隅丸長方形 N －76⊃－W 8 ．7 ×7 ．6 北東隅 6 奈 ・平Ⅶ 大形
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番号 平面形 長軸方向 規　 模 入 口 カマ ド 柱穴 時　 期 備　　 考

54 隅丸長方形 S －63⊃－E 5 ．0 ×4 ．1 南東中央 4 奈 ・平 Ⅱ

55 隅丸長方形 N －2ぎr E 4 ．3 ×3 ．6 西やや南寄

り

不明 奈 ・平Ⅲ

56 隅丸方形 N －82⊃－W 4 ．3 ×3 ．9 西やや南寄

り

1 奈 ・平Ⅱ

62 隅丸方形 S －8げ－E 8 ．3 ×7 ．8 西 東中央 8 個

礎石

（基）

奈 ・平Ⅳ～

Ⅴ

礎石持つ住居

‘63 隅丸方形 N －8 0－E 4 ．3 （4 ．1）

×4．0

西中央 2 奈 ・平Ⅳ～

Ⅴ

西67 号の上に

カマ ドを造っ

ている．

67 隅丸長方形 S －15⊃－W 4 ．1 ×3 ．3 東中央 1 東 に63号のカ

マ ドがつくら
れ る。

68号に貼床

72 隅丸 不明 3．9×？ 不明 r 平安 北は135号と同一

床面にて重複

西は調査区域外

73 不明 不明 不明 不明 不明 わずかな壁 と

床面のみ

75 不整隅丸方

形

N －1ぎーE 4 ．2 ×4 ．0 西中央 1・ 奈 ・平Ⅴ

＼

76 隅丸方形 ・S －2げ－W

？
°

5．8（？）×

5．．7

南東 中央 ？ 1 奈 ・平Ⅳ 南側は除地の

ため未発掘

77 隅 丸 長 方

形 ？

不明 7・．3

（？）×？

北西 2 奈 ・平Ⅳ 東76号に切 ら

れる

82 隅丸方形 N －1げ－E 4 ．6 ×4 ．2 西中央 4 奈 ・平Ⅱ

85 不整隅丸方

形

N －8げ－W 5 ．7 ×5 ．3 東 西中央 4 奈 ・平Ⅱ 入口施設可大

86 隅丸長方形 N －810－W ？×4．5 北東隅 4 観

存3）

奈 ・平Ⅳ 南側 は撹乱

87 不明 不明 不明 西 不明 88号に貼床

南90号に切 ら

れる

89 隅丸形 不明 4．0×‘？ 西 不明 88号に貼床
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番号 平面形 長軸方向 規　 ＿模 入口 カマ ド 柱穴 時　 期 備　　 考

90 ‘不明 不明 不明 不明 不明 不明 87号を切る

95 隅丸長方形 N －6ぎーW 5．4 ×4 J8 北西中央 2 奈 ・平Ⅵ～

Ⅶ

96 隅丸長方形 N －5アーW 10 ．5 （？） 北東 北西中央 8 個 奈 ・平Ⅱ～ 大形の礎石住

×8．9 中央 礎石

（北西

部欠）

Ⅲ 居

98 不明 不明 不明 北西 不明 奈 ・平Ⅳ 103号住 と同一

床面にて重複

100 不明 不明 不明 西 4 ？ 奈 ・平Ⅳ 105号住に貼床

99号住 と同一

床面にて重複

東にも焼 ±あ

り（カマ ド）重

複住居の可大

101 隅丸方形 N ⊥7げ－W 5 ．9 ×5 ．4 西やや南寄

り

4 奈 ・平Ⅲ 東側104号に貼

床 されるム

104 不整隅丸長

方形

N －810－W 6 ．0 ×4 ．4 西中央 2 奈 ・平Ⅲ 画101号に貼床

す る

105 隅丸方形 S －3げ－W 2 ．2 ×2 ．0 東南寄 り 1 奈 ・平Ⅲ 100号住に貼床

され る

107 ．不明 不明 不明 不明 不明 不明 床面のみ

114 隅丸方形 N －8（デーW 4 ．7 ×4 ．5 東中

央

西中央 4 奈 ・平Ⅲ～

Ⅳ

120 隅丸形 不明 不明 北西隅・？ 不明 奈 ・平Ⅳ 大半は除地の

ため未調査

124 隅丸長方形 N －28⊃－E 6 ．2　　 ×

5．1 ？

不明 不明 119号と同「床．

面にて重複

125 隅丸長方形 N －510－W 9 ．5 ×8 ．2 北隅 4 奈 ・ヰ Ⅶ

旧 （奈 ・平

Ⅴ～Ⅵ）

住居址重複の

可大

126 隅丸方形 S －5げ－E 4 ．3 ×4 ．2 南東中央 1

127 隅丸方形 N －7g －W 4 ．0 ×4 ．0 西中央 不明 西は129号住に

貼床

128 隅丸方形 N －32⊃－E 5 ．6 ×5．2 北東中央 4 奈 ・平Ⅱ 東大半は129号

住に貼床
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番号 平面形 長軸方向 規　 模 入 口 カマ ド 柱穴 時　 期 備　　 考

130 隅丸方形 N －17⊃－E 5 ．9 ×5 ．5 東中央 4 不明

’131 隅丸方形 S －7げ－E ．．4．0×．3．8 東やや南寄

り

奈 ・平Ⅵ

137 隅丸方形 N ‘－7ぎーE 5 ．5 ×5 ．1 北東隅 2 奈 ・平Ⅴγ

Ⅵ

138 隅丸方形 N －7ぎーW

】

3．9×3．7 東やや北寄

り

奈 ・平Ⅳ
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反目遺跡　土師器・須恵器・灰粕陶器観察表

出土地
挿 図

番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器形 の特 徴 調　　　　　 整 胎 土 外

2 号住 214－ 1 皿 （10．5）

（4 ．0）

2．6

％ 体部は直線的に外反する平底 ロクロナデ ・底部切離 し後へラケズ

リ

赤褐色　 細砂粒

含む　 焼成普通

－ 2 塊 14．7 391 ．08 ％ 丸味を持って立ち上がり体部は ロクロナデ　 回転糸切の後高台内辺 灰白色 ・軸は乳

（灰） 7 ．3

5 ．8

直線的外反 し口唇はく字状に外

反する。外反する高台が付く。

高台に刻み一つ持つ。

部ロクロナデ 白色に近い

－ 3 塙 （ ） 高台部％体部 体下部に屈曲点を持ち丸味を持っ ロクロナデ ・高台付けた後内辺部回 乳灰色

（灰） （6 ．5）

4 ．3

一部 て外反する ・強く外反する高台

を持つ

転へラケズ リ

－ 4 皿 （11．0）

5 ．1
3 ．2

口縁％欠 柱状高台で体部は強く外反する。・ロクロナデ　 回転糸切 赤褐色　 雲母含

む　 焼成普通

－ 5 折線皿 （11．5） ％ 強く外反 した体部内屈 した後口 回転糸切 りの後内辺部回転へラケズ 灰 白色　 粕乳白

（灰） （6 ．8）

（2 ．7）

縁が外反する三角形状の高台を

持つ。内面強く屈曲を持つ

リ 色

－ 6 皿
（灰）

（11．9）

（ ）
（2 ．3）

兢 体部丸味を持って外反 し、口縁

は薄 く外反する。内面に屈曲を
持つ

ロクロナデ 灰 白色　 粕乳 白

色

－ 7 塙 （16．0） 体底部易　 口 丸味を持って立ち上がった後体 ロクロナデ　 回転糸切 りの後高台内 白黄色　 軸やや

（灰） （8 ．0）

5．8

縁 一部 部は直線的に外反する ・外反す

る高台を持つ。

辺部回転へラケズ リ 線色をおびる

－ 8 手づくね 3．8

3．0

1．1．3

完 体部直立する 白黄褐．色 ・雲母

わずか含む ・焼

成良

9 号 住 2 17－ 1 皿 （9．8）

3．2

2．9

口縁最 直線に強く外反した体部はく字

に外反する。

ロクロナデ　 回転糸切 赤褐色 ・雲母含

む ・焼成普通

－ 2 杯 4．1
（2．2）

体部欠％ 三角形状の高い高台を持つ ロクロナデ　 切 り離し不明。高台内

辺 ロクロナデ

赤褐色 ・胎土緻

密　 焼成普通

－ 3 蓋
（須）
（ ）
（ ）

（1．4）

端部欠 つまみ部は宝珠形を呈し内面や

や凹む

ロクロナデ ・天井部回転へラケズリ 灰黒色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－4 塊

（灰）

11．0

5．7

3．5

146 ．07 休 部一部欠 丸味を持って立ち上が り中央に

てそぎ状に外反する。輪花は 3
箇 所三角形状の高台持つ

ロクロナデ　 高台周辺はナデ 乳白色　 粕は内

面のみ

－ 5 広 口瓶

（灰）
9．3
（． ）

（4．9）

口頸部屋 ロ縁は直立する ロクロナデ 灰白色 ・軸は緑

色を滞びる

13号住 21 9－ 1 嚢 18．5 口縁％胴下部 球状にふくらむ胴部は胴央部に 口縁内外ヨコナデ胴部は胴央部タテ 黄褐色　 雲母多

7．3 ％ 欠 最大径を持ち月縁はく字に外反 上下はヨコのパケ ・へラケズ リ痕が 量に含みキラキ

3 0．2 す る。 残る。内部は ヨコのパケ ・底部は手

持ちのへ ラケズリー

ラす る　 焼成良

好

－ 2 高年 14．0 4 19 ．27 口唇一部欠 強．く外反 した休部は直立 し口縁 体下部から脚上部はく落する。外面 外面黄褐色内面

（11．2）

12．・3

脚 端一部のみ は薄く外反する 口縁はヨコナデ体部丹念なヘラミガ

キ　 脚部はタテのへラケズ リの後ナ

＿．＿泣フ車
内面は丹念なへラミガキ脚部はタテの

へラケズリ端部はヨコのへラミガキ

赤褐色 ・長石わ

ずか含む　 焼成
堅緻　 脚部に一

部丹彩がある

－ 3 蛮 （17．2） 胴上部最 胴上部にわずかに陵を持ち口唇 外面　 タテのヘラケズリの後タテの 白黄褐色 ・長石

（ ）

10 ．8

は外反する パケロ頸部はヨコナデ

内面　 口頸部はヨコナデ ・胴部斜位

のパケの後タテのヘラミガキ

わずか含む ・焼

成良好

－ 4 襲 （ ）

（ ）
（17 ．3）

胴下部のみ％ 底部は強 く収束する 外面　 へラケズリの後タテのパケ底

部ぎわはヨコナデ
内面　 胴部 ヨコナデ下部斜位のパケ

黒褐色 ・大粒な

長 石 多量 に含

む ・焼成良好
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出土地
挿 図

番 号 器 種
法 量 容 量 残存状態 器 形 の特 徴 調　　　　　 整 ． 胎 土 外

13号住 219－5 甑 13．2 598．05 完 l口縁から徐々に肥厚し底部付近 外面　 体下部にヘラケズリ痕を残す。黄褐色 ・長石わ

2．8 にてやや丸味を持って収束する。 タテのへラミガキ　 ロ縁はヨ ずかに含む ・焼

10．4 単孔で内面か らそぎ状 コナデ

内面　 口縁はヨコ体部はタテのヘ ラ

ミガキ

成良好

－6 杯 （12．4） ％ 丸底で口縁は外反する。体部に 外面　 口縁 ヨコナデ、体部はヘラケ 赤褐色 ・長石多

5 ．4

沈線がある。 ズ リ痕残す。

内面　 口縁ヨコナデ体部は丹念なへ

ラミガキ

し・焼成良好

220－7 甑 （23．4） 拓 底部から直線的に外反 し胴上部 外面　 口縁ヨコナデ　 胴上部はハケ 白黄褐色 ・長石

（4 ．0） にて直立ぎみとなり口縁は外傾 昭下部はタテのヘラミガキが わずか含む胎土

23．8 する。単孔である。 後から施される

内面　 ヨコ主体の丹念なへラミガキ

緻密　 焼成良好

10 鉢 （21．2） 易 丸底から直線的に外傾 し頸部に 外面　 へラケズ リ痕残る。ナデを行 白黄褐色 ・砂粒

11．3

てやや内屈 し口縁は外反する うが体部一部にヘラミガキあ

り

内面　 体央部へラミガキ他はヨコナ

＿♪7‾

含む　 焼成良好

－11 手づくね 3．6

3．0

4．0

完 体部はほぼ直立する 白黄褐色 ・長石

わずかに含む ・

焼成良好

－12 手づくね 1．8

2．4

完 球状を呈す 内外面 ともひび割れがみられる 白黄褐色　 焼成

普通

14号住 22 3－1 襲 （ ）

6．7
（10．3）

胴下部％ 底部から直線的に外傾する 外面　 タテのハケ

内面　 タテのナデ

黄褐色 ・長石含

む ・焼成良好

－2 杯
（須）
（ ）

6．0
（1．3）

ロ縁欠％ 上げ底 ロクロナデ　 回転糸切切離し 青黒色 ・長石わ

ずか含む ・軟質

17号住 22 6－1 嚢 18．2 口縁％ 球状にふくら．む胴部は央部にて 外面　 口頸部回転 ヨコナデ ・胴部2 暗褐色 ・砂粒わ

8．4 胴部％欠 最大径をもち段を持つ口頸部は 段のタテのパケ．・底は手持ち ずか含む ・焼成

21．3
（20．3）

短 く外反する へ ラケズリ

内面　 口頸由回転 ヨコナデ ・胴上部

ヨコのパケ下部はタテのヘラ
ケズ リ

良好

－2 杯 （15 ．2）

6．5 －

4．8

体部％ 体部は直線的に外傾する ロクロナデ　 内面黒色処理研磨みら

れない

赤褐色　 胎土緻

密　 焼成不良で

外面すれている

－3 土不 12 ．5

6．2

3．0

底％、体％ 直線的に外傾 し口縁は内そぎ状 ロクロナデ　 底部回転糸切高台内辺

部　 回転へラケズリ

赤褐色 ・胎土緻

密　 焼成不良

内外 ともはく落

あ り

－4 蓋

（須）

（ ）

（ ）
（1．8）

端部欠 つまみ部は内部がくぼむ ロクロナデ天井部回転へラケズ リ 青黒色 ・長石わ

ずかに含む ・焼

成普通

18号住 228－1 蛮 （ ） 胴下部％ 胴部の立ち上がりははっきりし 外面　 パケ底に木葉痕 暗褐色 ・長石わ

6．3

（4．8）

ない 内面　 ナデ ずかに含む ・焼
成普通

－2 士不
（須）
12．5・

6．3
4．0

273．53 体部一部欠 付け高台 ロクロナデ　 回転糸切 り高台内辺部

回転へラケズリ

灰黒色 ・胎土は

わず か長 石 含

む ・焼成は普通

一．3 土不

（須）

（ ）

8 ．2
（2．2）

口縁欠 ．最 付け高台 ロクロナデ　 回転糸切 り高台内辺部

回転へラケズリ

灰白色　 胎土良

好　 焼成普通

－4 士不

（須）

（ ）

5．4

（1．3）

口縁部欠 ロクロナデ　 回転糸切 り 灰黒色 ，長石含

む ・焼成良好

－5 長頸壷 （ ）

（ ）

（6．0）

頸部のみ ロクロナデ 乳白色、自然軸

緑色をおびる
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番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の特 徴 調　　　　　 整 胎 土 外

21号住 23 2－ 1 襲 （12．・2）

7．3

14．2
（13．6）

口縁宛、胴部

最欠

口頸部短 く最大径胴央部 ・平底 ロクロナデ ・底部回転糸切 赤褐色 ・胎土緻

密 ・焼成堅緻

－2 蓋

（須）

（18．5）

2．8

つまみ部欠％ 端部は内傾する ロクロナデ ・天井部回転へラケズリ 灰黒色 ・砂粒わ

ずか含む ・焼成

良好

－3 蓋 15．3 完 つまみ部は偏平でわずかに内部 ロクロナデ ・天井部　 回転ベラケズ 灰黒色　 長石多

（須）

2．7

くぼむ リ く含む ・焼成良

好

－4 杯
（須）

（12．4）

（6．6）

4 ．2

％ 体部はほぼ直線的に外傾する ロクロナヂ　 底部回転糸切 赤褐色ないし灰

黒色、長石多量

に含む ・軟質

－5・ 杯 12．3 269．21 体部一部欠 強く屈曲 した体部はわずかに外 ロクロナデ ・底部回転糸切 り・回転 青黒色 ・長石多

（須） 8 ．7

4 ．2

反する。付け高台 へラケズ リ く含む　 焼成良

好

－6 杯

（須）

（11．8）

（4 ．9）

4．6

274．49 体部％ 丸味を持って立ち上がった体部

は直線的に外傾する

ロクロナデ ・底部回転糸切 り 青黒色 ・長石多

く含む ・焼成良

好

23号住 235－1 襲 （20．0）

（ ）

11．8

胴上部％ 長胴聾 外面 口唇ヨコナデ胴部タテのハケ

内面　 ヨコのパケ

暗褐色 ・長石含

む ・焼成良好

－2 聾 （ ）

6．2
（4．8）

胴下部 外面斜位のハケ
内面 ヨコのパケ

底木葉痕

暗褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－3 聾 （ ）

8．2
（6．6）

胴下部％ 外面 タテのパケ

内面ナデ

底木葉痕

白黄褐色 ・大粒

な長石含む ・焼

成良好

－4 聾

（須）

（ ）

（10．0）

（5．1）

胴下部％ ロクロナデ ・底ハケ 黒灰色 ・胎土緻

密

－5 杯

（須）

（ ）

5．4
（1．0）

底易 ロクロナデ ・底回転糸切 り 白灰色 ・胎土緻

密

－6．・ 杯

（須）

（ ）

6．3

（1．3）

．口縁欠 ロクロナデ ・底転糸切 り 灰白色 ・長石含

む

－7 杯
（須）
（ ）

6．8
（1 ．8）

ロ縁欠％ ロクロナデ ・底回転糸切 り 灰黒色 ・砂粒多

く含む

－8 杯

（須）

12．9

6 ．0

3 ．3

体部％欠 体部直線的 ロクロナデ ・底回転糸切 り 白黄褐色 ・砂粒

含む ・軟質

－9 杯
（須）

（11．2）

（6 ．0）

3．5

底欠、最 体部直線的 ロクロナデ 白黄色 ・わずか

に砂粒含む　 軟
質

－10 杯
（須）
（13．8）
（6．8）

3．9．

宛 体部立ち上が り丸味持つ ロクロナデ ・底回転糸切 り 白灰色 ・砂粒わ

ずかに含む ・軟
質

－11 杯

（須）

（12．9）

6．3

3．0

底一部欠

体部％

体部直線的 ．ロクロナデ ・底回転糸切 り 白色 ・砂粒含む。

軟質

－12 杯 15．8 448．34 底一部欠 体部わずかに丸味持つ ロクロナデ ・底回転糸切 り 暗褐色 ・長石含

7．5

4．2

体部％ 内面黒色研磨 （一部外面口唇黒色）む ・焼成良好

－13 杯 （ ）

4．8
（2．1）

口縁欠 ロクロナデ ・底回転糸切 り 暗褐色 ・雲母長

石含む ・焼成良
好
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番 号
器 ＿種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の 特徴 調　　　　　 整 ． 胎 土 外

23号住 235－14 杯 13 ．3 口縁部分的に 体部丸味持つ ロクロナデ ・底回転糸切 り 赤褐色 ・細砂粒

6．0
3．7

〈3．3〉

半分欠 内面ヨコのへラミガキ 含む ・焼成良好

－15 段皿

（灰）

11．2

5．2

2．7

ロ縁猪欠 付け高台　 高台直立する ロクロヨコナデ ・底ロクロナデ 白灰色、粕白色
内面一部緑色おび

る・底内外面無粕

－16 塀
（灰）
15．0
7 ．5

5 ．5

底部一部欠

体部一部
付け高台 ・高台外反する ロクロヨコナデ ・底回転へラケズ リ 白灰色 ・粕白色

内面底 と外面無

軸

－17 香炉蓋 12．8 体部局欠 つまみ部宝珠形 ・器高高 くドー ロクロヨコナデ ・天井部回転へラケ 白黄色 ・無粕
（灰）

4．7

ム状とな り、端部外反する

体央部三ヶ所猪の目透彫
ズリ

－18 ・土璽E
（須）
（ ）

（ ）
（6．8）

体部外 ロクロヨコナデ 灰 白色

－19 皿 （‾10．4）

5．0

3．7

口縁％欠 ．柱状高台 ・体央部にて屈曲．し口

線外反する。
ロクロヨコナデ、底回転糸切 り 赤褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－20 皿 9．5
4．7

3．6

口縁易欠 柱状高台 ロクロヨコナデ ・底回転糸切 り 自黄褐色・雲母多

く含みキラキラ

する　 焼成良好

－21 I不 （ ）

5．6
（4．6）

体部一部 柱状高台 ロコロヨコナデ ・底回転糸切 り 赤褐色 ・粕砂粒

含む ・暁成不良

25号住 239－1 蛮 （17．8）

（ ）

（11．0）

胴上部最 口縁はほぼ水平に強く外反する 内面ともタテのパケロ縁内面はヨコ

ナデ

暗褐色　 内面白

黄褐色・雲母多く

含む　 焼成良好

外面炭化物付着

－2 杯
（須）
13．1

5．6
4．2

2 54．35 体部％欠 体部外傾する ロクロナデ　 底部回転糸切 り 灰白色 ・大粒な

長石含む　 軟質

－ 3 杯
（須）
（12．4）

（6．0）

4．3

底部欠易 〝 ロクロナデ 乳白色、細かい

長石含む ・軟質

－4 杯

（須）

（12 ．4）

（6．2）‾

4．0

掲 体部はやや丸味を持って外傾す

る

ロクロナデ ・底部回転糸切 青黒色 ・長石含

む　 焼成良好

26号住 241－ 1 聾 （12．5） 口縁から胴上 胴部は球状にふ くらみ、口縁短 外面 ‘タテ斜位のパケ目 暗赤褐色 ・長石
（4．9）

11．6

部％欠胴下部

から底部一部

欠 ‘

く外反する 内面　 ヨコナデ　 底木葉痕 わずか含む　 焼
成普嘩

一台 嚢 （11．3）

5 ．9

9 ．4

口縁％胴部％

欠
〝 外面　 タテのパケ　 ロ縁 ヨコナデ

内面　 ヨコのパケ　 ロ縁 ヨコナデ

底木葉痕を手持ちのヘラでケズル

白黄褐色、砂粒
含む　 焼成普通

－ 3． 土不 （13．1）

（7．0）．

3．5

宛 器厚を減じて外傾する ロクロナデ　 内面黒色処理　 底回転

糸切 り

赤褐色 ・胎土緻

密　 焼成普通

－4 土不
（須）
（13．3）

5．6

3．3

体部％ 口唇わずか外反する ． ロクロナデ ．底回転糸切 灰白色　 長石わ

ずか含む ・焼成

普通

－5 聾 （ ） ％他に同一 底から丸味を持って立ち上がる 外面　 タテのハケ目 黄褐色 ・長石わ

（12．5） 破片あるも復 内面　 斜位のパケ ずか含む　 焼成

（8．5） 示できず 底は　 手持ちのへラケズリ 普通

－6 士不
（須）
（14．0）
（4 ．2）

3 ．3

底部欠体蔀％ 体部直線的 ロクロナデ 青黒色 ・雲母含

む

－ 7 ±不
（須）
（ ）

6．2
（2．0）

体部欠 ロクロナデ ・底回転糸切 り 青黒色 ・大粒な

長石含む
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番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の 特 徴 調　　　　　 整 胎 土 外

26号住 241－8 杯

（須）

（ ）

4 ．9
（1．0）

体部欠 く宛 ロクロナデ ・回転糸切 青黒色　 胎土緻

密

－9 杯

（須）

（ ）

6 ．0
（1．3）

体部欠 く％ ロクロナデ ・回転糸切 り 灰白色 ・長石含

む

27号住 244－1 聾 （16．0）

（ ）

8．3

胴下半部欠％ 口縁短 く胴部は球状 となる ロクロナデ 赤褐色 ・長石 ・

雲母多く含みキ

ラキラする ・焼
成良好

－2 蓋
（須）
（12．2）

4．2 ．

％ つまみ宝珠形、天井部水平に近

く伸び端部は内屈す る

ロクロナデ、．天井部回転へラケズ リ青黒色’胎土精

練 され焼成も堅
緻

－3 杯

（須）

（13 ．6）
（ ）

3．3

底部欠宛 体部は丸味を持って外傾する ロクワナデ 灰 白色　 細砂粒

含む ・軟質

31号住 247－ 1 聾 （24 ．1） ％他に破片あ ロ縁はわずかに外反する 口縁部ヨコナデ　 外面パケ目・内面 黄褐色 ・大粒な

（11．6）

（32 ．3）

るも復元でき

ず

ヨコのパケ 長石　 雲母含む

焼成良好

－2 壌 （ ）

（13 ．8）

（3．8）

口縁欠％ ロク．ロナデ　 内面研磨 黄褐色 ・砂粒含

む　 焼成普通

－3 蛮

（須）

（ ）

（14．8）

（7．0）

底部最 底から直線的に外傾する 内外 ともタタキ目　 内面ヨコのパケ 黒青色　 胎土緻

密

33号住 24 9－ 1 聾 （ ）

9．5
（7．0）

胴下部宛　 他

に破片あるも
復元できず

長胴聾 内外ともハケ目　 底は木葉痕 黄褐色 ・砂粒含

む ・焼成良好

－2 聾 （ ）

（9．6）

3．4

底部 長胴襲 外面　 パケ目

内面　 ヨコのパケ

底　 木葉痕

〝

－3 ‘聾 （12．8） 底一部胴部宛 胴部は球状にふくらみロ縁短く 外面　 上部タテ・下部ヨコのハケ目 赤褐色 胎土良好

（7．6）

10．8

ロ縁％ 外反する 内面　 ヨコナデのへラケズ リ痕痍る 焼成普通　外面

に炭化物付着

－4 襲 （14．4） 口線外胴部％ 丸味を持ち外傾する胴部は内屈 シャープな作 りである 黒色　 細粒の長

（須） 6．0　＿

8．7

して頸部を作 り口縁は外傾する。ロクロナデ　 底回転切糸切の後手持

ちのへラケズリ

石含むが胎土は

緻密　 堅緻

－5 皿 （10．0） 口縁一部体部 口唇は器厚を減ずる ロクロナデ　 底回転糸切 りの後へラ 白黄褐色　 胎土

4 ．2

2 ．2

宛 ケズ リ 緻密 ・焼成普通

－6 杯

（須）

12．6

6・．0

3．4

233．15 完 丸味を持って外傾する。 シャープな作 りである。

ロクロナデ底回転糸切りへラ記号あ
り

青黒色　 胎土良

好

－7 士不
（須）

（12．3）

5．8

3．4

ロ縁％欠 口唇下にて器厚を減 じて外反す

る

ロクロナデ　 底回転糸切 り 青森色　 長石わ

ずか含む－

－8 杯 15．4

8．－7

4．0

兢 口唇内そぎ状となる ロクロナデ　 底回転糸切 り 白茜褐色 ・砂粒

含む　 焼成不良

－9 杯

（須）

12．3

6．1

4．0

体部％欠 ロクロナデ　 底回転糸切 り・ 灰白色 砂粒含む

焼成悪く内外と

もすれている

－10 杯
（須）
13．5
7．0

3．6

易 ロクロナデ　 底回転糸切 り 青黒色 ・長石わ

ずかに含む

－11 杯
（須）

（13 ．4）

（5．6）

2．’9

％ 口唇わずかに外反する ロクロナデ　 底回転糸切 り・ 灰 白色　 大粒な

長石含む
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番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の 特徴 調　　　　　 整 胎 土 外

33号住 24 9－12 杯
（須）

（13 ．0）

（6．6）

4．r5

％ ＿ ロ．クロナデ　 底回転糸切 り 灰白色 ・大粒 な

長石含む　 軟質

－13 士不
（須）
（11 ．6）
（5．8）

4．2＿

％ ロクロナデ　 底回転糸切 り 〝

35号住 251－1 襲 （ ）

（11．8）

（4 ．6）

％同一破片あ

るも復元でき

ず胴下部

長胴嚢 内外 ヨコナデ 黄褐色 ・長石わ

ずかに含む ・焼

成普通

－2 嚢 （ ）

18．8

（3．0）

底部％ 長胴聾 ロクロナデ　 底回転糸切 り 黄褐色 ・砂粒含

む ・焼成普通 ・

－3 襲 （ ）

7．8
（3．0）

底一部欠 長胴襲 内外ともナデ　 底木葉痕 黄褐色　 胎土良

好　 焼成普通

－4 士不 10 ．2

5．0

3．2
〈2．8〉

体部一部欠 ゆがんでいる。 ロクロナデ　 底回転糸切り　 内面底

凹凸はげしい0内面黒色多い研摩は
顕著でない

黄褐色 ・大粒な

長石含む ・焼成

良好

－5 皿 （10．8）

3．7

2 ．5

口唇一部のみ 厚い底か ら直線的に外傾する体

部は器厚を徐々に減じる
ロクロナデ　 底回転糸切 りの後ナデ 赤褐色 ・胎土緻

密　 焼成不良

－6 杯 （ ）

5．6
（1．4）

鹿部欠 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 内面黒

色処理 ？

赤褐色 ・胎土緻

密　 焼成不良

－ 7 土不
（須）

（ ）

（10．0）

（0．9）

底部％ 付け高台 ロクロナデ　 底回転へラケズ リ 灰白色　 胎土良
好

－8 杯

（須）

（．11．0）

（2．8）

宛底欠 強 く屈曲した体部器厚を減 じて

外傾する
ロクロナデ 青黒色　 胎土精

練 され堅緻に焼

かれる

－9 段皿

（灰）
14．1
7．6

2．7

262．98 完 付け高台内そぎ状三角形で低い ロクロナデ　 底回転糸切 り、高台内

面回転へラケズ リのため凹あり

乳白色　 粕は白

色に近 く内面は

やや緑色をおび

る

－10 皿

（灰）

11．4

（6∵3）

2．3

％ 付け高台　 高台内そぎ状三角形

で低い

ロクロナデ　 全面回転へ ラケズリ 乳 白色　 粕は白　r

色

－11 皿
（灰）
12．2

7・？
2．3

％ 付け高台　 高台ややつぶれる ロクロナデ　 底全面回転へラケズリ 灰白色　 粕は白

色

－12 椀
（灰）
16 ．3
8．3

6．6

〈6．2〉

61 9．24 体部％欠 付け高台 ・‾高台高く外傾するつ

ぶれている

ロクロナデ ’底全面回転　 へラケズ

リ

乳白色 ・粕は透

明質で内面やや

緑色をおびる

－13 折線皿

（灰）

（10．8）

（ ）

（1．9）

舛底部欠 ロクロナデ 白黄色 ・軸は白

色

－14 長頸瓶 （ ） 口縁欠、胴底 最大径は胴上部 ・付け高台は低 ロクロナデ　 底全面回転へラケズ リ灰白色、軸は緑
（灰） 9．1

（21．6）

部一部欠 く幅広 色を滞び厚 く泡

粒粒 となる　 パ

ケ塗 り

36号住 253－ 1 聾 （18 ．3）

（ ）

（4．6）

口頸部％同一

破片あるも復

元できず

頸部に陵を持つ ロクロナデ 暗赤褐色　 胎土

良好 ・焼成良好

内外 とも炭化物

付着

－2 土不

（須）

l

（12．9）

（9．2）

3．5

最 強く屈曲 して口縁は外反する付

け高台

ロクロナデ　 底全面回転へラケズ リ青黒色　 大粒な

長石含む
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出土地
挿 図

番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の 特 徴 ．調　　　　　 整 胎 土 外

36号住 25 3－3 蓋

（須）．

（13．9）

（ ）
（3．4）

猪 つまみ部偏平　 端部は内屈する ロクロナデ　 天井部へラ削り 灰白色　 軟質

－4 杯

（須）

14．1

5．9

4．1

32 6．93 体部％ ロクロナデ　 底回転糸切 り 青黒色 ・長石含

む

－5 痍
（灰）

（ ）

6．5

4．3

口縁欠宛 付け高台で外傾する ロクロナデ　 全面回転へラケズリ 乳白色　 無粕

42号住 256－1 聾 （ ）

7．8
（9．9）

胴下部 外面　 タテのハケ
内面　 ナデ主体

底木葉痕

赤褐色 ・細砂粒

含む ・焼成良好

－2 蓋
（須）
13．2
（ つ

2．7

端部一部欠 ゆがんでいる　 端部は直立する

つまみ　 偏平で皿状 となる

ロクロナデ　 天井部回転へラケズリ 青黒色、多量

砂粒含む

－3 ．蓋

（須）

（13．9）

（ ）
（2．3）

％つまみ欠 端部はほぼ直立する ロクロナデ　 天井部回転へラケズ リ灰白色 ・雲母含

み胎土緻密 ・軟

質

T 4 杯 （ ） 体部欠 付け高台 ・底内面中央凹む ロクロナデ　 底回転糸切り　 高台内 黒青色 ・長石わ

（須） 8．3

（1．6）

高台偏平 辺部回転へラケズ リ ずか含む

－5 杯 （ ） 体部欠 付け高台　 高台偏平　 底内面中 ロクロナデ　 底回転糸切り　 高台内 黒青色 ・長石わ

（須） （8．9）

（1．2）

易 央凹む 辺部回転へラケズ リ ずか含む

一年 I不

（須）

（ ）

9．9
（1．9）

体部欠％ 付け高台 ・底中央内面凹む ロクロナデ　 底全面回転へラケズ リ灰白色 ・胎土緻
密

－7 円面硯
（須）

（ ）

（ ）

（ ）

脚台部破片 透 しある 外　 赤褐色

内　 黒青色

49号住

l

25 9－1 杯 10．8

4．8
3．1

119．65 口唇一部欠 体部下わずかに屈曲する ロクロナデ　 底回転糸切 り 赤褐色 ・わずか

に砂粒含む　 焼
成良好

－2 杯 9．6

5．1

2．7

口唇一部欠 体部は直線的に外傾する ロクロナデ　 底回転糸切 り

内外 （底外面）とも黒色処理

胎土緻密 ・焼成

良好

－3 土不 10．8

5．3
3．3

体部％欠 体下部にてわずかに屈曲する ロクロナデ　 底回転糸切り　 底内面

くぼむ

黄褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－4 杯 （ ）

6．6
（1．5）

口縁欠　 体部

宛　 底一部

ロクロナデ　 厚回転糸切 り 黄褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－5 杯 （10．1）

（4．1）

3．0

拓 丸味を持って外傾する ロクロナデ 白黄褐色 ・胎土

良好　 焼成良好

－6 杯 9．8
（ ）

（2．2）

宛底欠 ロクロナデ　 口唇内面　 面取 り． 赤褐色 ・胎土緻

密堅緻

－7 痍 （14．4）

7．0

4．2

体部％欠 柱状高台　 口唇わずかに外反 ロクロナデ　 底回転糸切 り

内外面はく落あり

黄褐色 ・砂粒わ

ずか含む ・焼成

普通

－8 塙 （15．5）

7．0

4．0

285 ．71 体部％ 柱状高台　 口唇わずかに外反 ロクロナデ　 底回転糸切 り
内外面はく落あり

赤褐色 ・細砂粒

含む ・焼成良好

－ 9 塀 （ ）

7．4
（1．5）

体部欠 柱状高台　 底内面くぼむ ロクロナデ　 底回転糸切 り 黄褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好
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出土地 挿 図
番 号 器 種 法 皇 容 量 残存状態 器 形 の 特 徴 調　　　　　 整 胎 土外

49号住 25 9－10 塊 15．7
7．3

5．2

体部宛欠 柱状高台　 口唇外反する ロクロナデ　 底回転糸切 り
内外面ともはく落あり　 はく落すれ

ているが内外 （底）面 とも黒色処理

暗赤褐色 ・大粒

な長石わずかに
含む ・焼成普通

－11 ナ不 10 ．4

3．6

5．8

76．14 体部％欠 柱状高台　 体部直線的に外傾す

る ・口唇内面面取

ロクロナデ　 底回転糸切 り 黄褐色 ・砂粒わ

ずか含む ・焼成

良好

－12 ナ不 （ ） 体部欠 柱状高台　 底内面5 mm程の孔が ロクロナデ　 底回転糸切 り三条のへ 赤褐色 ・胎土緻

4．6

2．2・

ある。 ラ記号外面休部底に黒色部がみ られ

る。

密 ・焼成良好

－13 士不
つ ？）

（ ）

4．6
（2 ．2）

体部欠 柱状高台 ロクロナデ　 底回転糸切り． 黄褐色 ・胎土良

好 ・焼成不良

－14 塊 一
°（灰）
（14．6）・
（ ）

（3．2）

％底部欠 口唇玉線状 ロクロナデ　 内面 口唇下に一条沈線

持つ

灰 白色 ・軸は透

明質内面緑色を

おびる。

－15 塀
（灰）
（17．3）

（ ）

4．3

％底部欠 口唇玉線状 ロクロナデ　 内面 口唇下に一条沈線

を持つ

青黒色 ・軸は白

色に近い ・内面

緑色をおびる

－16 塙 10．1 97．58 完 口唇わずかに外反する　 高台は ロクロナデ　 底回糸切 りの後、周辺 黄褐色 ・軸 は白

色（灰） 5．1

3．3 ・

低 く内そぎ三角形状 部回転へラケズリ

－17 長頸瓶

（灰）
8．8
（ ）

（1．7）

口．頸部％ わずかに受け口状を呈す ロクロナデ 灰白色 ・粕 白色

内面泡つぶ状と
なる

－18 土製晶 （4．0）

4．0

2．4

端部欠 平面紡垂形　 側面三角形　 立面

かまぼこ形で反対面わずかにく
ぼむ

赤褐色 ・砂粒含

む ・焼成良好

260－19 広 口瓶

（灰）

18．1

（ ）

12．0

肩以上％

（灰）

口線外反 し口唇直立する ロクロナデ 灰 白色 ・粕白色

に近い

－20 広口瓶 20．8 口頸部％ 口線外反　 口唇わずか内屈する。ロクロナデ 乳白色　 粕白色
（灰） （ ）

（6．0）

（灰） わずかに受け口状となる‘ 内面厚 く緑色を

おびる

－21 広口瓶 （19．8） 肩以上％他に 口線外反 し口唇は直立 しわずか ロクロナデ 灰白色　 紬白色
（灰） （15．2） 破片あるも復

元できず

に受け甲状 となる。肩強 く張る で一部薄黄色 と

なる

－22 広口瓶

（灰）

（ ）

（18．8）

（3．3）

底部％　 21の

底 と思われる

付け高台　 低 く偏平 ロクロナデ 〝

－23 広 口瓶
（灰）
（ ）
（14．5）

7．8

体下部％他に

破片あるも復

元できず

付け高台　 低 く内そぎの三角形 ロクロナデ 乳白色　 粕底内

面厚 く緑色を呈

す

－24 広 口瓶

（灰）

（ ）

15 ．2

（6．0）

底部％ 付け高台　 低 く外傾 し偏平 ロクロナデ 灰 白色　 粕 白色

－26 手づくね 2．0

1．8
1．8

完 ロクロナデ
内外 （底）面黒色処理

黒色　 胎土緻密

54号住 262－1 杯 （12．9） 底宛、休部一
部

付け高台 ・高台台形で外反し底 ロクロナデ　 底回転糸切 りの後高台 青黒色 ・胎土緻

密（須） 8 ．5

4 ．0

面やや内傾する。強く体部は屈
曲する

内辺部回転へラケズリ

－2 土不

（須）

（12．8）

（9．0）

3．8

％ 付け高台　 高台台形で外反し、

底面やや内傾する。体部は強く

屈曲 し口唇は内そぎ状となる

ロクロナデ　 底回転へラケズ リ 青黒色 ・長石含

む

－3 ．士不
（須）

（ ）

（9．5）

1．5

％体部欠 付け高台　 高台台形で外傾する ロクロナデ　 底回転糸切 り　 高台内

辺部回転へラケズ リ

灰白色 ・胎土緻

密　 軟質
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出土地 挿 図

番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の特 徴 調　　　　　 整 胎 土外

54号住 262－4 坪

（須）

（ ）

8．0

2．2

ロ縁欠宛 体部は直線的に外傾する ロクロナデ　 底回転糸切り 青黒色 ・胎土緻

密

－5 杯
（須）

（ ）

7．2

（2．8）

体部立ち上が りは丸味をもつ ロクロナデ　 底回転糸切 り 灰 白色　 胎土緻

密

－6 坪
（須）

（ ）

8．2
（2．2）

％ロ縁欠 体部立ち上が りは丸味をもつ底

内面はくぼむ

ロクロナデ　 底回転糸切 り 白黄褐色　 砂粒

わずかに含む

－ 7 蓋 （15．0）

3．2

％ つまみ部は偏平で丸味を持つ。

端部は内屈する。

ロクロナデ　 天井部回転へラケズリ 青黒色　 大粒な

長石多量に含む

－ 8 蓋

（須）

（14．6）

2．6

端部一部％ つまみ部は宝珠形　 端部は直立

する

ロクロナデ　 天井部回転へラケズリ 灰白色 ・胎土緻

密

－9 ・塙 （14．5） ％ 器厚は徐々に減少して口唇わず ロクロナデ　 高台内辺部回転へラケ 灰白色　 無軸

（灰） （8．2）

6．4

かに外反する。付け高台　 高台

は高く外反する

ズリ

55号住 26 4－1 襲 （14．8） 底一部欠　 体 丸味を持った胴部は央部にて最 ロクロナデ　 底回転糸切りの後　 手 赤褐色 ・砂粒含

7．1

14．4

部％ 大径を持ち頸部に陵を持ち、口

縁は外反する

持ちのヘラケズリ む ・焼成良好

－2 聾 17．1 胴上部％ 最大径は胴部口縁はわずか外傾 口唇内外　 ヨコナデ＿ 黄褐色 ・長石雲

（ ）

（10．0）

し頸部に陵を持つ 胴部内外　 タテのパケ 母含みキラキラ

する　 焼成良好

－3 杯 （ ） 底一部欠、高 体部強く屈曲で立ち上がる ロクロナデ　 底 回転糸切 り　 高台内 灰白色 ・細砂粒

（須） （8 ．8）

5 ．0

台一部のみ

体部一部口縁

欠

付け高台　 高台は台形で外傾す

る

辺部回転へラケズ リ 含む

56号住 267－1 杯

（須）

12．2

6 ．8

4 ．2

〈3．7〉

体部％欠 1 ゆがむ ロクロナデ　 底回転糸切 り 黒青色 ・大粒な

砂粒多量に含む

－2 杯

．（須）

（ ）

（5．0）
（2．1）

％口縁欠 ロクロナデ　 底回転糸切り 青黒色 ・大粒な

長石含む

－3 蓋 12．9 ％ 体部直線的　 つまみ部偏平な宝 ロクロナデ　 天井部手持ちへラケズ 灰 白色 ・長石含

（須）

3．7

珠形 リの後ナデ む　 焼成やや甘

い

－4 ∴拝

（須）

（ ）

9．0
（1・2）

体部易 付け高台　 高台台形で底内傾 ロクロナデ　 底回転糸切 りの後回転

へラケズ リ

黒青色 ・長石多

く含む

－5 長頸壷

（須）

（ ）

（ ）

（5．8）

ロ頸部％ 肩強く張る ロクロナデ 灰白色 ・胎土緻

密

－ 6 長頸壷

（須）

（11．0）

（ ）

（6．7）

口頸部宛 口縁強く外反 し口唇は内傾　 わ

ずか受け口状を呈す

ロクロナデ 青黒色 ・胎土緻

密 ・濃緑色の自
然軸

62号住 27 1－rl 蛮 15．4

8．8

16．8

口縁、．胴部一

部欠

胴部は球胴状で最大径となる ロクロナデ　 底回転糸切 り 赤褐色 ・砂粒含

む ・焼成良好

－2 聾 16．4 口縁、胴部％ 胴部は球胴状で最大径となる 口頸内部ロクロナデ　 体部外面タテ 暗褐色 ・長石雲

8．7

16．6

欠 のパケ　 下部ははく落のため不明

内面は一部パケ後はナデ　 底木葉痕

母含む　 焼成普

通

－3 嚢 （－）

9．3
（18．8

胴下部 長胴嚢 外面　 タテのパケ

内面　 ヨコナデ

底木葉痕

黒褐色 ・砂粒含

む ・焼成普通

－4 嶺 （15．8） 口縁一部、胴 胴部は球胴状で最大径となる ロクロナデ　 底回転糸切 りの後手持 白黄褐色 ・砂粒

9rO

17．8

部外 ちへラケズリ （？） 雲母含む ・焼成

普通
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出 土埠
挿 図

番 号
器 痙 法 量 容 量 残存 状態 器 形 の 特 徴 調　　　　　 整 胎 土 外

62号 住 27 2 － 5 襲 12 ．0 口縁 一部欠 胴 の張 りは少な く口縁 は外反す 内外 と・もす れて いて不 明。口縁 は ヨ 白黄褐 色 ・大粒

7 ．0

（11 ．8 ）

胴 下部 底部％

欠

る コナ デ な長石 含む ・焼

成普通

－ 6 聾 （10 ．8 ） 胴 央部 よ り上 〃 外面すれ れい るがタテの パケが一部 黒褐色 ・砂粒 含

6 ．3

11 ．2

は％ 認 められ る　 内面 ナデ　 ロ頸内外 ヨ

コナ デ

む ・焼成 普通

－ 7 聾 11 ．0

（－）

（8 ．2 ）

胴 上部 口縁 は短 く－．わずか に外反す る 内外面 タテ のパ ケ 赤褐色 ・砂粒 含

む ・焼成 普通

－ 8 聾

（．9 ．2）

（5 ．5）

胴 下部宛 外 面ナ デ　 内面 ヨコのパ ケ 黄 褐色　 砂粒含

む　 焼成 良好

－ 9 聾 ．

6 ．4

（1 1 ．2）

胴 央部 一部 ． 外 面 タテの ナデ　 内面 ヨコナ デ 赤褐 色 ・胎 土緻

密 ・焼成 普通

－10 杯 12 ．4 268 ．29 休部 一杯欠 体 部はや や丸 味を持 って外傾 す ロク ロナデ　 底 回転 糸切 り 赤褐 色 ・雲 母多

5 ．9

4 ．3

る 内 面黒色処理　 ヨコ主体のヘ ラ ミガ

キ

く含 む　 焼 成 良

好

－11 杯 12 ．0

5 ．8 ・

4 ．3

261 ．15 体部 ％欠 〝 ロク ロナデ　 底 回転糸 切 りの 後縁辺

部 一部手 持へ ラケズ リ

内面黒 色処理　 暗文状 とな る外 面 口

縁 に もわず か黒 色及ぶ

黄褐 色 ・雲 母多

く含 む ・焼 成良

好

－12 杯 13 ．2

5 ．4

4 ．2

269 ．65 体 部 一部欠 体部 は直線 的 に外 傾す る ロク ロナ デ　 底 回転糸 切 り

内面 一部黒 色が み られ る。ヨ コ主 体

の丹念 なへ ラミガキ

赤褐 色ない し黄

褐色 ・雲母 多 く

含む ・焼成 良好

－13 杯 13 ．2

5 ．4

4 ．0

2 50 ．84 休 部％ 欠 〝 ロクロナデ　 底回転糸切 りの後縁辺部手

持ちへラケズ リ　 内面及び外面％黒色処

理　 内面 口縁部はヨコのヘラミガキみ ら

れ るが体部はナデ主体で一部タテ ・ヨコ

のヘラ ミガキ見られる

赤褐 色 ・砂粒 含

む ・焼 成普通

－14 杯 12 ．7

5 ．8

4 ．5

27 5 ．46 体 部％欠 〟 ロクロナデ　 底 回転 糸切 り　 内面黒

色処理 一部外面 に及 ぶ　 口縁 部 ヨコ

のへ ラ ミガ キ休部 は暗文 状 とな る

暗褐色 ・砂粒 含

む ・焼成 良好

－15 杯 13 ．1

6 ．6

3 ．5

259 ．46 口縁 と底 ％欠 〝 ロク ロナデ　 底 回転 糸切 り

内面黒色処 理　 口縁 ヨコ体 部斜 位 の

ヘ ラケ ズ リ

赤褐色 ・胎 土 良

好 ・焼成 良好

－16 杯 12 ．4

6 ．2

4 ．0

231 ．9．5 体部 ％欠 体 部やや 丸味 を持 って外傾 す る ロク ロナデ　 底回転 糸切 りの後縁辺

部 手持ベ ラケズ リ　 内面黒色処 理研

磨 あ り

赤 褐色 ‘・砂粒含

む ・焼成 普通

こ17 」不 （12 ．）

（5 ．6）

4 ．5

％ 〝 ロク ロナデ　 底 回転糸切　 内外 面黒

色処 理　 研 磨み られ ない

灰 白色 ・細 砂粒

含 む ・焼成 良好

－18 杯 （12 ．8 ）

（6 ．3）

3 ．8

口縁 一部底 ％ 〝 ロク ロナデ　 底 回転糸切　 内面碗 磨 赤褐 色 ・・細砂 粒

含 む ・焼成 良好

－19 杯 （13 ．1 ）

6 ．2

4 ．3

口縁猪 底％ 〝 ロクロナデ　 底 回転糸切　 内面黒 色

処理　 研磨 わず か

白黄褐 色 ・雲 母

含む ・焼成普 通

－20 ．杯 （12 ．8）

（6 ．0 ）

3 ．2

％ 〝 ロクロナデ　 底 回転糸切 り　 内面黒

色処理　 研磨 わず か

赤褐色 ・砂粒 含

む ・焼成 良好

－21 杯 （ ）

6 ．5

3 ．0

口縁欠％ ロクロナ デ　 底回 転糸切全 面回転へ

ラケズ リ　 内面斜位 右 回 りの暗 文

赤褐色 ・長石 雲

母 含む ・堅緻

－22 杯 （ ）

5 ．0

1 ．5

口．縁 欠 ・体 底

部 一部欠

ロ クロナデ　 底 回転 糸切 り 赤 褐色 ・砂 粒含

む ・焼成 普通

－23 杯 （ ）

5 ．7

（1 ．2）

底 のみ ロク ロナデ　 底 回転糸切 り　 内面黒

色処 理研磨 わず か

赤褐 色 ・胎 土緻

密 ・焼成普 通
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番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の特 徴 調　　　　　 整 胎 土 外

62号住 272－24 杯 （ ）

5．4
（1．2）

底のみ ロクロナデ　 底回転糸切り　 内面丹

念なヘラミガキ

黄褐色 ・胎土緻

密 ・焼成普通

－25 杯 （ ）

7．0
（1．3）

底のみ 付け高台 ロクロナデ　 底回転糸切り　 高台内

辺部　 ロクロナデ　 内面黒色処理研
磨なし

赤褐色 ・胎土緻

密 ・焼成普通

273－26 杯 12．5 34 9．83 口縁部一部欠 丸味を持って立ち上がった体部 ロク．ロナデ　 底回転糸切 り　 内面黒 黄褐色 ・細砂粒

（墨書） 7．1 はほぼ直立 し口唇はわずか外反 色処理研磨あり　 体部と底に2 箇書 含む ・焼成普通

5．0 す る 墨書ある

－27 杯

（墨書）

12．5

6．1

4．3
〈4．0〉

219．96 完 丸味を持って体部は外傾する ロクロナデ　 底回転糸切 り　 内面黒

色処理研磨あ り　 外面にも黒色処理

一部見られる　 体部に墨書ある

赤褐色 ・雲母多

く含む ・焼成良

好

－28 杯 16．2

6 ．2

4 ．7

41．01 2 体部％欠 〝 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 内面黒

色研磨外面口縁部に一部黒色処理あ

る　 底と体部2 箇所に墨書ある

赤褐色 ・長石雲

母含む ・焼成良
好

－29 1不

（墨書）

12．2

5．5

4．0

195．41 体部％欠 体部やや丸味を持って外傾する ロクロナデ　 底回転糸切 りの後手持

ちへラケズリ　 内面　 黒色研磨　 底

に墨書あり

黄褐色 ・雲母多

く含む ・焼成良

好

－30 杯　－

（墨書）

13．3

6．1

4．0

231．24 底一部欠 〝 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 内面黒

色研磨　 底に墨書あり

黄褐色 ・砂粒含

む ・焼成普通

－31 杯
（墨書）

（12 ．0）

（ ）

2．4

口縁兢 ロクロナデ　 内面黒色研磨　 体部に

墨書あ り

赤褐色・・雲母含

む　 焼成普通

－32 杯

（墨書）

14 ．0

6．4

4．2

％ 体部やや丸味を持って外傾する ロクロナデ　 底回転糸切り　 内面黒

色研磨黒色一部外面に及ぶ　 底に墨

書あ り

赤褐色 ・長石雲

母含む ・焼成良
好

－33 ‡不
（墨書）

（12 ．7）

（5．8）

3．8

兢 〃 ロクロナデ　 内面黒色研磨　 井桁状

の暗文　 体央部に墨書あり

赤褐色 ・雲母含

む ・焼成良好

－34 杯

（墨書）

（ ）

6．0
（1．5）

底 と一部体部 ロク占ナデ　 底回転糸切り　 内面黒

色研磨　 底に墨書あり

赤褐色 ・雲母含

む ・焼成普通

－35 杯

（墨書）

（ ）

5．8
（0．8）

底％ ロクロナデ　 底回転糸切 り　 底に墨

書あ り

赤褐色 ・胎土緻

密 ・焼成普通

－36 杯
（墨書）

（ ）

（6 ．3）

1 ．0

底％ ロクロナデ　 底回転糸切 り　 内面黒

色研磨　 底に墨書あ り　‾

黄褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－37 杯

（墨書）

（ ）
（6 ．2）

（1．8）

底と体下部％ 付け高台 亘クロナデ　 内面黒色研磨　 底に墨

書あり

赤褐色 ・焼成良

好

－38 杯
（墨書）

（ ）

5 ．3

1．9

底部欠 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 内面黒・

色研磨　 底に墨書あ・り

赤褐色 ・砂粒含

む ・焼成普通

274－39 杯
（須）
12．8
6．4

4．1
〈3．7〉

口縁宛欠 内面底くぼむ ロクロナデ　 底回転糸切 りの縁辺部

へラケズリ　 雑な造 り　 内面あばた
状にはく落あ り

灰白色 ・長石多

く含む ・軟質

－40 杯

（須）

13．4

7．2

4．0

体部一部 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 雑な作

り

灰白色 ・大粒な

長石含む ・軟質

－41 杯
（須）

（13 ．3）

（5．5）

4．3

％ 体部直線的 ロクロナデ　 底回転糸切 り 灰白色　 大粒な

砂粒含む ・軟質

－42 杯

．（須）

12．1

5．0

3：9

24 3．88 口縁一部欠 〝 ロクロナデ　 底回転糸切 り 青黒色 ・長石含

む
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出土坤
挿 図

番 号 器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の特 徴 調　　　　　 整 胎 土外

62号住 274－43 ‘蓋
（須）
13．0

2．8

端部とつまみ
部ほぼ半分欠

く

端部短 く直立する ロクロナデ　 天井部回転へラケズ・リ暗褐色 ・大粒な

長石含む

－44 香炉蓋
（灰）
11．3

2．0

％ 端部直立する ・ロクロナデ 灰白色 ・粕外面

のみ緑色をおび

る

－45 皿 12．9 口縁％欠 体部に丸味を持つ　 付け高台 ロクロナデ　 底回転糸切りの後高台 赤褐色 ・砂粒含
6．1

3．2

高台三角形状 円辺部回転へラケズ リ　 内面黒色処

理

む ・焼成普通

－46 段血

（灰）
（19．0）

7．2

4．5

％ 口唇玉線状を呈す。高台三角形

状でわずか内屈する
ロ．クロナデ 乳白色　 粕透明

質底 （内も）に

はみ＿られない ・
内面緑色おびる

－47 皿 13．6

6 ．8
3 ．0

口縁易欠 付け高台高台三角形状で外反す

る

ロクロナデ　 底回転糸切 りの後ほぼ

全面 ロクロナデ　 内面黒色研磨
赤褐色 ・砂粒雲

母含む ・焼成普

通

－48 皿 ・（14．4） 口縁一部他は 付け高台　 高台台形で外傾する ロクロナデ　 底回転糸切 りの後高台 白灰色　 粕内面
（灰） 7．4

2．6

宛 円辺部回転へ ラケズリ のみ全面緑色を

呈す

－49 皿 （ ） 底宛体部一部 付け高台　＿高台外反する ロクロナデ　 底回転糸切 りの後高台 乳白色　 粕内面
（灰） （？） （6．2）

（1．4）
内辺部回転へラケズリ 体部のみで緑色

を呈す

－50 塙 15 ．4 口縁％欠 口縁部わずかに外反する　 付け ロクロナデ　 底回転糸跡りの後高台 赤褐色 ・砂粒多
7．4

5．5

高台　 高台外反する 内辺部回転へラケズリ

内面 （外面一部）黒色処理、研磨顕

著でない

く含む ・焼成普

通

一山 塊 15．2

8．4

5 ．7

完 付け高台　 高台強く外反する ロクロナデ　 底回転糸切 りの後高台
内辺部ナデ

内面　 黒色研磨　 あばた状のはく落

全面に及ぶ

赤褐色 ・砂粒雲

母含む　 焼成普

通

－52 鉢 （18．4） 体部外　 底％ 体部直線的で口唇わずかに外反 ロク‾ロナデ　 底回転糸切 りへラ記号 赤褐色 ・砂粒含
8．6
6．7

す る あり　 内面黒色処理研磨顕著でない む ・焼成普通

－53 聾か四

耳　 壷
（須）

19 ．3
（ ）

（5．8）

口頸宛 口唇直立し受け口状 となる ロクロナデ 赤褐色 ・内面自

然軸

－54 聾か四

耳　 壷

（須）

（24．．2）

（ ）

（11．0）

肩より上％ 口唇直立 しわずかに受け口状を

呈す

ロクロナデ 赤褐色 ・胎土良

好

275－55 喪

（須）
33．0 ・
（ ）

（10．5）

肩以上％他に

同一破片ある

も復元できず

口唇直立 し、肩強く張る ロクロナデ 黒青色 ・大粒な

長石含む

－56 襲 （ ） 頸部下から胴 肩が強 く張る 外面　 タ‾タキ目 黒褐色 ・長石わ
（須） （ ）

（9．0）

央部％他に同

一破片あるも
復元できず

内面　 ヨコのパケ ずかに含 む ・外

面 自然粕一部あ

り

－57 四．耳壷

（須）
（ ）
（ ）

（9．3）

％胴央部のみ 突帯付 外面　 タタキ目

内面　 パケ
灰白色　 胴土良
好

－58 四耳壷

（須）

（ ）

（ ）
（7．3）

％胴上部のみ 突帯付 外面タタキ目
内面　 タテ ・ヨコのパケ

黒灰色 ・胎土良

好

63号住 278－1 f不

（墨書）

（14．7）

5 ．4

4．8

休部％ 体部直線的に外傾する ロクロナデ　 底回転糸切　 内面黒色

研磨 （すれている）

赤褐色 ・大粒な

砂粒含む ・焼成

普通

75号住 28 6－ 1 塊 13．2 2 93．35 休部％欠 休部丸味を持って立ち上がる ロクロナデ　 底回転糸切り　 高台内 白灰色　 軸はつ
（灰） 5．9

4．6

付け高台　 高台三角形状で内湾

する

辺部回転へラケズ リ けがけで白色ぽ

い
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番 号
器 種 法 皇 容 量 残存状態 器 形 の 特 徴 調　　　　　 整 胎 土 外

75号住 286－2 杯 （ ） 口縁欠宛 付け高台　 高台直立し内面内そ ロクロナデ　 底回転糸切 りの後高台 黄褐色 ・大粒な

7 ．4
（3 ．2）

ぎとなる 内辺部回転へラケズリ

内面研磨　 暗文

長石含む ・焼成

良好

－3 杯 ・ （ ） 休部％ 口縁欠 付け高台　 内そぎ三角形状の高 ロクロナデ　 底回転糸切 りの後中心 黄褐色 ・大粒な

‘7．1

3．8

台はわずか外傾す る 部残 して回転へラケズ リ 長石含む ・焼成

良好

76号住 289－ 1 嚢 ‾（17．7） 胴央部 より上 最大径胴部に持つ。頸部下に陵 ロクロナデ　 外面胴部内面 口頚部 白黄褐色 ・砂粒

（ ）

（13．0）

％ を持つ カキ目 含む ・焼成良好

ニー2 聾 （15 ．6） 胴上部より上 外面　 口縁ヨコナデ　 胴部タテのハ 白黄褐色 ・砂粒
d亡（ ）

（7．3）

％ ケ

内面　 口頸部 ヨコのパケ　 胴部ナデ

わずか含む ・焼

成良好

－ 3 聾 （ ）

（10 ．8）
（3．0）

底部％ 外面　 タテのへラケズリ

・内面　 ナデ

黒褐色 ・大粒な

砂粒含む ・焼成

普通

－41 襲 （ ）

（10．1）

4．0

底部％ 底厚い 外面　 タテのハケ

内面　 ヨコのパケ

赤褐色 ・砂粒わ

ずか含む ・焼成

良好

－5 襲 （ ） 底部と一部胴 凹凸はげしい 外面　 タテのハケ 黒褐色 ・大粒な

6．5

（3．5）

下部 内面　 ナデ 長石含む ・焼成

良好

－6 杯 13．5 2 92．21 体部一部と口 体部丸味を持って外傾する ロクロナデ　 底回転糸切 りの後手持 赤褐色 ・胎土緻

5．9‾

4．7

〈4 ．3〉

縁部％欠 へラケズリ

黒色処理研磨顕著でない

密 ・焼成普通

－7 杯 （14．8）

（ ）

．4．0

底部欠％ 〟 ロクロナデ　 内面黒色処理　 研磨顕

著でない

赤褐色 ・雲母含

む ・焼成普通

－8 杯
（墨書）

（13．5）

5．7

3．8

ロ縁部一部 体部直線的に外傾する ロクロナデ　 底回転糸切 り　 内面黒

色処理研磨なし　 体部墨書あり

赤褐色 ・雲母わ

ずか含む ・焼成

良好

－9 杯

（墨書）

12．7

5．8

3．9

257．99 体部％ 〝 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 内面黒

色処理　 研磨な し　 休部墨書あ り

赤褐色 ・雲母含

む　 焼成良好

－10 塊

（墨書）

（15 ．8）

（ ．）

4．2

底部宛 〝 ロクロナデ　 内面黒色処理研磨なし

休部墨書あ り

白黄褐色 ・砂粒

多く含む ・焼成

良好

－11 杯 （ ）

6．0

1．4

底部猪欠 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 内面黒

色処理　 研磨わずか

赤褐色 ・砂粒わ

ずか含む ・焼成
普通

－12 杯

（須）

（ ）

5．6

1．0

底部 ロクロナデ　 底回転糸切 り 白黄褐色

－13 塊

（灰）

（7．2）

（ ）

4．0

底部欠％ 口唇わずかに外反する ロクロナデ 乳白色 ・軸パケ

塗 り　 黄色味を

呈す

－14 椀 （13．8） 体部％ 体部直線的に外傾す る ロクロナデ　 底回転糸切 りの後高台 白黄褐色 ・胎土

7．3 付け高台　 高台高 くわずか外傾 内辺部回転へラケズリ 良好 ・焼成普通

5．5 する 内面黒色処理　 接合した底部破片は

まった黒色処理がみられない。研磨

わずか

－15 I不 （ ） 底のみ 付け高台　 内そぎ三角形状でわ ロクロナデ　 高台付けた後底全面回 自黄褐色 ・胎土

7 ．0

（1．4）

ずか外反する 転へラケズ リ

内面黒色処理研磨　 放射状暗文

良好

－16 ま不 （ ） 底体下部％ 付高台　 高台内そぎ三角形状で ロクロナデ　 底回転糸切 り　 高台内 白黄褐色 ・胎土

7．1
（2．0）

わずか外傾する 辺部回転へラケズリ　 内面黒色研磨

放射状暗文

良好 ・焼成良好

－17 長頸瓶

（灰）

（ ）

（ ）
（5．0）

胴部％ ロクロナデ 乳白色 ・軸内面

無軸一部緑色を

おびる
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出土地
挿 図

番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の 特 徴 調　　　 ．整 胎 土 外

77号住 29 1－1 聾 （22．0）

（ ）
（10．8）

胴上半部上％ 口縁わずか外反する　 長胴襲 口頸部内外 ヨコナデ　 外面胴部は斜
位のパケ内面はヨコナデ

白黄褐色 ・大粒

な長石含む ・焼
成普通

－ 2 襲 16．5
（ ）

（15．8）

胴下半部欠％ く字に口線外反する　 長胴 外面　 口縁 ヨコナデ　 胴部斜位及び

タテのパケ
内面　 口縁のヨコのハケ　 胴部ナデ

で一部ヨコのハケ

’黄褐色 ・長石含

む ・焼成良好・

－3 襲 （ ）

6．6
（3．4）

胴下部と底部

昆

底内面中心向かってくぼむ ロクロナデ　 カキ目　 底回転糸切 り 赤褐色 ・胎土良

好 ・焼成良好

⊥4 塙 13．2

6．6

4．4

％ 体部わずかに丸味を持つ ロクロナデ　 底回転糸切 り縁辺部手

持ちへラケズリ　 内面黒色処理研磨

固著でない

赤褐色 ・胎土良

好雲母含む ・焼

成良好

－5 杯

（墨書）

（10．3）

6．0

3．2

口縁一部 厚手の底か ら器厚急に減ずる ロクロナデ　 底回転糸切 りへラ削り
体部に墨書あり

白黄褐色 ・砂粒

わずかに含む ・
焼成普通

－6 杯 （ ）

5．4

（1．5）

底のみ ロクロナデ　 底回転糸切 り 白黄褐色 ・胎土

良好 ・焼成普通

－ 7 杯 （ ）

5．7
1．0

底のみ 極端な上げ底 となる ロクロナデ　 底回転糸切 り

内面黒色研磨

赤褐色 ・胎土良

好 ・焼成良好
′

－8 杯

（須）

（ ）

5．2
（1．7）

底 と体部一部 ロクロナデ　 底静止糸切 り 灰黒色 ・大粒な

長石含む

－9 皿 （12．1）

7．0

3．0

口縁一部欠 付け高台、高台台形で外反す る ロクロナデ　 底回転糸切りの後高台

内辺部ナデ　 内面黒色研磨　 内面あ

ばた状のはく落あり

赤褐色 ・雲母多

く含む ・焼成良
好

－10 塀 （ ） 口縁欠％ 付け高台　 高台台形で強く外傾 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 高台内 白灰色 ・粕緑色
（灰） 7．7

（3．5）

する。 辺部ナデ を帯内面は全面

外面体央部より
上

82号住 29 3－ 1 埠

（甲斐型
と黒色

土器の

折衷型）

（11．8）

5．3

4．6
（4．2）

口縁猪のみ 体部は直線的 ロクロナデ　 底へ ラによる丹念な ミ

ガキ、外面体下部斜位のへラミガキ、

口縁はロクロ目残す。
内面黒色研磨　 放射状に近い暗文。

手法は甲斐型杯の手法である。黒色
土器との折衷型として注 目したい

赤褐色 ・口縁は

黒色雲母含む。
堅緻に焼かれる

－2 杯 （13．0） ％ 体部は強い屈曲の後直線的に伸 ロクロナデ　 高台内辺部回転へラケ 青黒色 ・胎土良
（須） （7．6）

3．6
びる。付け高台高台台形で外傾
する。

ズリ 好

85号住 295－ 1 喪 （ ）

9．3

7．3

胴下部％ 底木葉痕　 外面タテのナデ
内面　 ヨコのパケ

赤褐色 ・長石含

む ・焼成普通 －

－2 聾
（？ ）

（須）

（ ）

7．4
（4 ．4）

胴 下部％ ロクロナデ　 底回転糸切 り 黒灰色 ・長石含

む

－3 f不

（須）

r（14．7）

・（7 ．6）
4 ．0

％ 体部やや丸味を持つ　 口唇外反

する

ロクロナデ　 底回転糸切 り 灰黒色 ・胎土良
好

－4 杯

（須）

（ ）

（7．0）

（1．0）

底％ ロクロナデ　 底回転糸切 り　 へラ記

号

白灰色　 軟質

－5 杯
（須）
12．8
（ ）

（2．9）

体部％ 体部強屈曲 して外傾する ロクロナデ 黒灰色 ・長石含

む

－6 杯

（須）

（ ）

9．5
（1．3）

底％． 付け高台 ‾ ロクロナデ　 底回転糸切 り　 高台内

辺部回転へラケズ リ

灰白色 ・胎土良

好
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出土地
挿 図

番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の 特 徴 調　　　　　 整 胎 土外

85号住 29 5－ 7 杯
（須）

（ ）

9．1
（1．5）

底％ 付け高台 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 高台内

辺部回転へラケズ リ　 へ ラ記号

白黄色 ・胎土良

好 ・軟質

－8 蓋
（須）
（14．5）

（2．1）

つまみ欠％ 端部直立する ロクロナデ　 天井部回転へラケズ リ青黒色 ・大粒な

長石含む

－9 蓋

（須）

（15．2）

3．7

％ つまみ偏平でわずかにくぼく

端部わずか内屈する

ロクロナデ　 天井部回転へラケズ リ端部黒青色他は

赤褐色 ・胎土良

好 ・軟質

－10 短頸壷

（須）

（10．2）

（4 ．5）

肩以上％ 肩はなで肩　 口唇内傾する ロクロナデ 青黒色　 内外面

一部自然軸

－11 壷（須） （ ）

6 ．5

（2 ．8）

底部のみ 付け高台　 高台は幅広で外傾す

る　 底は内傾

ロクロナデ　 底全面回転へラケズ リ黒青色 ・胎土良

好 ・自然軸一部

86号住 297－1 杯 （ ）

5 ．7
（1．3）

底部 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 へラ記

号

赤褐色 ・長石多

く含む ・焼成普
通

－2 杯 12．5 体部宛 体部屈曲 した後直線的に外傾す ロクロナデ　 底回転糸切 りの後手持 暗褐色 ・砂粒多

4 ．8

3 ．2

る へラケズ リ　 外面体部ナデツケ

内面研磨あり

く含む ・焼成普

通

－3 皿 （15．0） 体部は％ 付け高台　 体部は直線的で口唇 ロクロナデ　 底回転糸切 り ．回転へ 白黄色 ・粕黄色

（灰） 7．2

3．5

わずか外反する

高台台形で外面に稜持つ

ラ削り を呈す

95号住 302－1 杯 9．8

5．4
3．0

完 底内面中央部くぼむ ロクロナデ　 静止糸切 赤褐色 ・砂粒含

む ・焼成良好

－2 杯 11．0

4．6

3．5

％ 口唇わずか外反する ロクロナデ　 底回転糸切 り 白黄褐色 ・砂粒

含む ・焼成良好

－3 杯 （ ）

5．4

（1．5）

目録欠 ロクロナデ　 内面 （外面底部）黒色

処理研磨なし

白黄褐色 ・細砂

粒含む ・焼成良

好

－4 杯 （ ）‘

8．7
（2．8）

高台部％ 足高高台 ロクロナデ　 外面5 条の凹線 もつ 赤褐色 ・砂粒含

む　 焼成普通

－5 皿 （11．9） ％ロ縁部は宛 付け高台 ・体部やや丸味を持つ ロクロナデ　 底回転糸切 り高台内辺 乳白色 ・粕白色

（灰） 6．2

2．3

高台低く三角形で外傾する 部 ロクロナデ

－6 皿 12 ．2 106．08 口縁部％ 付け高台　 高台内そぎ三角形状 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 高台内 白灰色 ・粕白色

（輪花） 6．2 で外面直立する　 口線外反する。辺部ロクロナデ　 高台内面へラケズ 一部緑色をおび

（灰） 2．6 輪花4 箇所 リ る

－ 7 折線皿 11．6 76．72 ％欠 付け高台　 高台低 く三角形状で ロクロナデ　 高台内辺部部ロクロナ 白灰色 ・粕白色

（灰） 6．5

2．0

内そぎ デ　 高台内面へラケズリ

－ 8 皿
（灰）

（12 ．3）

6．6

2．4

底部％

休部％

付け高台　 高台低内そぎ三角形

状

ロクロナデ　 ‾内辺部 ロクロナデ 白灰色　 軸 白色

－ 9 塙 （15 ．6） ロ縁％ 付け高台　 高台わずか外傾する 占クロナデ　 内辺部回転へラケズリ 白灰色 ・坤透明

（輪花）

（灰）
7．5

5．3

他は宛－ 輪花4 箇所 （？） 高台内辺部 ロクロナデ 質 ・緑色をおび

る

－10 塙 （ ） 底易　 体部一 付け高台　 高台外傾す る ロクロナデ　 底回転へ ラケズ リ　 高 乳白色 ・粕外面

（灰） 7．8
（3．1）

部 台内辺部 ロクロナデ なし

－11 塙

（灰）

（ ）

7．0
（2．8）

口縁欠易 付け高台　 高台直立する ロクロナデ　 底回転糸切り　 高台内

部部ロクロナデ

乳白色‘・軸緑色
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甲土地
挿 図

番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の 特 徴 調　　　　　 －＿整 胎 土 外

95号住 302－12 塊

（灰）

（ ）

8．4

（2．7）

口縁欠％ 付け高台　 高台直立する ロクロナデ　 底高台 ロ．クロナデ 乳白色 ・現況粕

みられない

96号住 305・－1 平　 瓶

（灰）
2．0 完 シャープな造 りである。口縁は ロクロナデ　 高台内辺部回転へラケ 白灰色 ・粕緑色
3．7

4．7
外傾 し口唇にて外反する。高台
は台形　 把手は上面やや丸味を

持つ。体部は直線的に外傾 し上

面はふくらむ

ズ リ をおび上面 と口

頸部内面のみみ

られる

パケ塗 り

306－2 聾 （18．0）

（ ）

（5．5）

胴上部猪 口縁肥厚 し外反する 外面口縁 ロクロナデ　 胴部タテのパ

ケ

内面　 口唇 ロクロナデその下頸部ヨ

コのパケ体部 ヨコナデ

暗褐色 ・胎土良
好 ・焼成良好

－3 杯
（須）
13．0

8．2

3．7
〈3．4〉

房 体部直線的 ロクロナデ　 底回転糸切 り 白灰色 ・砂粒含

む　 軟質

－4 杯
（墨書）

（須）

（12 ．6）

6．3

4．0

底％　 体部％ 〝 ロクロナデ　 底回転糸切 り　 底に墨

書あり

青黒色 ・細砂粒

含む

－5 杯
（須）
（12．2）
（5．2）

4．2

％ 〝 ロクロナデ　 底回転糸切 り 黒青色 ・長石多

く含む

－6 杯 13．4 3 28．94 体部部分的に 〝
付け高台

ロクロナデ　 底高台付けた後全面回 黒青色 ・長石多
（須） 9．0

4．0

％欠 転へラケズ リ く含む

－ 7 土不

（須）

（ ）

5．8

（2．5）

底 と体部一部 ロクロナデ　 底回転糸切 り 青黒色 ・砂粒含

む

－8 杯

（須）
（ ）－

6．2
（0．7）

底 と体下部 ロクロナデ　 底回転糸切 り 灰白色 ・砂粒含

む ・軟質

－9 杯 （ ）

（8 ．7）

（1．0）

底 付け高台　 高台台形で外反する ロクロナデ　 底回転糸切 り中心部残 暗赤褐色 ・胎土
（須） 底面くぼむ して回転へラケズ リ． 良好

－10 壷 （須） （ ）

4．9

1．d

底 付け高台 ・高台台形で外反する ロクロナデ　 高台円辺部部回転へラ

ケズリ
白灰色／胎土良

好

ー・．11 杯 （ ）

7．1

（1．0）

底 付け高台　 高台台形で外傾 し底 ロクロナデ　 底高台付けた後全面回 青黒色 ・長石含

む（須） 面 くぼむ 転へラケズリ

－12 壷 （？） （ ）

10．8

（2．0）

底 付け高台　 高台台形で外傾 し底

面 くぼむ　 高台つぶれる

ロクロナデ　 底回転糸切 り高台内辺

部回転へラケズ リ

黒青色 ・長石含

む

－13 鉢 （14．6） 体部は兢 付け高台　 器厚除々に減 じて直 ロクロナデ　 底回転糸切 り高台内辺 黒青色 ・長石多
8 ．4

6．7

線的に体部伸びる 部回転へラケズリ く含む

98号住 30 9－ 1 喪 14．7 口縁 ・胴部一 胴上部に最大径を持つ 口頸部内外 ヨコナデ　 外面タテのハ 暗褐色 ・砂粒多
8．1

16．4

部欠 ケの後底部付近 ヨコのパケ．内面胴

部ナデ胴上部に一部へラミガキあり

底パケ ・

く含む ・焼成良

好

－2 賓 （12 ．2）

（ ）

（7．0）

胴上部∬ 口縁短 くわずかに外反する 口唇内外ヨ‾コナデ　 胴部内外と．もタ

テナデ

黒褐色 ・わずか

に砂粒含む ・焼
成良好

－3 杯 10．0

4．0

3 ．0

％ 体部に丸味を持つ ロクロナデ　 底回転糸切 り 黄褐色 ・砂粒含

む ・焼成普通

－4 杯 12．0

（ ）

（3．7）

底欠宛 口縁下に陵を持つ ロクロナデ 赤褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－378－



田土地
挿 図

番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の特 徴 調　　　 ・整 胎 土 外

98号住 309－5 坪 （12．4） 底一部他は％ 体部は丸味を持ち口唇はわずか ロクロナデ　 底回転糸切 り 黄褐色 ・砂粒含

（5．5）

4．0

外反する 内面黒色処理 （外面一部）研磨なし む。焼成普通

⊥6 坪
（墨書）
13 ．0

5．2

4．3

288 ．46 ロ縁％欠 〝 ロクロナデ　 底回転糸切 り

内面半分 （外面 口縁一部）黒色処理

研磨顕著でない。体部に墨書あり

赤褐色 ・大粒な

砂粒含む ・焼成
良好

－ 7 坪
（刻書）

14 ．6

5．7

5．1

369 ．45 ロ縁∬欠 体部直線的 （付け高台の転用） ．ロクロナデ　 底回転糸切 り　 縁辺く

ぼみを持ケズリがある　 高台のとれ

たものを転用 したと思われる。
内面黒色処理　 口縁部一部研磨　 底

内面に刻書あり

黄褐色ないし赤

褐色 ・砂粒含む

焼成普通

一声 杯 13．2

5．1

3．7

25 2．68 ％ 体上部にてわずかに屈曲する ロクロナデ　 底回転糸切 り

内面処理黒色処理　 研磨顕著でない

白黄褐色 ・胎土

良好 ・焼成普通

－9 皿
（灰）・
13．2

・6．4
2．6

174．45 口縁％欠 付け高台　 高台外面に陵を持ち

外傾する

ロクロナデ　 底全面回転へラケズ リ灰白色 ・粕 白色

で緑斑状を呈す。
内面は全面粕

－10 皿
（灰）
（14．9）

7．0
3．0

口縁％他は宛 付け高台　 高台内湾する ロクロナデ　 底全面回転へラケズ リ暗褐色 ・粕白色

ないし透明質

－11 皿 （11．3） 底∬欠他は％ 付け高台　 外面直立し陵を持内 ロクロナデ　 底高台内辺部 ロクロナ 淡黄色 ・粕白色

‘（灰） 5．6

2．4

面内そぎ ＿．＿く－7嶋 黄色をおびる

－12 皿
（灰）
13．9
（6．1）

3．0

ロ縁「部欠底

は一部のみ

付け高台　 高台内湾外傾 し、陵

を持つ。口唇わずか外反する

ロクロナデ 灰黒色 ・軸白色

－13 坪 （ ）

6．0
（1．8）

底のみ 付け高台　 高台外反する ロクロナデ　 底全面回転へラケズリ

内面黒色研磨

白黄褐色 ・焼成

良好

－14 杯 （ ）

6．7

（2．2）

底と体下部 付．け高台 ・高台内そぎ三角形状 ロクロナデ　 底全面へラケズリ

内面黒色処理　 研磨なし

赤褐色 ・砂粒多

く含む ・焼成普

通

－15 杯 （ ）

5．8

（1．7）

底 と体下部 付け高台　 高台内そぎ三角形状 ロクロナデ　 底全面回転へラケズリ

内外面黒色処理 （外面底も）底外面

除き研磨

黒色 ・砂粒わず

かに含む ・焼成
普通

－16 壌 15．2

（ ）

5．4

底欠％ 口縁下に陵を持つ ロクロナデ　 内面黒色 （うすくなっ

ている）研磨

白黄褐色 ・胎土

緻密 ・焼成普通

－17 塊 15．0 4 19．27 ロ縁％欠 体部丸味を持つ　 付け高台で外 ロクロナデ　 底回転糸切り　 高台内 白灰色 ・胎土緻

7．0 ‾

4．9

牢する 辺部ロクロナデ　 内面黒色研磨 密 ・焼成良好

－18 壌 14．8 4 05．38 完・・ 体部丸味を持つ ・付け高台高台 ロクロナデ　 底回転糸切 り高台内辺 赤褐色 ・外 面口

6．5

4．8

外面直立し内そぎ三角形状 部 ロクロナデ 縁一部黒色 ・大

粒な砂粒含む ・

焼成普通

－19 椀

（灰）

（16．4）

（8 ．0）

5 ．3

％ 付け高台　 高台高く外面に陵を

持つ

ロクロナデ　 底全面回転へラケズ リ灰黒色 ・軸淡黄

色

－20 椀
（灰）
15．8
（ ）

3 ．5

底部欠％ 口唇外反する ロクロナデ 白灰色 ・粕白色

－21 塙

（灰）

（ ）

8．0

2．2

口縁欠％ 高台高く外面陵を持つ ロクb ナデ　 底全面回転へ ラケズ リ灰白色 ・粕淡黄

色

－22 短頸壷

（須）

9．8

（ ）

6．5＿

口縁と肩 肩の張りは強くない。耳を一つ

持つが当初は双耳と思われる　－

ロクロナデ 黒青色 ・外自然

粕をおび淡黄色

を呈す

－22 瓶 （ ）

（ ）

13．6

上部に最大径を持つ ロクロナデ 灰白色 ・粕外面

で淡緑色

－379－



出土地
挿 図

番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の 特 徴 調　　　　　 整 胎 土 外

100号住 313－ 1 襲 （ ）

5．6
（4．5）

底 と胴下部 胴部は直線的に伸びる ロクロナデ　 底回転糸切 り 明褐色 ・胎土緻
密 ・焼成良好

－2 杯 （12 ．7）

（5．8）

4．4

％ 体部丸味持ち口唇わずか外反す

る

ロクロナデ　 底回転糸切 り

内面黒色研磨 （ナデ）
白黄褐色 ・砂粒
含む ・焼成普通

－3 杯
（須）

（13．6）

6 ．7

3 ．9

口縁一部体部

宛

体部直線的 ロクロナデ　 底回転糸切 り 灰白色 ・砂粒含

む。軟質

－4 杯
（須）
12．3

5．9

4．3 ・

体部％ 体部丸味持つ ロクロナデ　 底回転糸切 り 白灰色 ・砂粒含

む　 軟質

－5 杯

（須）

（13．3）

（ ）
（4．1）

底欠％ 口縁下に陵を持つ ロクロナデ 白灰色 ・胎土緻

密 ・軟質

－6 鉢 （？） （ ）

5．6

（2．3）

底部のみ ロクロナデ　 底回転糸切 り 白黄褐色 ・胎土

緻密 ・焼成良好

－7 杯 （ ）

5．0
（2 ．0）

底と体下部 ロクロナデ　 底回転糸切 りへラ記号 明褐色 ・砂粒含

む ・焼成良好

－8 段皿 （13．2） 兢 付け高台　 高台低 く内そぎ三角 ロクロナデ　 高台内辺部回転へラケ 乳白色 ・粕白色
（灰） （6．r9）

2．5

形状 ズリ

－ 9 段皿

（灰）
16．2
7．8

3．2

最 付け高台　 高台高く外傾する ロクロナデ 乳白色 ・粕淡緑

色底内面無粕

－10 塊
（灰）

（ ）

7．2
（4．0）

白線欠％ 付け高台　 高台高く　 外面に陵

を持つ

ロクロナデ 乳白色 ・軸白色

一部黄色を串
びる

11 塊 （ ）
6 ．8

（2 ．8）

底部 と体下部 付け高台　 高台高く内そぎ三角 ロクロナデ　 高台内辺部 ロクロナデ 明褐色 ・砂粒含
形状 内面黒色処理研磨な し む ・焼成普通

－12 瓶

（灰）

（ ）

13．7

（5．8）

胴下部％

底一部
付け高台　 高台低 く台形外傾す

る

ロクロナデ 白灰色 ・軸 白色

上部からの流れ

－13 塊

（灰）
（ ）

7．2
（2．0）

底部と体下部 付け高台　 高台高く外傾する ロクロナデ　 高台内辺部回転へラケ
ズ リ

白灰色 ・無粕

101号住 316－ 1 喪 （13．0）

（ ・）

（6 ．0）

胴上部％ 日録強く外反する 外面　 口唇ヨコナデ胴頸部タテのパ

ケ

内面　 口縁ヨコのハケ胴部タテのナ

、．＿＿ナフ‾

赤褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－ 2 聾 （ ）

9．0
（10．0）

胴下部 長胴喪 内外面タテのハケ　 外面胴下部ヨコ

のパケ　 底木葉痕

暗褐色 ・砂粒含

む ・焼成良好

－3 嚢 （ ）

7．1
（6．0）

胴下部 長胴聾 内外面タテのパケ　 底木葉痕 暗褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－4 杯

（須）1

（12．0）

6．0

4．0

口縁一部のみ 体部わずかに丸味もつ ロクロナデ　 底回転糸切 り 自灰色 ・胎土緻
密　 軟質

－5 杯
（須）
（ ）

6．0
（2．8）

口縁欠％ ロクロナデ　 底回転糸切 り 白灰色 ・胎土緻

密　 軟質

－ 6 塊
（灰）

（ ）

7．0
（2．0）

口縁欠％ 付け高台　 高台外面直立する ロクロナデ　 底全面回転へラケズリ 白黄色 ・粕 白色

－380－



出土地
挿 図

番 号
器 種 法 量 容 壷 残存状態 器 形 の特 徴 調　　　　　 整 胎 土 外

101号住 31 6－ 7 杯

（須）

（‘ ）

（6．8）
（1．0）

底％ 付け高台　 高台台形 ロクロナデ　 底回転糸切 り 灰黒色 ・胎土緻

密

－8 長頸瓶

（灰）

（12．5）

（ ）

7．9

ロ頸部％ 口縁強く外反 し口層は直立する。

わずか受 け口状となる

ロクロナデ 白灰色 ・粕外面

赤褐色 ・内面透

明質

－9 ・ゴビ重臣 （ ）

18．2
（2．5）

底％ 付け高台　 高台台形で外反する ロクロナデ　 高台内辺部ロクロナデ 青黒色 ・胎土緻

密

104号住 318－1 杯 （13．5）

（ ）

（3．5）

底欠％ ロクロナデ 赤褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－2 杯

（須）

（ ）

8．5
（2．2）

底 と体下部％ 付け高台　 高台台形で外傾する

底内面 くぼむ

ロクロナデ　 底回転へラケズ リ 黒青色 ・長石含

む

－3 ・土蛋 （ ） 底のみ 付け高台　 高台幅広台形で底面 ロクロナデ　 底中心除いて回転へラ 黒青色 ・長石含

11．7
（3．0）

くぼむ ケズ リ む

105号住 321－1 杯 11．3

5 ．2

4 ．2
〈3 ．8〉

口縁一部欠 体部直線的 ロクロナデ　 底回転糸切 り

内面黒色処理研磨なし

白黄褐色 ・砂粒

含む ・焼成普通

－2 杯 11．2

5 ．0

2 ．4

％ 〝 ロクロナデ　 底回転糸切 り 赤褐色 ・砂粒含

む ・焼成普通

－3 杯
（須）
12．6

7．0
4．2

〈3．8〉

281．66 体部％欠 〝 ロクロナデ　 底回転糸切 り 白灰色 ・長石含

む　 軟質

－4 杯
（須）

（14．6）

（8．0）

4．6

％ 体部丸味もつ ロクロナデ　 底回転糸切 り 白灰色 ・砂粒含

む ・軟質

－5 塙 （ ）

7．0
（3．0）

ロ縁欠 付け高台　 高台高外傾す る ロクロナデ　 底高台内辺部ロクロナ

＿＿．．ぐ．7‾

黄褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

114号住 324－ 1 聾 27．0 底部一部のみ 直線的に胴部は外傾 し口縁部最 外面　 口縁指頭痕残す。頸部へラケ 暗褐色 ・砂粒含

（9．5） 胴上部　 口縁 大径 となる ． ズ リ　 胴部タテのハケ む ・焼成良好

29 ．3 一部欠 口唇わずか外反する 内面　 口縁 ヨコのパケ　 胴部ナデ

－2 襲 r（11．5） ％ 最大径胴上部に持つ。口縁わず 頸部胴上部へラケズ リの後タテのハ 暗褐色 ・砂粒含

（6．2）

（11．6）

かに外反する ケ

内面頸部ヨコのパケ　 胴部タテのハ

ケ　 底木葉痕

む ・焼成普通

－3 襲 （ ）

9．0
（2．9）

底のみ 外面　 タテのハケ

内面　 ヨコのパケ　 底木葉痕

暗褐色 ・砂粒含

む ・焼成普通

－4 杯 （13．6）

5．8

4．2

体部兢 体部直線的 占クロナデ　 底回転糸切 り 赤褐色 ・砂粒含

む ・焼成普通

－ 5 杯
（須）
（ ）

5．9

3．2

口縁欠％ ロクロナデ　 底回転糸切 り 白黄色 ・砂粒含

む ・軟質

120号住 32 6－ 1 襲 （ ）

9．3

（5．7）

胴下部宛 内外面 ともタテのナデ 赤褐色 ∴胎土緻

密 ・焼成良好

－2 杯 10．8
4 18

3．5

151．61 完 体部直線的 ロクロナデ　 底回転糸切 り 黄褐色 ・細砂粒

含む ・焼成良好

－3 杯 11．0

4．4
3こ1

135．88 完 体部やや丸味もつ ロクロナデ　 底回転糸切 り 赤褐色 ・砂粒雲

母含む ・焼成良
好

－381－



出土地
挿 由

番 号 器 種
法 量 容 量 　残存状態 器 形 め特 徴 調′　　　　　 整 胎 土 外

120号住 326－4 杯 10．2
5 ．8

芋・4
〈3 ．1〉

体部宛欠 体部直線的 ロクロナデ ・底静止糸切り 赤褐色 ・砂粒含

む。焼成良好

「5 塊
（灰）
（17．2）

（ ）
（4．5）

底部欠％ 体部丸味持つ ロクロナデ 白灰色 ・軸 白色

－6 坪 （ ） 底部と体部一

部

付け高台　 高台台形で外反 し、 ロクロナデ　 底回転糸切り　 高台内 青黒色 ・長石わ
（須） 9．0

（2．0）

底面くぼむ 辺部回転ベラケズ リ ずか含む

－7 坪 （10 ．7）

6．2
5．6

192 ．72 体部％欠 付け高台 ・足高高台 ロクロナデ　 底回転糸切り　 高台内

辺部　 ロクロナデ
内面黒色研磨、底外面にも黒色一部

あ り

赤褐色 ・砂粒含

む ・焼成良好

－8 短頸壷

（双耳）

（ ）

（ ）

（6．2）

肩と胴上部∬ 耳を持つ （現存 1 ） ロクロナデ 白灰色 ・胎土緻

密

125号住 328－・1 杯 10．8

3．6

2．9

66・芋7 口縁∬欠 体部直線的 由クロナデ　 底回転糸切＿り 黄褐色 ・砂粒含

む ・焼成普通

－ 2 杯 9．8

3．8

2．9
〈2．3〉

53」80 口縁一部欠

l

口線外反する ロクロナデ　 底回転糸切 り 黄褐色 ・細砂粒
含む ・焼成良好

－3 杯 10．8

4．2

2．7

74；77 完 口縁わずかに外反する ロクロナデ　 底回転糸切 り 白黄褐色 ・胎土

良好 ・焼成良好

－4 坪 1・1．4 －

4．6－

2．9

93－．88 底一部と口縁

％欠
〝 ロクロナデ　 底回転糸切 り 白黄褐色 ・胎土

良好 ・焼成普通

－5 ・坪 （11．0）一

5．4
2 ．4

底宛、口縁％ ロクロナデ r底回転糸切 り 赤褐色 ・砂粒わ

ずか含む ・焼成

普通

－6 杯 （ ）

6．0
（2．6）

底のみ 柱状高台 ロ・クロナデ　 底回転糸切 り 白黄褐色 ・胎土
緻密 ・焼成良好

－ 7 亘 （・）

5．0

（2．2）

底のケ ー 柱状高台 ロクロナデ　 底回転糸切 り 白黄褐色 ・胎土

緻密 ・焼成良好

－8 1不 （ ）

7．2
（1．4）

底のみ 柱状高台 ロクロナデ　 底回転糸切 り 白黄祖色 ・わず

か長石含む ・焼
成普通

－9 段皿 9．6

4．1

4°・．1 －
〈3．7〉

31．49 完 柱状高台 ロクロナデ　 高台端部面取 りする

l

赤褐色 ・細砂粒

含む ・焼成普通

－10 段皿 （22．．0）

（10．7）

5．3

ケ左 付け高台　 高台外傾する ロクロナデ 灰黒色 ・・粕白色

－11 ・塊
（輪花）

16．0

（ ）
（4．8）

底部欠％ 高台持つと思われる　 輪花 4 個 ロクロナデ 白黄色 ・！軸 白色

－12 塊 （14．8）

（5．4）

5．6

最 口線外反する－ ロクロナデ・ 白黄褐色 ・胎土

緻密 ・焼成良好

－13 塙

（輪花）

10．3

・4－．8
4．0
〈3．7〉

130．81 口縁一部欠 付け高台　 口縁外反する　 輪花

4 個

ロクロナデ 白灰色 ・軸白色
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出土地
挿 図

番 号
器 種 法 量 容 量 こ　残存状態 器 形 の 特 徴

l　 調　　 整
胎士 外

126号住 33 0－ 1 聾 ・（ ）

7．6
（1．8）

底のみ　 － ロクロナデ　 底回転糸切 り 赤褐色 ・砂粒含

む ・焼成普通

「 2 士璽 （ ） 底のみ 付 け高台　 高台台形で外反 し底 ロクロナデ ．底回転糸切りr　高台内 灰黒色 ・胎土緻

（須） 5．0
（1．8）

内傾する 辺部回転へラケズ リ 密

－ 3 蓋

（須）
13．4

3．2

宛 つ まみ部偏平　 端部はほぼ直立

する

ロクロナデ　 天井部回転へラケズ リ黒青色 ・長石多

量に含む

－ 4 坪 こ－
（須）

（17．0）

（10．0）

6．1

％ 体部直線的．

付け高台　 高台台形で外傾する

ロクロナデ 青黒色 ・胎土緻

密

－ 5 ・聾
（須）
（ －）

17：5
（6．2）

底 と胴下部％ 付け高台　 高 台台形で外傾する ロクロナデ　 底回転糸切 り　 高台内

辺部回転へラケズ リ

白灰色 ・長石わ

ずか含む

128号住 33 3－ 1 襲 （1立．5）

（ ）
（4．3）

胴上部％ ロ縁わずか外反する 口唇内外面・ロ・クロナデ　 外面タテ内

面 ヨコのハケ

赤褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－ 2 壷 （ ）

7．8

（6．6）

胴下部％ 胴内外ナデ

底は木葉痕

暗褐色 ・大粒な

長石含む ・焼成

良好

－3 襲 （ ）

8．4

（2．3）

胴下部％ 胴内外ナデ　 底は木葉痕 赤褐色 ・胎土緻

密 ・焼成良好

－4 坪
（須）
15．0

8．5

4．3

戻 体部丸味もつ ． ロクロナデ　 底 回転糸切 り 青黒色 ・胎土緻
密

－5 I不

（須）

13．6

5．8

4．0

体部％欠 ‘ 口線外反する ロクロナデ　 底回転糸切 り 灰白色 ・長石含

む

－6 蓋

（須）
20．2

3．7

％ つまみ部宝珠形、・端部内屈する ロクロナデ 黒青色 ・砂粒含

む　 上面自然粕
かかる

－7 蓋
（須）
14．2

3．0

完 つまみ部偏平　 端部わずかに内

屈する

ロクロナデ　 天井部回転へラケズ リ青黒色 ・砂粒含

む

－8 蓋

（須）

14．0

3．2

完 つまみ部宝珠形　 端部内屈する ロクロナデ　 天井部回転へラケズ リ黒青色 ・砂粒含

む

131号住 33 6－1 段皿 12．5 12 4．55 完 付け高台　 高台内そぎ三角形状 ロクロナデ　 底高台内辺部回転へラ 白黄褐色 ・粕白

（灰） 6．6

2．8
〈2．5〉

で直立する ケズリ 色

－2 域 13．5

7．5

6．0
〈5．3〉

口縁％欠 付け高台　 高台高く外反する ロクロナデ　 底回転糸切り高台内辺

部回転へラケズリ

赤褐色 ・砂粒含

む ・焼成普通

－3 塀 15．2 53 4．58 体部は％ 付 け高台　 高台高くほぼ直立す ロクロナデ　 底高台内辺部回転へラ 白黄色 ・軸 白色

（灰） 7．4
6．6

る ケズリ 一部緑色おびる

－4 塙
（灰）
12．5

6．5

4．1

23 2．72 完 付け高台　 高台ほぼ直立する ロクロナデ 乳白色 ・透明質

緑色おびる

137号住 33 8－1 壌

（灰）

（ ）

7．8

（6．2）

口縁欠 付け高台　 高台高く外傾する ロクロナデ　 高台内辺部回転へラケ

ズリ

乳白色 ・粕 白色

－2 痍

（灰）

（ ）

（7．2）

（3．0）

底部と体部一
部

付 け高台　 高台高く外傾する ロクロナデ　 高台内辺部回転へラケ

ズリ

白黄色 ・粕 白色
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出土地
挿 図

番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の 特徴 調　　　　　 整 胎 土 外

137号住 338－3 塊
（灰）
・（ ）

7．．8
（2．5）

底部 付け高台　 高台高く直立する ロクロナデ　 高台内辺部回転へラケ

ズ リ

白灰色 ・紬白色

外面現況無軸

138号住 340－ 1 襲 10 ．8

6．0

10．6

81 1．34 口縁％欠 球胴状 ロクロナデ　 外面成形痕跡残 る－

底回転糸切 り

赤褐色ない し黒

褐 色 ・胎 土 緻

密 ・焼成普通

－2 塊 16．4 352．53 完 体部わずか丸味持つ。付け高台 ロクロナデ　 高台内辺部回転へラケ 白灰色 ・砂粒含
7．4 高台内そぎ三角形状で外傾す ズリ む ・焼成普通

5．3 る 内面黒色研磨 （外面口縁部も黒色）

－3 塊 15．6 体部一部 付け高台　 高台内そぎ三角形状 ロクロナデ　 底全面回転へラケズ リ 白灰色 ・砂粒含
でわずか外傾する 内面黒色研磨 む ・焼成普通

土壌 1 34 6－1 塊
（灰）
16．7

8．9

7．2

完 付け高台、高台高 くほぼ直立す

る
内面口唇下に2 条の沈線あり

ロクロナデ　 底全面回転へラケズ リ灰白色　 粕淡黄

色

土壌51 －7 杯

（須）

12．5

6．0

4．2

％ ロクロナデ　 底回転糸切 り 青黒色　 長石多

量に含む

土壌54 － 8 小瓶

（灰）

3．8

5．7

8・寧

完 どっ しりとした底部を持つ ロクロナデ　 底回転糸切 り 灰白色　 軸淡緑

色

－9 塊

（灰）
9．5

4．8
3．1

完 付け高台　 高台外傾する ロクロナデ　 底全面回転へラケズリ 白灰色　 粕白色

－10 皿
（灰）
13．2

6．5

3．0

完 付け高台　 高台低外面に稜を持

つ

ロクロナデ　 底全面回転へラケズ リ 白灰色　 粕淡緑

色
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第2節　遊光遺跡

1　位置と地形（第1・3図）

当遺跡は駒ヶ根市東伊那栗林に所在し、西の住宅地、湿地帯をはさんで反目遺跡がある。大略

は第1節反目遺跡においてふれているので省略することとする。

遺跡は反目遺跡と一体のものとして考えられるものである。反目遺跡から続く段丘はその平坦

面を一段と広げている。遺跡の南には天王川がこの段丘を切っている。

調査区は水田であり、遺構検出面は削りとられている。

2　歴史的環境（第2図）

周辺の遺跡については第1節反目遺跡においてふれている。ここでは当遺跡の南端遊光域につ

いて若干ふれることとする。

当遺跡は段丘上に展開する大規模な遺跡で、現在は畑となっている。畑の中には東西に走る起

伏があり、段丘西端には削り出し遺構が認められ、「馬瀬口」と呼ばれている。さらに段丘下にに

は堀状遺構と土塁が一部残っている。一昨年の反目南遺跡の調査の折に確認されたもので、「遊光

域」と呼ぶこととしたものである。この城址が当段丘上のどの範囲までに及ぶかは不明であるが、

この台地全体に今でも、土器に混じって中世陶器が出土しておりかなりの広範囲にわたるものと

考えられる。

今回の調査で中世の堅穴住居址が確認された点も城との関連で注目される。

3　調査概要（第2・353図）

第2図に示すとおり水田地区の南側は埋立保存をしている。遺跡の大部分畑地帯は当初計画で

は、ほ場整備の対象地区となっていたが、実施時点で対象外とされ遺跡の破壊から当面免れたこ

とは喜しいことである。

このように今回の調査は限定された範囲のものであった。調査区域の北東部を起点にし、10cm

毎のグリットを設定したが、重機によって耕土を剥ぎ、全面発掘を当初から行った。

調査区域は三枚の水田からなり起点側は、開田時遺構が削りとられ、わずかに壁を残す程度で

あった。

検出された遺構は住居址10軒と建物址1棟、土墳18基である。
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第353図　遊光遺跡遺構概略図
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4　遺構と遺物

1）住居地

（1）第1号住居址（第354～356図）

遺構　本住居址の南には第2号住があり、西には第3号・4号住居址がある。

プランは隅丸方形で規模は4．6×4．6mを測る。長軸（カマド方向）はN－600－Wである。

壁高は65～70cmと深い。覆土は壁ぎわにローム粒を含む暗褐色土がわずかにあり、その上に黄

褐色土・暗褐色土と自然堆積をみせている。

床面は壁ぎわが凹み荒掘りの痕跡の可能性が強い。中央部は固く堅微である。

第354図　第1号住居址実測図－（S＝1／80）
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云／lニ

l黄褐色上（ロームブロック含む）

n黄褐色上（ロームブロック）

Ⅶ暗褐色土（焼土灰含む）

第355図　第1号住居址カマド実測図（S＝1／40）

カマドは西壁中央に位置し、壁を60cm掘り込んで造られている。袖石は80cmと長く両袖ともしっ

かりとした石組である。焚口部は50cm、奥で30cmと狭まっている。支脚石、天井石も完全に残さ

れた良好なカマドである。封土はロームである。

主柱穴は3本検出され、南東部には検出されていない。

遺物　遺物は少ない。土師と須恵があり灰粕は出土していない。

土師は1の嚢の外にパケ目を持つ小形聾と杯がある。

須恵は2の杯と嚢がある。

敲打器1点が出土している。

時期は奈良・平安Ⅲ期（反目遺跡の時期区分による）である。

（2）第2号住居地（第357図）

遺構　本址は第1号住居址の南にあり、南と東側は開田時に壊されている。北西一部が検出さ

れただけのもので、プラン等はまったくわからない。

壁高は50cmほどである。

遺物は土師器が少量出土するのみで時期は不明である。
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第356図　第1号住居址出土遺物（1／3）

第357図　第2号住居址実測図（S＝1／80）
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H暗黄褐色土

m黄褐色土（ロームブロック含む）
Ⅳ黒褐色士
Ⅴ暗褐色土（ローム粒含む）

鰹ロ‾ム腐乱土

し「√一一一、JrT√

第358図　第3号住居址実測図（S＝1／80）
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丁鬼色土

汀煎褐色士（ローム粒含む）

m黄褐色士

lV暗褐色上（焼1∴灰含む）

第359図　第3号住居址カマド実測図（S＝1／40）

（3）第3号住居祉（第358～364図）

遺構　本住居址は第1号・2号住居址の西に位置し、北には第4号住居址がある。

プランは5．3×5．3mを測る隅丸方形である。長袖（カマド）方向はN－700－Wである。

壁高は65cm前後と深い。北側には周溝がある。南側の床面は壁に向かって凹くなり、ローム腐

乱土が入り込んでいる。荒掘りの痕跡と考えられる。床面は固く堅緻である。

カマドは西壁中央にあり、壁を70cm掘り込んで煙道部を作っている。焚口から煙道まで170cmを

測り、幅は70cmと細長いものである。袖石はしっかりと石組され、支脚石も残っている。天井石

は検出できなかった。封土はロームである。

主柱穴は4本で、柱穴の掘形は長楕円形である。

カマドの両脇に方形の′ト堅穴（Pl、P2）があり、当初土壌としていたが、内部の土器と住居址

のものが接合するものがあり、時期差もみられないこと、また第8号住居址にも同様な中堅穴を

持つことから整理の段階で当住居址に伴うものとした。貯蔵施設と考えられる。

カマドの手前からカマドPl、P2にかけて大きな自然石が床面よりやや浮いて多量に出土してい

る。遺物は礫の下部より多量に出土している。

遺物は豊富で、完形及びそれに近いものが多く出土している。第360図に示すとおりカマドの左
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第360図　第3号住居址遺物出土状況図

側からPlにかけて最も多くみられ、壁からなだれ込むような状態で検出された。又P2よりも高塀

（14）、長胴嚢（2）が礫に壊されような状態で出土している。さらにPlゐ西壁ぎわより、′J、形聾

（6）、鉢（19）砥石（21）、P4の東より小形蛮（7）、P5の南からは甑（16）と杯（17）が検出

されている。1の嚢はPlとカマド脇、P4の東からの接合資料である。

遺物　すでに述べたとおり遺物は豊富で良好なセット資料となっている。土師以外に須恵と灰

粕が少量覆土中より出土している。

1から13は肇で小形のものと大形のものとがあり、6、13は中でも特に小形のものである。大

形のものは底部の作りが悪く不安定なものが多い。4は底から直線的に外傾するものである。

14は高年、17・18・20は杯で内面黒色研磨されている。15・16は甑、19は鉢である。

21は砥石である。

覆土中より打製石斧3、敲打器1、凹石1の計4点の石器が出土している。

時期は古墳時代Ⅳ期前半に属する。
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第361図　第3号住居址出土遺物（1／3）
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第362図　第3号住居址出土遣物（1／3）
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第363図　第3号住居址出土遺物（1／3）
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第364図　第3号住居址出土遺物（1／3）
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第365図　第4号住居址実測図（S＝1／80）

（朝　第4号住居址（第365・366図）

遺構　本址は第3号住居址の北に位置している。

プランは隅丸方形で規模は4．8×4．5mを測る。長軸方向はN－680－Wである0

壁高は北側で30cm、南に行くに従い低くなり15cmほどである。床面は灰だまりが北側中心に掘

り込まれており、良好でない。床面よりやや浮いて炭化材が検出されており焼失家屋である0

カマドは北西壁中央にあり焼土が残るのみである。南東側灰だまりH7より並んで石が検出され

ている。P6・P7、P9・P，。の動き南側にわずかな段差がみられる所から重複住居の可能性もあり、

古いカマドの可能性が強い。

主柱穴は東から南にかけて6本検出されている。P4、P5・P12が現住居に伴うものと思われる0
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第366図　第4号住居址出土遺物（1／3）

遺物　遺物は多い。土師が主体で、須恵は賓の破片が小量、灰粕は12の椀と瓶の破片がある。

土師は杯が多いが他に長胴嚢と小形賓がみられ、パケ目調整のものである。杯は高台を持つも

のはみられず、内面黒色処理されるものが多い。

覆土中より石器9点が出土している。内訳は打製石斧6、敲打器2、特殊磨石1点である。

時期は奈良・平安Ⅳ期からⅤ期にかけのものである。

（5）第5号住居址（第367・368図）

遺構　本址は調査区では最も東に検出されたものである。開田時にかなり削られており、壁高

は10～15cmである。

プランは隅丸長方形を呈し、規模は7．5×6．2mを測る大形の住居址である。長軸方向はN－780－

Wを測る。覆土は水田の地場下となって固いにがり土である。床面は小ピットが多く穿れるが固

く堅緻である。

炉は西側Pl、P4線上よりやや内側に位置しており、4個の石でコ字形を作っている。西には炉

石がない。内部は焼土が固く焼きしまっている。

－398－
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第367図　第5号住居址実測図（S＝1／80）

主柱穴はPl、P4、P6、P13の4本が検出されている。

遺物　土器は多いが復元できるものはない。1・2は賓で黒褐色ないし暗褐色を呈し、固く焼

かれている。ともにパケ目が斜位に施されている。口縁の反りはわずかで頸部に一段の波状文、

その下部に短線斜走文が2～3段みられる。3は高年の脚部で赤褐色に固く焼かれる。脚部外面

－399－
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第368図　第5号住居址出土遺物（1／3）
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はタテの丹念なへラミガキがみられる。端部内外はヨコのパケ目調整が施されている。4は手づ

くね土器で白黄褐色に固く焼かれる。他に大形の壷がある。大粒な長石を多量に含み内面ははく

落している。

石器は4点出土している。6は有肩石斧、7は揆形の打製石斧である。8は磨製の石包丁で半

折である。9は敲打器で頭部から4cmの所から2cmほどの挟り部がみられる。着柄痕と考えたい。

時期は弥生時代後期前半である。

（6）第6号住居址（第369～370図）

遺構　本址は第5号住居址の東に位置し、西には第7号住居址がある。南側は土壌11・14があ

り壁は不明確である。

南東部のコーナーの存在、周溝からして、プランは隅丸方形を呈し、規模は4．0×3・8mを測る。

長軸方向はN－350－Eである。

現存壁高は10cm前後で、床面はやや軟弱である。北東と南西側には周溝がみられる。

カマドは西壁中央に造られ、袖石は検出されていない。

主柱穴はPl、P2、P。、P8の4本があり、南東壁中央部の4本は入口施設に伴うものと考えら

れる。

第369図　第6号住居址実測図（S＝1／80）
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第370図　第6号住居址出土遺物（1／3）

遺物　主体は土師の嚢である。図示したもの外に小形のものがある。土師では他に杯があり、

内面黒色処理のものもみられる。

須恵は2の杯と聾が出土している。

灰軸は椀と瓶が少量みられる。

時期は奈良・平安Ⅲ～Ⅳである。
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第371図　第7号住居址実測図（S＝1／80）
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第372図　第7号住居址出土遺物（1／3’）

（7）第7号住居址（第371・372図）
J

遺構　本住居址は第6号住居址の西にある。

プランは隅丸方形を呈し、規模は5．6×5．1mを測る。長軸方向はN－710－Wである。

現壁高は5～10cmで壁はなだらかである。床面は全体に固く堅緻である。南東部に周溝がわず

かにある。

Pl、P2の中間線上やや内側に埋嚢炉がある。東に枕石を据えている。古墳時代前期には地床炉

が多くみられることは知られているが、埋嚢炉は例が少ない。

主柱穴はPl、P2、P3、P6の4本である。

P4の南床面より襲（第372図－2・4）と坤（5）が出土している。

遺物　遺物は少ない。図示したもの以外は賓の破片である。

1は埋嚢炉に使用されたもので胴央部より下を欠く。口縁はく字に外反し胴部は強く張る。赤

褐色に固く焼かれている。2も同様の嚢である。3、4は賓の底部である。5は相である。床面

に張りつくような状態で検出された。胎土は精練され極薄手橙色に固く焼かれている。口縁は強

く張り出す。

6は打製の石包丁で硬砂岩製である。

時期は古墳時代Ⅱ期古段階に属する。

一404－



第373図　第8号住居址実測図（S＝1／80）
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第374図　第8号住居址カマド実測図（S＝1／40）
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（8）第8号住居址（第373～375図）

遺構　当住居址は第7号住居址の南西に位置し、南西部はわずか第9号住居址に切られている。

プランは隅丸方形を呈し、規模は5．7×5．6mを測る。長軸方向はN－270－Eである。

壁高は20～30cmである。床面は小ピットが多く穿れるが、全体に固く堅微である。南西側を除

いて周溝が周っている。

カマドは北西壁ほぼ中央に造られている。カマドの全長は100cm、左側には手前の袖石がなく抜

かれたものであろうか。カマド内に落ち込むが、天井石が残されている。袖石はロームを封土と

している。

主柱穴はP3、P5、P9、P15の4本である。

カマドの左側には第3号住居址同様方形の貯蔵施設を持つ。

北西壁ぎわより編物用錘石が集中して出土している。

遺物　土器は土師のみである。

1～3は嚢、4・5は高塀である。6は坤であると思われる。7・8は手づくね土器である。

編物用錘石が22個出土している。

時期は古墳時代Ⅳ期に属する。
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第375図　第8号住居址出土遺物（1／3）
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（9）第9号住居地（第376～378図）

遺構　本址は第8号住居址の南西部を切っ

ている。4．5×3．6mを測る長方形の竪穴で、

壁高は65～70cmを測る。

東側には入口施設用柱穴があり階段状と

なっている。

覆土は、検出面からロームブロック、焼

土、灰の混合土がみられ、しまりがなく、

当初撹乱を思わせるものであった。床面ぎ

わになって炭化物が混じるようになり床面

には炭化材が全面に検出された。

板材、桁材等良好な状態であったため、

団長と協議の結果、国立奈良文化財研究所

の宮本長二郎氏の指導をあおぐこととなっ

た。

宮本室長の見解は、土をかぶせた陸屋根

式構造を持つものとのことであった。
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第377図　第9号住居址炭化材
検出状況図（S＝1／80）
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第376図　第9号住居址実測図（S＝1／80）

第378図　第9号住居址出土遺物（1／4）
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第379図　第10号住居址実測図（S＝1／80）
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現地保存が出来ないため、全面採りあげて復元することとなり、発泡スチロールを用いて採り

あり作業を行った。現在復元作業は中途である。
ノ

炭化材にと一緒に捨鉢（第378図－1）が飛び散った状態で又内耳土器が出土している。

炭化材を採りあげ精査した処、中央西寄りに地床炉が検出された。中世に同様な竪穴が良くみ

られるが、遺物を伴わず、火処もないことが多く性格不明なもの多い。今回検出された遺構は捨

鉢と内耳土器、炉を持つことから住居址として間違いないであろう。

炭化材及び住居址の構造については、付編にゆずりたい。

遺物　遺物は少ない。図示したもの以外に内耳土器と天目茶塀・聾の破片が出土している。

1は捨鉢で口縁部を所々欠くがほぼ完形に近くこれだけまとまったもの出土は珍しい。口径28cm、

底径11．5cm、器高10．4cmである。底部からわずか反りぎみに口縁に至り口唇の反りはほとんどみ

られない。口唇上面は溝となる。体部外面はロクロ目が顕著である。内面は8条の櫛状工具によっ

て右回、りに11回かき上げられている。底にも交叉するように櫛月が施される。鉄粕が化粧がされ

ている。多分片口と思われる。

2は内耳土器で外面には炭化物が付着する。口径は推定31cm、底径28cmを測り、器高15．7cmで

ある。底から直立し口縁下部にてわずか屈曲して口縁に至る。

住居址の時期についてであるが、捨鉢が15世紀末の所産である所から同時期であると考えるの

が妥当であろう。

（10）第10号住居祉（第379、380図）

遺構　本址は第5号住居址の南に位置している。西側は土墳3～5号と建物址の柱穴が掘られ

ており壁は検出できなかった。又南側は開田時に破壊されている。

壁は東から北にかけて確認できたのみでプラン、規模は不明である。炉及びカマドは検出され

ていない。

床面は固く堅緻である。

遺物　遺物は少ない。土師のみで図示できたものは第380図の

高塀の脚部のみである。

他には嚢と杯がある。

時期は遺物が少なく決め難い。古墳時代後半と思われる。

－410－

第380図　第10号住居址出土遺物
（1／3）
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第381図　土壌実測図（S＝1／60）
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2）　土壌（第381・382図）

土境が6号・7号・10号住居址付近に

集中して18基検出されている。

住居址同様、削りとられるものが多く

底面をわずか残すものが多い。

3～5号土項を除いて楕円形、円形を

呈すものが一般的で、覆土はにがり土1

層で固くしまっている。開田時の仕業と

思われる。 第382図　第10号土壌出土遺物（1／1）

14号土壌は底から小礫が多量に検出さ

れている。

3～5号土壌は第10号住居址の西域に検出されたものであるこ　プランはともに長方形を呈し、

断面はタライ状となる。覆土は上層ににがり土があり下部は黒色土1層である。後述する建物址

と一帯となる可能性もある。

10号土壌以外からは遺物を全く伴っていない。

10号土壌からは古銭3枚が出土している。第382図－2は2枚が重なっている。

1は「治平元宝」、2は通宝のみ判読できるだけである。一緒に出土したことから同時代のもの

と考えられる。

3）　建物址（第383、384図）

第10号住居址の西から第6号住居址にかけての広範囲にわたって柱穴が多く検出されている。

列を通すものが幾つかみられるが、グルーピィングできるものは見当たらず、全体を一つのも

のとして考えた方が良いものと考えられるため一括して資料提示しておくこととする。

柱穴の掘形は円形を呈すものが一般的で、覆土は黒色土1層である。柱穴痕を残すものはない。

土壌3～5号はこの柱穴址群に付属する可能性もある。

遺物は当遺構に伴う明確なものはなく、時期は不明であるが、中世以降と考えられる。
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第384図　建物址断面図（S＝1ノ／80）



5　まとめ

今回の調査は広範囲の遺跡の極く狭い範囲のものであったが、住居址10軒、土壌18基、建物址

が検出され多くの成果を得ることができた。

時期が明確となった住居址は9軒で、弥生時代1軒、古墳時代4軒、奈良・平安時代3軒、中

世1軒となっている。

弥生時代は後期前葉のもので、出土した賓は反目遺跡同様橋原式土器の影響を受けたものであ

る。

古墳時代4軒の内1軒・第7号住居址は前期の住居址であり、この時期の住居址は市内では初

めて、上伊那でもそう例は多くない。伊那市堂垣外1号住居址例が著明である。この時期の住居

址の存在により、反目遺跡と一帯となったこの台地上に弥生時代後期から古墳時代にかけて連続

して生活が営まれた可能性が示された。今後の調査によって空白を埋める時期の住居址の発見が

期待される。

第3号住居址から出土した古墳時代Ⅳ期の資料は、量もさることながら器種がすべてそろって

おり、セット資料として価値のあるものである。

中世の第9号址は、上屋構造を考える上で、大きな問題を提起してくれた。陸屋根式住居の存

在とともに、遊光城との関連で今後注目して行く必要がある。

当遺跡はすでにふれたとおり、今回の調査区の南側に広範囲にわったっており、良好な状態で

保存されている。発掘調査によって明らかとなることも多いが、市内では数少ない手のつかない

遺跡の一つである。開発の波から守って行くことが今後の大きな課題である。
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遊光遺跡古墳時代以降住居祉一覧表

番号 平面形 長軸方向 規　 模 入口 カマ ド 柱穴 時期 備　　 考

1 隅丸方形 N －60⊃－W 4．6×46 西中央 3 奈 ・平Ⅲ

2 隅丸形 不明 不明 不明 不明 不明

3 隅丸方形 N －7げ－W 5．3 ×5．3 西中央 4 ‘古墳Ⅳ

4 隅丸方形 N －68⊃－W 4．8 ×4．5 北西やや北

寄 り
3 奈 ・平

Ⅳ～Ⅴ

6 隅丸方形 N －3ぎーW 4．0．×3．8 南東 北西中央 4 奈 ・平

Ⅲ～Ⅳ

入口施設あり

7 隅丸方形 N －710－W 5．6×5．1 埋嚢炉西柱
穴線上より
中

枕石あり

4 古墳Ⅱ

8 隅丸方形 N －27 －E 5．7 ×5．6 北西中央 4 古墳Ⅳ

10 不明 不明 不明 不明 不明 古墳後
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遊光遺跡　土師器・須恵器・灰粕陶器観察表

出土地
挿 図

番 号
器 種 法 皇 容 量 残存状態 器形 の特 徴 調　　　　　 整 胎 土 外

1 号住 356－ 1 聾 22．3
（ ）

35．8

長胴嚢 外面　 口唇ヨコナデ　 胴部タテのパ

ケ

内面　 口唇 ヨコのパケ　 胴部ナデ

暗褐色　 砂粒含

『 焼成良好

－ 2 杯

（須）

12．6

6．3

3．9

％ 休部下部にて屈曲する ロクロナデ　 底回転糸切 白灰色　 砂粒含
む　 軟質

3 号住 361－ 1 襲 16．5

．4．4
27 ．7

完形 長胴襲　 胴央部に最大径 外面　 口頸ヨコナデ　 胴部へラケズリ痕

残す　 ヘラナデ及びへラミガキ

内面　 口唇ヨコのナデ　 ー部ヨコのヘラ

ミガキ　胴部ヨコナデ
底　　 ナデ

黒褐色　 大粒な

砂粒多量に含む
焼成普通

－ 2 襲 15．3 完 長胴形　 口縁わずかに外反 し最 外面　 口頸部ヨコナデ　 胴部へラナ 黒褐色　 大粒な

6．4

34 ．2

大径胴下部にくる デ、ヘラミガキ

内面　 ヨコナデ

底　　 へラケズ リの後ナデ

砂粒多量に含む

焼成普通

－ 3 襲 15．0 完 最大径胴上部にくる　 成形痕残 外面　 口唇ヨコナデ　 胴部斜位のハ 黄褐色ない し暗

5 ．8

22 ．7

す ケ　 下部へラケズリ痕残す

内面　 口唇ヨコナデ　 胴部斜位のパ

ケ

底　　 手持ちへラケズ リ

褐色　 砂粒わず

か含む　 焼成良

好

－ 4 襲 19．3

5 ．6

17 ．8

完 胴部直線的に外傾する 外面　 胴上部ヨコナデ　 下部斜位の

ナデ

内面　 ヨコのパケ

底　　 斜位のパケ

暗褐色　 砂粒多

量に含む　 焼成

良好

3 62－ 5 襲 18．6 口縁と胴部％ 胴部上部にて直立 し口縁は外反 外面　 口唇ヨコナデ　 胴部へラケズ 赤褐色　 砂粒多

6 ．0

18 ．4
〈17．4〉

欠 する リ痕残 しへラナデ、へラミガ

キ

内面　 口頸部ヨコナデ　 胴部タテ ・

ヨコのへラミガキ
底　　 ナデ

く含む　 焼成良
好

－ 6 襲 9．6 350 ．79 完 胴部球状を呈す　 底中央部くぼ 外面　 口唇ヨコナデ　 胴部斜位のナ 赤褐色　 砂粒含

6．6

8．8

む デ、ヘラケズ リ痕残す

内面　 口唇 ヨコナデ　 胴部ヨコ、斜

位のナデ
底　　 ナデ

む　 焼成良好

－ 7 襲 16．3 1135．66 口唇一部のみ 胴部上部にて直立 し口線外反す 外面　 口唇ヨコナデ　 胴部へラケズ 黄褐色　 砂粒含

5．0

15 ．8
〈15．2〉

残る る リ痕残す　 斜位のナデ む　 焼成良好

－ 8 襲 27．6

7．0

24 ．6

胴 下部％欠 丸底風 外面　 口唇ヨコナデ　 胴部斜位タテ

のパケ　 胴部一部へラミガキ
内面　 口唇ヨコナデ　 胴上部ヨコの

パケ　 胴下部から底へラナデ
底　　 へラケズ リ

黄褐色　 砂粒多

く含む　 焼成普

通

－ 9 蛮 13．2 9 44 ．86 口縁胴上部∬ 胴上部直立 しロ線外反する 外面　 口頸部ヨコナデ　 胴部ナデ 暗褐色　 砂粒含

5．5
13 ．0

欠 胴下部へラケズ リ痕残 り、指

頭痕あり
内面　 ヨコナデ

底　　 木葉痕

む　 焼成普通

36 2－10 襲 16．0 完 胴上部に最大径持ち口縁わずか 外面　 口唇ヨコナデ　 胴部タテのハ 暗褐色　 砂粒多

6．2

2 5 ．4

に外反する　 底丸底風 ケ　 ヘラケズリ痕残る

内面　 口唇ヨコナデ　 胴上部ヨコの

パケ　 胴下部ナデ

く含む　 焼成良

好

一一1 1 襲 18．2
（ ）

（19．5）

胴下半部欠 胴央部にて強 く屈曲する 外面　 口頸部ヨコナデ　 胴部斜位の

パケ
内面　 口縁ヨコナデ　 頸部へラケズ

リ　 胴部ナデ

黄褐色　 砂粒含

む　 焼成良好

－12 襲 19．0

（ ）・

（2 8．0）

胴下部欠 ロ縁部外反する　 長胴聾 外面　 口縁ヨコナデ　 頸部へラケズ

リ　 胴部タテのパケ
内面　 口縁ヨコナデ　 胴部 ヨコのパ

ケ

暗褐色　 砂粒含

む　 焼成良好
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出土地
挿 図

番 号
器 種 法 量 容 量 残存状態 、器 形 の特 徴 調　　　　 撃 胎 土外

3 号住 －13 襲 9．8

4．2
6．8

〈6．2〉

胴部一部欠 胴上部直立し、口線外反する 外面　 口頸部ヨコナデ　 胴部ナデ

下部に？ラケズ リ痕残す

内面　 口縁 ヨコナデ　 胴底部ナデ

赤褐色　 胎土良

好　 焼成堅緻 ・

－14 高年 15．7 土不部％欠　 脚 杯部稜 を持つ 焼成悪すれている。内面黒色処理研磨一部 赤褐色　 砂粒わ

10．0

11．3

端部％欠 外面　ff部ヨコのヘラミガキ　 ロ縁部ナデ

脚外面　 タテのヘラケズリの後ナデ

脚内面　タテのヘラケズリ　端ヨコのヘラミガ

キ

ずか含む．焼成

不良

－15 甑 （16．0）972．30 口唇部％欠 胴部直線的に外傾 し、口唇外反 外面　 下部へラケズリ痕残る　 口縁 白黄褐色　 砂粒

5 ．0

13．0

する　 単孔 はヨコナデ

内面　 口縁ヨコナデ　 胴部斜位のパ

ケ

底　　 へラケズ リの後ナデ

多く含む　 焼成

普通 ．

364－16 甑 13．0

3．0

7．3

3 32．94 完形 単孔　 口縁直立する 外面　 ナデ下部へラケズ リ痕残す
内面　 央部へ ラケズリあり　 ナデ

白黄褐色　 砂粒

含む　 焼成普通

－17 杯 12．6

5．3

口縁一部欠 口縁直立する　 丸底 内外面　 口縁へラミガキ　 外面底ナ

一一、ヽ7車
内面　 黒色研磨

内外面 ともあばた状剥落あり

赤褐色　 胎土緻

密　 焼成普通

－18 土不 14．2 口縁％ 口縁直立する　 丸底 内外面 とも口縁にヘラミガキ 赤褐色　 長石わ

4．4

休部％ 外面　 底ナデ

内面　 黒色研磨

ずか含む　 焼成

普通

－19 鉢 5．3

8．5

完 ゆがんでいる 外面　 ナデ

内面　 パケ

底　　 へラケズリ

白黄褐色　 砂粒

多量に含む　 焼

成普通

－20 杯 13 ．6

4．6

％ 口縁直立する　 丸底 内外面　 丹念なへラミガキ

内面　 黒色研磨

黄褐色　 長石わ

ずかに含む　 焼
成良好

4 号住 366－ 1 f不 12 ．1

6．2
4．2

214．51 完 体央部にふくらみ持つ ロクロナデ　 底回転糸切

内面　 底黒色処理

白黄褐色　 雲母

多く含む　 焼成

良好

－2 I不 12．8

5．5

4．2

226．89 口唇一部欠 体部直線的 ロクロナデ　 底ナ≠

内面　 黒色研磨 ．

赤砲色　 雲母多

く含む　 焼成普

通

－3 杯 11．7

5．6

4．4
〈4．0〉

234．31 完 体部丸味持つ ロクロナデ　 底回転糸切
内面　 黒色処理研磨顕著でない

黄褐色　 外面 口

唇部黒色　 雲母 ‾
多く含む ・焼成

普通

－4 杯 12．ち

5．5

4．2

266．58 体部％欠 ロ縁わずかに内傾する ロクロナデ　 底回転糸切 黄褐色ない し黒

褐色　 砂粒含む

焼成良好

－ 5 杯 12．2

6 ．5

3 ．9

252．72 完形 口唇わずか外反する ロクロナデ　 底回転糸切

内面　 黒色研磨

暗褐色　 砂粒含

む　 焼成普通

－ 6 杯 （12．5）233．61 口縁％ 体部丸味持つ ロクロナデ　 底回転糸切 赤褐色　 砂粒わ

6．0
3．9

体部％欠 内面　 黒色処理研磨顕著でない。 ずか含む　 焼成

普通

－ 7 杯 13．6

6．3

3．5

口縁宛 口縁は直立ぎみとなる ロクロナデ　 底回転糸切
内面　 黒色処理研磨顕著でない

白黄褐色　 砂粒

含む　 焼成不良

－8 杯 12．8

5．4

3ニ7

％ 体部丸味持つ ロクロナデ　 底回転糸切

内面　 黒色処理　 研磨顕著でない

白黄褐色　 砂粒

含む　 焼成良好

－9 杯 11．8

6．0

3．3

％ 体部直線的 ロクロナデ　 底回転糸切

内面　 黒色処理研磨なし

赤褐色　 雲母多

．く含む　 焼成普通

－10 士不 14 ．1

5．9

3．7

体部宛欠 体央部にて屈曲する ロクロナデ　 底回転糸切
内面　 黒色処理研磨なし

黒褐色ない し白

黄褐色　 砂粒含

む　 焼成不良
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出土地
挿 図

番r号
器 種 法 量 容 量 残存状態 器 形 の 特 徴 調　　　　　 整 胎 土 外

4 号住 －11 坪 （r）

6．7
（1．2）

底のみ 付け高台　 高台内そき三角形状 ロクロナデ　 底回転糸切　 高台内辺

部回転へラケズリ
内面　 黒色研磨

赤褐色　 砂粒わ

ずか含む　 焼成

普通

－12 椀

（灰）

（ ）

9．5
（1．3）

底のみ 付け高台　 高台高 く直立 し内面

内湾する

ロクロナデ　 底全面回転へラケズリ 黄褐色　 軸白色

（外面底に粕な

し）

6 号住 37 0－1 聾 21．0

（ ）

21．8

底欠％ 日録強 く外反する 外面　 口唇ヨコナデ　 胴部タテのパ

ケ

内面　 口唇ヨコナデ　 胴部下部ヨコ

のパケ　 下部タテのハケ

－2 坪

（須）

12．5

5．0

3．8
〈3．4〉

体部一部欠 体部直線的 ロクロナデ　 底回転糸切 灰黒色　 長石含

む　 軟質

7 号住 37 2－1 聾 16．5 口縁 ・胴上部 く字状に口線外傾 し、胴部は強 内外面　 ナデ　 胴部指頭痕残‘る 赤褐色　 胎土良

（ ）

（8．3）

％ く張る 好　 焼成普通

－2 襲 14．0

（ ）

3．1

口縁易　 － く字状に口線外傾 し、胴部は強

く張る

内外面　 ナデ 暗褐色　 胎土緻

密　 焼成良好

－3 襲 （ ）

5．8

2．7

底部のみ 外面　 ナデ

内面　 パケ

底　　 ナデ

赤褐色　 長石わ

ずか含む　 焼成

良好

⊥4 襲 （ ）

5．2
（3．3）

底部のみ 外面　 ナデ

内面　 パケ
底　　 パケ

赤褐色　 胎土緻

密　 焼成良好

－5 坤 11．3 口縁宛 丸底　 口縁はラッパ状に強く開 外面　 パケ 橙色　 胎土緻密

8．5

く 内面　 口縁パケ　 体部ナデ 焼成良好

8 号住 37 5－1 聾 20．0

（ ）

（16．0）

胴上部宛 長胴蛮　 口縁 く字に外反する 内外面　 ナデ 黄褐色　 砂粒わ

ずか含む　 焼成

普通

－2 喪 19．2
（ ）

（14．2）

胴上部∬ 口縁わずかに外反する 外面　 口唇ヨコナデ　 胴上部斜位パ

ケ　 下部へラミガキ
内面　 口唇ヨコナデ　 胴部ヨコパケ

黄褐色　 長石わ

ずか含む　 焼成

良好

－3 聾 （ ）

4 ．8
（6 ．2）

崩下部 底　 丸底風 外面　 斜位パケ　 底部付近へラミガ
キ

内面　 ヨコハケ

底　　 へラケズリ

黄褐色　 長石多

く含む　 焼成良
好

－4 高年 14．2
（ ）

8．2

脚欠％ 口線外反する 内外面　 丹念なへラケズリ

内面　 黒色研磨

赤褐色　 一部 口

縁部黒色　 雲母

含む　 焼成良好

－5 高杯 （ ） 杯部欠　 脚端 外面　 へラミガキ 赤褐色　 長石わ

（13．4）
（7．4）

部欠 内面　 脚部パケとナデ　 杯内面黒色

処理

ずか含む　 焼成

普通

－6 坤（？） （ ）

（ ）

（4．0）

％ 胴部丸味持ち口縁はく字に外反

する

内外面　 ナデ 白黄褐色　 胎土

緻密　 焼成普通

－7 手づくね 3 ．8

2．5
‘2．8

完 指頭痕残す　 内外ナデ 白黄褐色　 胎土

緻密　 焼成普通

－8 手づくね 5 ．0

3．4

4．3

完 指頭痕残す　 内外ナデ 白黄褐色　 雲母

含む　 焼成良好
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第3節　殿村遺跡

1　位置と地形（第1・385図）

当遺跡は駒ヶ根市東伊那伊那耕地に所在する。JR飯田線駒ヶ根駅より東へ約4kmに位置して

いる。標高は606m前後である。

当遺跡は西を流れる天竜川によって形成された河岸段丘の第2段丘上にある。ここでは第1段

丘はみられない。南は伊那山脈から流れ出す新宮川があり、段丘の南端に位置している。段丘面

は北に行くに従い広くなり、唐沢川・天王川を径て遊光・反目南達へと続いている。

当遺跡のすぐ東を走る県道伊那生田線の上は第3段丘面となっている。

今回調査区の東側を試掘した結果、黒色土が東に行くに従い深くなっており、旧い沢のあると

がわかった。又北側も現水田面が段差をみせ段丘の開折がうかがわれる。

地質基盤は伊那礫層から成り、その上に新期ロームが堆積する。ローム層の厚さは3～4mで

ある。その上に漸移層が10～20cm、そして現表土（黒色土）となるが、遺跡は水田のため、模式

的なものとはならないのは当然のことである。

弥生時代以降は漸移層でプランを確認できたが、縄文時代の遺構はローム面まで下げて検出し

なければならなかった。漸移層から縄文時代早期から前期の遺物が出土する。

2　歴史的環境（第2図）

周辺の遺跡については、第2節反目遺跡においてふれているので省略したい。ここでは当遺跡

を含む東伊那遺跡の研究史にふれることとする。

東伊那遺跡とは、当遺跡とすぐ東の段丘上にある狐くぼ遺跡さらに山麓に広がる丸山遺跡、山

田遺跡の4つの遺跡の総称である。段丘の発達に伴い遺跡が展開する代表的な遺跡群として古く

から注目されていた。

駒ヶ根市に合併する以前の伊那村が昭和24年から26年にかけて発掘調査を行っている。合併前

は伊那村の名称であったので「伊那遺跡」と呼称されていたことをことわっておきたい。

調査の結果は最高位に位置する山田遺跡から縄文時代の住居址6軒、丸山遺跡より縄文時代中

期と弥生時代後期の住居址が各1軒ずつ発見されている。

又狐くぼ遺跡からは弥生時代後期の住居址4軒、当遺跡から奈良時代末から平安時代初期の住

居址1軒が確認されている。

狐くぼ遺跡はその後南端部に東中学校が建設されることとなり、弥生時代後期の住居址12軒が

確認されている。現在遺跡の一画に弥生時代の住居址が復元されている。
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第385図　殿村遺跡概況図（S＝1：3000）

（は埋立保存区域、彬は換地計画のみ）
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第386図　殿村遺跡遺構全体図（S＝1‥400）
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当遺跡において確認された住居址について概要をまとめておくこととする。

プランは台形で規模は東壁3．25m、西壁2．75m、南壁3．5m、北壁3．75mを測り、小形の住居址

である。壁高は17．8cmほどで壁はゆるやかである。床面は東壁近くを除き軟弱で柱穴は検出され

ていない。

カマドは東北隅部と西北隅部の2箇所にあり、前者が規模の大きさから主要なカマドとしてい

る。構造は一部袖石と天井石が残るがくずれている。副カマドと考えられる西北隅のカマドは数

個の石で簡単に囲んだものとされている。

遺物は灰粕陶器皿片と土師器・須恵器片が若干出土している。灰粕は高台付の皿で、土師片の

中には内面に黒色を施すものがあるとされ、時期は奈良時代末から平安時代初期と推定している。

この折表土から縄文時代中期後葉と弥生時代後期の土器が発見されている。

これは信濃に発表されたもの※1の要約である。

今回かつての調査地点の箇所の特定を試みたが、位置関係を示す図面はなく、地元の関係者も

はっきりとは箇所を示すに至っていない。今回調査した東側畑の下の墓地付近であることだけは

わかった。

※1上川名昭「長野県上伊那郡伊那村遺跡第二次調査概報－（三）殿村地区第1号住居址」

信濃第4巻11号　昭和27年

3　調査概要（第385・386図）

当遺跡は広範囲にわたり、またすでにふれた東伊那遺跡の一つである処から、極力埋立保存を

行って保存を図るよう協力をお願いしたところ、北側については全面埋立保存が図られることと

なった。計画区の南側水田が高い部分について、発掘調査を行うこととなり、調査対象面積は4500I茸

である。

調査区の南端、計画新道路の東端を基点とし、道路に沿う形で算用数字と直交する略東西方向

に50音順に2m毎のグリットを設定した。計画道路の東側については幅1mの試掘溝を設定した。

西側は重機によって耕土剥ぎを行い、遺構確認をもって拡張する方法を採ったが、最終的には

遺構が全面に及んだこと、又縄文前期前半の遺物が広範囲から出土したため全面発掘となった。

東側試掘の結果は西側はすでに開田によってローム層にまで削平が及んでおり遺構は検出でき

なかった。東県道ぎわは黒色土が段々と深くなり2～4mに達し自然流路となっていた。
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4　遺構と遺物

1）住居祉

（1）縄文時代

①　第3号住居址（第387・388図）

遺構　本住居址は調査区の南端に検出されたものである。南側は調査区域外となっている0

プランは円形か楕円形を呈すと思われるが定かでない。東側に張り出しを持っている。東西張

り出し部までの距離は5．7mである。内側に周溝がみられ、その距離は4・8mである。張り出し部

にみられる周溝が住居址内部にみられないこと、又床面差も確認できないため重複とは考えにく

く、本址に伴うものである。入口施設と考えたい。これに伴う主軸方向はN－520－Wを測る0

壁高はローム層を掘り込み西で40cm、東で20cmを測る。床面はほぼ平坦で全体に固くタタかれ

ている。周溝は東側部分と西側に一部みとめられ、張り出し部にもみられる。

炉は地床炉で東西方向やや西寄りにあり、床面を10cmほど舟底状に掘りくぼめ焼土が充満して

いる。

主柱穴は南側が不明であるがP2、P4、P5、P8があり多柱穴と考えられる。P5の南に浅い径1

mほどのピットがある。′ト竪穴の底かも知れない。

第387図　第3号住居址実測図（S＝1／80）
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P4の北、P7の東床面上に平盤な花崗岩がみられる。

遺物は覆土下層全面から出土しており、まとまっての出土はみせていない。

遺物　土器はあまり多くない。すべて小破片で器形を知り得るものはない。

1～3・19は胎土中に繊維を含むもので第Ⅱ類花積下層式に比定され、4片のみの出土である。

1・3・4は暗褐色、2は明褐色に固く焼かれる。1は交叉する条線がみられる。2は撚糸側面

圧痕文があり裏面には擦痕を持つ。3・19は表面に貝殻条痕文を持つ。

4～10は第Ⅲ類土器、広義の木島土器の範噂に入るものである。総じて薄手作りで4～7は極め

て薄い。器内外に指頭圧痕を持ち、4は貝殻腹縁が4段横走している。清水ノ上貝塚に多く出土して

いる。6～9は細線の格子目文を持つもので、8・9は頸部に隆帯を作出し刻みを持つものである。

5は連続刺突文が2段横走している。第Ⅲ類土器のうち5～10はa類、4の貝殻腹縁を用いる

ものをb類、5にみられる連続刺突文をC類とする。

20は白黄褐色に固く焼かれ胎土には繊維を含まない。内面には擦痕が斜走する山形状の波状口

縁を持ち3段にわたって刺突文が施され一見貝殻腹縁文に似る。口唇上面にも同様施文がされる。

瀬戸内羽島下層式に比定され第Ⅷ類に属する。21は第Ⅲ類と同様の胎土・調整を持ち爪形文が2

段に連続施文されている。一応第Ⅲ－a類に含めておく。

11～16は神の木式土器第Ⅴ類である。胎土中に繊維は含まず長石・雲田を含み暗褐色・黄褐色

を呈し、焼成は良好である。有段口縁を持つものは11・14で11は櫛歯状工具による条線が口縁に

施されその下部には単節斜縄文が施文される。14は口縁部か単節の羽状縄文を持つ。

13は櫛歯状工具を横にわずかに引いたもので櫛歯文としておく。12・15は櫛歯状工具刺突文を

持つものである。

17・18は半裁竹管による平行沈線文を持つもので有尾式（第Ⅵ類）に比定される。胎土には繊

維を含まず雲母・長石がわずかに含まれ固く焼かれている。

22～36は縄文施文される土器である。神の木式に比定され得るものもあると思われるが、14の

ように明確なもの以外をⅦ類として一括してある。胎土には繊維を含まない。焼成は良好である。

22、24～26は無節斜縄文、31・32は無節の羽状縄文で結節はみられない。33・34の単節羽状縄

文にも結節はみられない。27・28は付加2条である。

22は指頭圧痕を有し薄手である。関西系土器かも知れない。23・36は底部が強く張り出すもの

で該期の大きな特徴である。

出土遺物を総体的にみると縄文を持つものが最も多く8割ほどを占め、次に第Ⅲ類がつづいて

いる。

石器は小形石匙2、敲打器5、磨石4、特殊磨3、凹石1、横刃形石器1、石徽9、石錐1、

削器4点の30点が出土している。その他黒耀石のフレイクが多数出土している。
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第389図　第6（7）号住居址実測図（S＝1／80）
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第390図　第6号住居址出土遺物（1／3）
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②　第6（7）号住居地（第389～396図）

遺構　本住居址は第3号住居地の北西にあり、北には第15号住居址

が近接している。

本址北西には第9号住居址が貼床している。また南東部は本址の覆

土を掘り込んで造られ貼床されている。また方形周溝墓によって壊さ
第396図　第6号住居址

れている。第5号住居址と床面差は15cm前後、第9号住居址とは10cm　　　　　出土遺物（1／3）

ほどである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

第5号住居址の調査が進むにつれ、ほぼ全面が貼り床されていることがわかり、縄文前期の土

器が出土することから下部の住居址を第6号住居地とした。また第5号住居址の北側にも暗褐色

土の広い落ち込みが確認された。当初第6号住居址と同一と考えると大規模な住居址が想定され

る処から重複住居の可能性を考え第7号住居址として調査を行った。調査の結果、建替の可能性

はあるが、炉が一つであり、周溝の切り合いもみられないこと、壁にも重複の痕跡をとどめない

ことから一つの住居址として扱うこととした。
ノ′

覆土は暗褐色土が厚く堆積し、下層中央部にて5cmほど黒褐色土が逆レンズ状にみられた。遺

物はこの暗褐色土に集中し、約20cmの厚みをもって堆積しており、いわゆる吹上パターンをみせ

るものである。

プランは楕円形を呈し、規模は8．2×6．0mを測る大形の住居址である。壁高は45cm前後を測り、

床面はやや起状をみせている。全体に固くタタかれ堅緻である。南西部は方形周溝が5～10cmほ

ど掘り込んでいる。

深さ5～10cmほどの周溝が一周している。

炉は中央北寄りに位置し、床面をほんのわずか掘りくぼめた地床炉である。主柱穴はPl・P2、

P9・Pl。、P14、P21・P23の4本が考えられ、P，4をl除くと重複しており建替の可能性が強い。

住居址西半壁に沿ってピットが多くみられる。

遺物　出土土器は多い。本遺跡で出土した縄文早期から前期前半の土器が量は別にしてほとん

どが出土しているので詳しくふれておくこととする。

1～6、10、11は縄文早期から早期末葉、第I類である。1～3は楕円押型文で明褐色に固く

焼かれている。胎土中に細かい長石を含んでいる。繊維痕は認められないが断面を観察すると所々

に空洞がみられるのでわずかに繊維を含んでいた可能性がある。1は裏面に擦痕を持つ。4は粕

畑式土器である。

5・6は胎土中に細かい長石をわずかに含み、繊維を少量混入している。焼成はやや甘く白黄

褐色を呈している。口唇下に横走する粘土紐をはわせ絡条体圧痕文を施すものである。これらの

土器は近年出土例が知られ注目されるものである。編年位置について花積下層式の初期段階に併
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行するものもあるとされているが、一応縄文早期末として分類しておく。10～12はともに胎土に

繊維を多量に混入するものである。11・12は厚手である。11は表裏面とも貝殻条痕文を有す。11

は擦痕、12は絡条体条痕を持つ。

7～9、13・14は第Ⅱ類花積下層式に比定されるものである。胎土に繊維を多量に混入し赤褐

色ないし黒褐色を呈し焼成は良好である。13、14は胴くびれ部に横走する貝殻条痕文を持ち、胴

部は単節縄文である。全体に裏面繊維痕をかき消すかのようにナデがみられる。

15～36はⅢ類土器、広義の木島式土器に比定されるものである。18のように中厚手のものもあ

るが、総じて薄手堅微に焼かれている。胎土中に石英粒・長石粒・雲母を含むものa種と22、25、

32のように精練された胎土を持つものb類とがある。15～17は編平な粘土紐を横走させその上を

条線が施されるもので、木島式の中でも古い段階（Ⅲ式）のものである。

18～22は細線が格子目状にみられるもので、22は口唇下に連続刺突文を持つ。木島式の新しい

段階に属する。

22、26、29、32、33は口唇部に2段～4段の連続刺突文を横位に施すものである。23は短い縄

文原体の押捺の可能性もある。他の刺突文の施文具は鋭利な物であるが何を用いたか不明である。

28、31は貝殻腹縁を用いたものである。24、27、25、30は無文で擦痕がみられる。24は擦痕が

疑似縄文化している。35・36は底部で35は丸底に、36は尖底近い。

以上述べたⅢ類土器の内、15～17の条痕や、細線で施文されるものをa類、貝殻腹縁で施文さ

れるものをb類、連続刺突文を持つものをC類とする。

37～42は第Ⅳ類で、中厚手の無文土器である。器厚は5～7mmを測る。胎土は長石、石英を含

み赤褐色ないし暗褐色に焼かれている。繊維の混入がわずか認められるものもあるが、器面に繊

維痕がみられるものはない。器内外面には繊維束による擦痕がみられる。

口縁は直線的に外傾するもので、37のように有段口緑風なものもみられる。

第Ⅴ類土器は神の木式土器を一括した。44～71がそれである。やや薄手のものもみられるが5～

7mmほどの中厚手のものが一般的である。胎土には長石・石英を多く含む。また雲母が多く含ま

れキラキラするものが半分ほどある。焼成は良く黄褐色、赤褐色に焼かれる。

文様構成等により分類でき得るが本報告では行っていない。

口縁形態は有段口縁のものとそうでないものとがある。43、58のように山形状突起を持つもの

もある。47・49・51のようにわずかに口唇が外反するものや54のように内屈するものもあるが、

直線的に外傾するものが一般的である。口唇がやや内そぎ状となるもの、外がそがれるものがあ

る。

有段口縁を持つものとそうでないものとに文様構成上の規制はみられないが、爪形文を有すも

の（43～47、49、51）には有段口縁のものが多いことが知られる。
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口縁部文様は種々あるが胴部は単節斜縄文を施すものが一般的である。

口縁部文様は爪形文を持つもの、櫛歯状工具によって施文されるもの（58～70）、縄文が施文さ

れるもの（51～57）とがある。48は特殊なもので竹管具による平行沈線が矢羽状に施される。

54は羽状縄文で結節はみられない。58・59は櫛歯文と条線の組合わせたもの、60・67は条線の

みである。71・72は同一個体で、口縁から懸垂する偏平な隆帯上に櫛歯状工具による列点状刺突

文を持ち、櫛歯状工具による渦巻文、菱形文が配され、その脇を列点状刺突文がめぐっている。

同一施文具の使用方法の変化がみられる好資料である。胴部は縄文が施されるもので、71の下部

は縄文を地文としている。

73～88は有尾式の範噂に入るもので第Ⅵ類とする。

第Ⅴ類土器同様中厚手のものが一般的である。胎土には繊維はなく、ほとんど細かい長石を含

むもので、第Ⅴ類にみられた雲母の混入はみられない。焼成は全体に堅緻で赤褐色ないし黄褐色

を呈す。口縁部は73・74を除き平縁を呈し、口縁が外反するものもない。有段口縁となるものは

76・1例である。裏面はナデによる擦痕を持ち一部は条線化するものもみられる。

73・74は同一個体の大形破片である。胴部にて屈曲し口縁は大きく開き山形状口縁となる。

列点状刺突文と沈線を併用した文様を口縁に沿って施した後、菱形文を作り、胴部は単節羽状

縄文を施す。菱形文の中心部に円錐状の突起を一つ持つ。突起の存在を除けば塩尻市舅屋敷第11

号住居址出土土器と類似するものである。87は同様の施文を持つ。

76は有段口縁を持つ点、Ⅴ類土器に近いが、列点状刺突文のある点本類に含めた。

75は口唇直下に4条の隆帯を横走させ半裁竹管による連続押引文が施され、その下部はやはり

同一の連続押引文によって菱形文が作られる。胴部は単節縄文が施され平行沈線によって口縁部

文様帯と区画している。半裁竹管工具によるものには81、85、88、89がある。

78は口唇下に隆帯を横走させ刻みを施すものである。

80は肥厚した口唇に爪形文を配し下部に沈線が横走する。79も同様な施文である。

82～84、86は竹管による平行沈線を持つものである。

胴部は第Ⅴ類同様縄文施文される。

胎土に繊維を混入しないもので縄文が施文され、明確に類別化できないものを一括第Ⅶ類とし

た。90～125がそれである。大方が第Ⅴ、Ⅵ類に含まれるものであろう。

口縁から縄文の施されるものは第Ⅴ類神の木式と考えられる。

無節ないし単節の斜縄文、羽状縄文を持つものが多い。特殊なものとして107～112、115、121

がある。107～109は単軸絡状体と思われる。110、111、115、121は付加二条、112は不明である。

中に薄手のものがあり関西系のものの可能性がある。

126～129は第Ⅴ類神の木式の底部で縄文を施文し櫛歯文を施すものである。
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以上本址の出土土器をみてきたが、主体は類別化できない縄文施文を持つものが主体である。

今後該期の分類にはこの縄文施文土器の研究が最重要課題となる。

石器は土器同様多く、全部で206点出土している。内訳は石赦88、削器・掻器57、敲打器26、小
1

形石匙11、一磨石9、特殊磨石8、石錐6、石皿1である。

第396図に示した骨石製小玉が1点出土している。

③　第8号住居地（第397・398図）

遺構　本住居址は第11、12、13号住居址の南にあり、南側は開田時に削られ、ピットを残すの

みである。

プランは残存する北側からすると隅丸形と思われる。規模は不明である。

壁高は30cm前後を測り、北側中央部に一部周溝がみられる。床面は固く堅緻である。

炉は東西方向中央P5の東にあり、床面をわずかに掘り込んだ地床炉である。南側は削られてい

る。主柱穴はP4、P6、P8、Pl。の4本と考えられる。
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第397図　第8号住居址実測図（S＝1／80）
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第398図　第8号住居址出土遺物（1／3）
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遺物　残存面積の割に土器は多い。すべて破片でまとまって出土したものはない。

1は黒褐色に固く焼かれ、繊維の混入はない。表には連続刺突文を2段に施す。裏面には貝殻

条痕文が斜走する。

2は山形状口縁の頂点から隆帯を垂下させ、直交するように横にもみられ、絡状体圧痕文が施

文される。繊維をわずかに含み固く焼かれる。裏面には擦痕がみられる。

3は2同様山形口縁を示し口唇下と口唇上面に爪形文を持つ。繊維を含み固く焼かれている。

4はやはり山形口縁で頂点から刻みを持つ紐帯が垂下し、口唇には刻みを持つ。繊維がわずか

混入され黒褐色で固く焼かれる。

1～4は縄文早期末の土器で1は粕畑式土器である。

8は繊維の混入がなく雲母を含み固い焼きである。撚糸側面庄痕文がみられる。9は束状に繊

維の混入がみられ黄褐色に固く焼かれている。8・9は花積下層式に比定される。

5～7、10、11は第Ⅲ類土器である。5・7はa類、6・10はC類、10はb類である。6は裏

面にも刺突文がみられる。11は横走する隆帯を伴う。胎土的にはほとんどがa種で7のみb種で

ある。

12～14は第Ⅳ類土器である。

15は黒褐色堅微に焼かれ右開きC字状爪形文の下に単節縄文を施すものである。裏面は繊維束

の横の擦痕がみられる。北白河下層Ⅱb式である。本遺跡では関西系（瀬戸内を含め）土器群を

一括第Ⅷ類としている。

16は列点状刺突文を有し、有尾式に含まれるが、縦方向に施文される点がやや異なりをみせて

いる。

17～27は第Ⅶ類である。22の日録部破片は口唇下に三段の刺突文がみられる。26は異条斜縄文

である。

28・29は底部である。28は白黄褐色に固く焼かれ極端な上げ底となっている。底外面はナデが

みられる。29は長石、石英とともに雲母を多量に含んでいる。底には製作時に敷物をしたものか

圧痕を持ち、一部ナデ消している。

本址出土の土器は縄文施文されるものが他址同様多いが第Ⅲ類土器も3割ほどの比率を持つ。

石器は14点出土している。削器・掻器6、石赦4、敲打器2、磨石・石錐各1点である。

ー443－



匝

も

ー

t

～

・

′

＼

－

旦

＿－＿＿＿、一／‾

第399図　第11号・12号住居址実測図（S＝1／80）
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④　第11号住居祉（第399・400図）

遺構　本住居址は西を第12号住居址に切られ、南半を第10号住居址に切られている。南にある

第13号住居址との切り合い関係は不明である。

プランは残存の壁からしてほぼ円形を呈すと思われるが定かでない。規模は不明である。

壁高は15cm前後で残る床面は平坦である。全体に固くタタかれている。周溝が一周していたも

のと思われる。

炉はP2の東に位置している。径30cmほどの円形に掘りくぼめられ、焼土が充満し細長い花崗岩

が内より出土している。炉石の可能性もある。

主柱穴はPlが考えられるが北東側にはみられない。
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第400図　第11号住居址出土遣物（1／3）

－445－

刊
＝
塩
　
　
州
〟
㌔



遺物　土器はすべて破片で器形を知り得るものはない。

1～3は第I類土器である。1は楕円押型文である。胎土中には石英・長石を含み明褐色に固

く焼かれている。裏面には擦痕がある。2・3は細かい長石を含み黒褐色堅緻である0繊維の混

入は2は束状に3はわずかにみられる。2は富士山形口縁で口唇と口唇下に刻みを持ち、表裏面

とも条痕がみられる。3は丸形口縁で口唇に刻みを持っている。2・3は縄文早期末粕畑式土器

である。

4・5は中厚手でわずかに長石を含み、繊維の混入がみられる。ともに赤褐色を呈している0

4は縄文が5は条痕がみられる。花積下層式に比定されるであろう。第Ⅱ類に含まれものが他に

10片ある。

7～19は第Ⅲ類土器である。14がb類以外はa類である。胎土的には8・12がb種他はa種で

ある。　　　　　t

21・22は神の木式土器の口縁である。21は地文が単節縄文で爪形文を口唇下に施す。22は有段

口縁に櫛歯文を施し、下部付加縄文が施される。

23～32は第Ⅶ類土器である。全体的には第Ⅲ類土器と第Ⅶ類土器がほぼ半々の出土である0

石器は削器・掻器12、石赦10、特殊磨石11、敲打器4、石錐4、打製石斧・磨製定角石斧・石

錘各1点の計44点である。

⑤　第12号住居址（第399・401図）

遺構　本住居址は東側の第11号住居址を切り、南西部は第10号住居址が貼床している。

プランは楕円形を呈し、規模は3．9×5．0mを測る。主軸方向はN－650－Eである。

壁高は40。m前後を測り、第11号住居址との床面差20cm、第10号住居址とは10cmである。床面は

炉に向かってややくぼみ、全体に固くタタかれている。

炉は中央やや東寄りにあり、径30cmほどの地床炉である。主柱穴は4本である。

遺物　遺物は他址に比べ少なく、すべて小破片のみで、まとまっての出土はみせていない。

1・2・4は第Ⅲ類土器である。1・2は細線を持つもの（a類）で、4は無文口唇に刻みを

持つものでa類に含まれる。胎土的には1・4はa種、2はb種である。

3・5は無文土器、第Ⅳ類である。表裏面とも擦痕がみられる。

6～15、17～19は縄文施文されるものである。6・10は粘土が乾いてから施文したため縄文が

不明瞭である。

19は底部破片で薄手で、赤褐色堅緻である。胎土は精練され器内外面に指頭圧痕がみられる0

胎土焼成は第Ⅲ類－b種に似たもので、清水ノ上貝塚出土の第Ⅱ群3類土器と同類である。その

点では第Ⅲ類土器に含まれるものである。
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第401図　第12号住居址出土遣物（1／3）
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16は竹管平行沈線を持つもので有尾式に比定される。裏面には擦痕がみられる。

他は厚手で繊維を多量に混入した第Ⅱ類土器と考えられるものが3点出土している。

本址出土の土器は縄文施文のもの圧倒的に多い。

石器は20点出土している。内訳は削器及び掻器10、石赦・敲打器各4、打製石斧・小形石匙各

1点である。
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第402図　第13号住居址実測図（S＝1／80）
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第403図　第13号住居址出土遺物（1／3）
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⑥　第13号住居祉（第402・403図）

遺構　本住居址は第11号住居址の北にあり、全面第10号住居址に貼床されている。東は未調査

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

第10号住居址との床面差は北で10cm、南でははっきりとしない。プランは円形を呈すと思われ

るが定かでない。北西部に周溝がみられる。

床面は固く堅微である。炉は検出されていない。柱穴は壁ぎわにPl1本が検出されている。

遺物1・2は胎土に繊維を混入し細かい長石粒を含んでいる。1は赤褐色、2は黒褐色を呈

し、ともに堅微に焼かれている。第Ⅱ類土器である。

3～6は第Ⅲ類土器である。5は連続刺突文が3段に施される。3・4・6は細線状沈線が格

子目状をなすものである。胎土的には3～5はb種、6はa種である。

7～9は中厚手無文土器である。表裏とも擦痕を持ち、7・8は雲母が含まれる。

10は神の木式、12は竹管沈線を持つもので有尾式である。

11はわずかに段を持ち、赤褐色堅緻である。不明瞭ながら縄文が施される。清水ノ上第Ⅱ群3

類土器に類似するものである。

13～25は縄文を持つものである。18はやや薄手で長石・石英を多量に含んでいる。15は胎土が

精練され黒褐色堅微である。裏面には幅広なナデがみられる。北白川下層Ⅱ式の可能性がある。

26は表裏面に貝殻条痕文がみられ、胎土は精練され赤褐色で非常に堅微に焼かれている。北白

川下層I式である。

本址出土土器は9割がた縄文施文を持つものである。

石器は21点出土している。内訳は石徽7、削器一掻器7、特殊磨石3、磨石・敲打器各2点で

ある。

⑦　第15号住居址（第404～410図）

遺構　本住居址は第6号住居址の北に位置し、第12号小竪穴址をはさんで北西に第20号・16号

住居址がある。

プランは楕円形を呈すが隅丸長方形に近いものである。規模は6．2×5．0mを測る。主軸方向は

N－80－Eである。北西壁は第12号小竪穴址と重複し壁は一部不明である。

壁高は北から東で35cm前後、南西部は20cmほどである。周溝は南側が一部欠けるが一周する。

床面は炉に向かってくぼくなり、全体に良くタタかれ堅微である。炉は北西に偏しており、床

面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。

P3、P7、P13、P14、P16、P17は深い掘り込みを持つもので、主柱穴は多柱穴と考えられる。

西側には柱穴が少ない。
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第404図　第15号住居址実測図（S＝1／80）

P14の西床面よりやや浮いて深鉢（12）が横倒しの状態で30の縄文施文土器が炉から出土してい

る。又炉の南床面より骨石製の管玉（第410図）が出土している。

他は覆土下層から床面にかけ出土するものである。
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遺物　遺物は非常に多い。12のように完形に近いものや大形破片がか

なりみられる。

1～10は胎土に繊維を混入するものである。2・10は束状の繊維痕が

認められる。1は黒褐色極めて畢緻に焼かれている。他は赤褐色ないし

暗褐色を呈し、焼成は良好である。

4は絡状体圧痕文を持つものである。2、3、5～10は不明瞭ながら

縄文施文がみられる。第Ⅱ類に含まれる。

11は中厚手、長石粒を含み堅微に焼かれる。沈線による曲線文がみら

れる。裏面には擦痕がある。縄文早期末天神山式土器であろう。

12～17は第Ⅲ類に含まれるものである。12は深鉢で底部は丸底に近い
第410図　第15号住居址

出土遺物（1／1）

ものと・思われる。口縁3／／5、胴部は1／2ほどが残っている。口径37cm

である。口縁は直立し、胴部はやや丸味を持って底部に収束する。頸部にわずかな段を持ち口唇

上面は平坦である。

器厚は4～5mmで指頭圧痕文を繊維束状のものによってナデ消している。胎土には長石・石英

を含み中には大粒なものもみられる。黒褐色ないし白黄褐色に固く焼かれる。

口唇上面には器面に対し450ほどの角度で連続する刻みが施される。口唇下と頸部段上とその中

間部に横に貝殻腹縁文を連続施文して口縁部を2区画し、内部はやはり貝殻腹縁文が5mm間隔に

矢羽状に施文される。胴部は無文である。Ⅲ－b類a種である。

13～17は薄手で胎土はすべてb種である。13は貝殻腹縁文を横位に5段施されている。14は先

割れ施文具を横位に施すものである。15は一見撚糸側面圧痕にみえるが、刺突状の所もあり施文

具は不明である。17は連続刺突文（C類）を持つものである。

18は黒褐色堅緻で胎土は精練されている。D型爪形文を持ち裏面には擦痕がある。北白川I式

である。

19～21、23、24は薄手で長石・石英粒をわずかに含むが胎土は良く白黄褐色に固く焼かれてい

る。器内外面に貝殻条痕がみられ、19・20は貝殻腹縁文が施されている。羽島下層Ⅱ式に併行す

るものである。

22は指頭圧痕がみられ黒褐色堅緻である。胎土には長石を含む。竹管具による平行沈線が二段

に横走している。第Ⅲ類に含まれるものである。

縄文施文されるもの（第Ⅶ類）の内、器厚2～5mmと他に比べ薄手で、器内外面に指頭圧痕を

持ち、繊維束状のものによってナデを行うもの（25～34・82）が多くみられたので、第Ⅶ類より

分離してふれることとする。ナデが強いため幅広な条痕となるものもある。

胎土は精練されるものb種（25～27、32、34）と長石・石英・雲母を多く含むものa種（28、
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29、31、33、82）とがある。焼成はともに固く焼かれている。

口唇に縄文が施文されるもの（25、26、82）と不明瞭ながらまばらに刻みがみられるもの（27、

30、31）とがある。口唇は外面そぎ状となるものが多く、口縁が内屈するもの（26、27、30、31）

と直線的なものがみられる。

30は内屈する口縁から丸味を持って底部に収束する。82は頭部にて屈曲し胴部が張るものであ

る。

縄文は乾いてから施文したためか全般に不明瞭である。30の無節斜縄文、82の羽状縄文以外は

単節斜縄文である。

胎土の精練されたものは清水ノ上Ⅱ群3類に併行するものである。第Ⅶ類から分離して当遺跡

第3類のd類としたい。胎土b種のものについては類例を待ちたい。

35はミニュチュア土器で図上復元による。胎土は精練され固く焼かれる。一応第Ⅳ類としてお

く。

36～40は第Ⅲ－a類a種であるが中厚手となるものである。

41・42は第Ⅳ類土器である。

43～47は第Ⅴ類神の木式土器である。45は裏面にひっかき状痕を持つ。46は口縁部文様は有尾

式に近いものであるが有段口縁を持つ点で本類に含めた。

48～62は第Ⅵ類有尾式の範噂に入るものである。48・49は同一個体と思われる。小さな山形状

突起を持ち、頸部にて屈曲し胴部に至る。長石粒を含み、表面黒褐色・裏面赤褐色を呈し固く焼

かれている。繊維の混入はみられない。裏面は繊維束のナデが行われ条痕化している。口縁部文

様は突起下に菱形の頂点をおく菱形文を頸部には二段の横帯がなされ、その中を半裁竹管具によ

る爪形文が施されている。胴部は単節の羽状縄文である。50も同一施文であるが、なだらかな波

状口縁を示し、口唇部は挟りがみられる。

52、58～62は列点状刺突文を持つもので52のみ縦方向に施文されその点では神の木式に類する

ものである。60、62は沈線が併用される。

53、55、56は平行沈線を持つものであるが、53はくずれているが櫛歯状工具によるもので神の

木式に類する。

54は薄手の土器で口唇下に縦のその下部は横の沈線を施すもので類例をみない。

57は竹管沈線の中を先割状工具によって押引きするものである。

63～81、83～87は第Ⅶ類縄文施文されるものである。口唇に縄文施文されるもの（63、64、72）

がある。

単節斜縄文が多い。81、83～86は羽状縄文である。75、76は異条斜縄文、77～79は付加条縄文

で78にはループ文がみられる。78は神の木式に併行するものであろう。
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87、88は底部である。上げ底で88は網代底、87は革本類の圧痕であろう。

本址より出土した土器は第Ⅶ類の多いのは当然であるが、第Ⅲ類も多くみられる。

石器は69点出土している。内訳は石徽28、敲打器16、削器一掻器10、特殊磨石5、小形石匙・

石錐各4、打製石斧・磨製蛤刃石斧各1点である。

炉の南床面より骨石製管玉が1点出土している。径9m、長さ1．7m、孔の大きさは4mmである。

0′　　　P

＼ノ▽＼√

第411図　第16号・20号住居址実測図（S＝1／80）
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第412図　第16号住居：址出土遺物（1は埋嚢、1／6）

（診　第8号住居址（第411・412図）

遺構　本住居址は第15号住居址の北西に位置し、北東には第24号住居址がある。南側にて第20

号住居址を切っている。

プランは隅丸方形で規模は4．3×4．6mを測る。主軸方向はN－20。－Eである。南にて第20号住

居址と同一床面にて重複し切っている。覆土にての重複関係はつかめなかった。

壁高は40cm前後である。周溝が一周し第20号住居址の床面を切っている。床面は南にやや傾き

全体に固く堅緻である。

炉は中央北寄りに位置し、掘矩燵状石囲炉で炉石はすべて抜かれている。焼土は底にわずか認

められたのみである。

主柱穴はPl、P3、P5、P，4の4本である。南側にあるP7～Pl。は入口施設に伴うものと考え

られる。P4、P5、P13は第20号住居址の柱穴である。貼床は特に認められなかった。

南壁ぎわP9とPl。の中間に正位の埋嚢（第412図一1）が埋設されている。上石はみられない。

炉の北東壁ぎわ床面上に小形深鉢（2）が立った状態で出土している。

遺物　本址に伴う遺物は少ない。1、2の外は小破片がわずかに出土したのみである。縄文前

期の土器が覆土中より出土している。第20号住居址に伴うものと思われる。

1は埋嚢で口唇部を欠くがほぼ完形で底部は穿孔されていない。把手を2個持つ大形の深鉢で

ある。2は炉の脇から出土したもので、胴央部のみである。
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時期は縄文中期後菓Ⅱ期である。

石器は36点出土している。内訳は特殊磨10、敲打器9、石赦7、打製石斧3、横刃形石器・削

器一掻器各2、小形石匙・磨石・石錐各1点である。すべて本址に伴うかは問題である。

⑨　第20号住居地（第411・413・414図）

遺構　本住居址は第15号住居址の西に近接するもので、東壁は第12号小竪穴址と重複する。覆

土においては重複関係はつかめなかった。北側は第16号住居址によって切られている。

プランは残存壁や第16号住居址中に残された柱穴から、楕円形を呈し規模は4．8（？）×6・Om

を測るものと思われる。主軸方向はN－180－Wである。

壁高は東で40cm、西は20cmである。床面は固く堅緻である。

第16号住居址の埋聾の北より床面をわずかに掘りくぼめて焼土が残されている。南東部は埋賓

によって切られている。これが本址の炉と思われ地床炉である。

主柱穴は、P15、P16、P18、P。。と第16号住居址に検出されたP4、P13を加え6本である。

東側床面より36（1・2・5）、37（3・4）が横つぶれの状態で出土している。

遺物　土器は36、37の外はすべて破片でまとまって出土しているものはない。第16号住居址よ

り出土した当期の土器も本址に伴うものとして抜っている。

1は楕円押型文である。2は胎土に繊維を混入したもので絡条体圧痕文を持つものである。

3～10は胎土に繊維を混入するもので、長石粒を含んで黄褐色に焼かれている。焼成は総じて

良好である。花積下層式に比定される第Ⅱ類土器に含まれるものである。他に小破片が15片出土

している。

11～43は第Ⅲ類土器である。36は口縁一部を欠いている。底は丸底に近いものと思われる。胎

土には長石、石英を多く含む。中には大粒なものもみられる。器内外面には指頭圧痕を繊維束状

のものでナデ消している。口径17．2cm、器高推定28cmである。

器厚は5mm前後でほぼ一定している。外面上部は黒褐色ないし暗褐色、外面下部と内面は白黄

色を呈している。焼成は良好である。内面下部には炭化物の付着がみられる。

器形は頸部にてややくびれ口縁はわずかに外反する。胴下部にて最大径を持った後丸底の底部

に収束する。頸部には刺突による刻みを持った隆帯が横走している。隆帯幅は5mm前後で口縁と

胴部の接合の補強のためか口縁部方向からナデつけて接合させている。下部はナデがみられない。

文様は口縁部胴部とも櫛状工具による集合細線文が綾形状に重複して施される。

37は口縁一部と胴下部を欠いている。器形は36と同様と思われる。口径14．4cm、器高は推定18・5cm

を測り36に比べるとややずんぐりした感を受ける。口唇上面に部分的に刻みがみられる。

胎土、調整、隆帯手法は36と同じである。36に比べ内面がザラザラして混入物が突出している。
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37は細線文が半裁竹管具によ・る平行沈線で行われている。この施文方法の違いは他のⅢ－a類

にもみられる。

11は偏平な粘土紐帯を持つもので木島式の古い段階に属するものである。

12～14、26～28、31～43はa類細線文を持つものである。口唇に刻みを持つものが一般的である。

胎土的にはa種のもの（12～14）に薄手のものが多い。薄手a種のものは頸部に隆帯を持つも

のが一般的であるに反し、b種中厚手のものには明らかに隆帯を持たないもの（38、39）がある。

15、16、18、20、24は貝殻腹縁文を持つb種、17、19、22、23は連続刺突文C種である。

44～49は第Ⅴ類神の木式である。44には流水文がみられる。46は薄手で折り返し口縁で本類と

は分離されるものかも知れない。

50～54は第Ⅵ類有尾式の範噂に入るものである。

55～64は第Ⅷ類である。

本址出土土器全体では、第Ⅲ類とⅧ類がほぼ同様な比率で出土している。

石器は21点出土している。内訳は敲打器7、削器一掻器4、磨石・石赦各3、特殊磨石2、小

形石匙・特殊敲打器各1である。

⑩　第23号住居地（第415～417図）

遺構　第15号住居址西及び第20号住居址の南（9～10－ち・つG）の黒色土下層から漸移層に

かけて多量の遺物が出土した。

プランがつかめなかったが、多くの遺物が出土するため第23号住居址として調査を進めたもの

である。ローム層まで掘り下げた結果、わずかにくぼむが、床面らしきタタキや炉・柱穴を検出

することはできなかった。

遺物　遺構として確認はできなかったが、石器を含め1600点余にのぼる遺物が小範囲から出土

しているので、一括報告することとする。遺物包含層は15～20cmで層位的にとらえることはでき

なかった。ほとんどが第Ⅳ層漸移層出土のものである。

1、2、11は胎土に繊維を混入し粘土紐帯を持つものである。1は薄手、2は中厚手でともに

長石粒を含んで堅微に焼かれている。ともに表裏面ともナデによる擦痕がみられる。1は口唇上

面に指頭によって小刻みな波状をみせている。2は口唇外面と上面に刺突による刻みを持つ。紐

帯は幅1cmほどの断面カマボコ形を呈すもので1には刻みがみられる。

11は厚手で三角形状断面を持つ紐帯が2本横走し一部工字文風となる。その下には羽状縄文が

みられる。

これらの土器は縄文早期末神の木台式に比定されるものであろう。

3は黒色堅緻で、繊維がサンドイッチ状に混入されている。口縁はゆるやかな波状をなし頂点
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第415図　第23号住居址出土遺物（1／3）
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に刻みが施されている。内外面とも擦痕がある。爪形文が表には2段、裏には1段みられる。粕

畑式に比定できるものである。

4～10、12、13は胎土に繊維を混入するもので第Ⅱ類に包含されるものである。他に同種破片

が40片ほど出土している。条痕を持つもの（4～10）、縄文の、もの（12、13）とがある。

14～26は第Ⅲ類土器である。胎土はa種（4～16、18、19、21、26）、b種（17、20、22～25）

である。他に出土する第Ⅲ類も半々である。

19は他に胴部、口縁部破片があるが復元できなかったものである。有段口縁を有し貝殻腹縁文

を矢羽状に施すもので第15号住居址出土例と同種である。横走区画帯を持たない点が異なる。

21は口縁部に連続刺突によって撚糸側面圧痕状文様をモチーフしている。b種貝殻腹縁文をも

つものは19、22、23である。

27、28は第Ⅳ類土器である。他址に比べ多く出土しており、10個体ほどに分類できると思われ

る。

29～31は第Ⅴ類神の木式土器である。

32～38は第Ⅵ類有尾式土器の範噂に入るものである。33以外は平行沈線のものである。繊維の

混入はみられない。

39～65は第Ⅷ類である。44～47、51～54のようにやや薄手のものもみられる。61は異条斜縄文、

62・63は付加条縄文の2段である。

65は底ぎわに櫛歯文を持ち神の木式である。

66・67は薄手の底部である。底が全部で42点出土している。

出土土器は縄文施文第Ⅶ類とともに第Ⅲ類が多く、第Ⅳ類も他址に比べ多い。

石器は99点出土している。内訳は石赦58、削器一掻器27、小形石匙・石錐各5、敲打器・特殊

磨石各2点である。

⑪　第24号住居址（第418・419図）

遺構　本住居址は第20号住居址の北にあり、東には第25号住居址がある。

プランは楕円形で規模は3．8×4．5mを測る。主軸方向はS－200－Wである。

壁高は15～20cmである。床面は中央部には良くタタキがみられるが、壁ぎわは軟弱である。

P8の北にわずかに床面を掘りくぼめて焼土が検出されており、地床炉と考えられる。柱穴は

Pl、P2、P6・P7、P9の4本であろう。

遺物はまとまった出土はみせていない。
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第418図　第24号住居址実測図（S＝1／80）
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遺物　土器は少ない。12を除けば第Ⅲ類とⅦ類土器だけである。

1～9は第Ⅲ類土器で8はC類他はすべてa類である。図示しなかったものもすべてa類であ

る。胎土は2・8はb種他はa種である。2は山形状口縁で口唇部に刻みを持つ。

10～14は縄文施文を持つものである。12は縄文地に列点刺突文を縦に施すもので第Ⅴ類神の木

式土器である。縄文は単節斜縄文である。他に1片羽状縄文がみられる。

石器は8点出土している。内訳は敲打器3、磨石・特殊磨石各2、打製石斧1点である。

⑫　第25号住居址（第420・421図）

遺構　本住居地は第24号住居址の東に位置し、北には第26号住居址がある。

西側は第22号住居址に切られ、北東部は同一床面にて第21号住居地と重複する。

プランは定かでないが楕円形を呈すものと思われる。規模は不明である。壁高は東側で30cm前

後、西では15cmほどである。床面は固く堅緻である。

炉はP6の北にあり、110×75cmの楕円形に深さ10cmほど掘りくぼめられている。炉石があった可

第420図　第25号住居址実測図（S＝1／80）
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能性もある。

主柱穴はPl、P8の2本が検出された。

Plの北脇より石皿が床面にすえられている。

遺物　遣物は少ない。胎土に繊維を混入する土器（1）の小破片数点と有尾式の小破片1点を

除けば、第Ⅲ類、Ⅶ類の土器のみである。量的には第Ⅲ類の方が多い。

1は厚手で胎土に多量に繊維を混入するもので第Ⅱ類に比定される。

2～8は第Ⅲ類ですべてa類である。他に出土するものもa類のみである。胎土はほとんどが

a種である。

8～12は第Ⅶ類に含まれるものである。11は無節の羽状である。12には撚糸側面圧痕文がみら

れる。

石器は7点と少ない。内訳は敲打器2、磨製乳棒状石斧・磨石・特殊磨石・石皿・石徽1点で

ある。

⑬　第26号住居址（第422・423図）

遺構　本住居址は第25号住居址の北にあり、今回検出された縄文前期の住居址の中では最も北

に位置している。北西部は第27号住居址に、南西部は第18号住に切られ、東は第19号住居址に貼

床されている。さらに東には第24号′ト竪穴、西には第23号小竪穴がある。

プランは残存状況からすると楕円形を呈すと思われる。規模は略東西4．2m、南北は不明である。

主軸方向はN－240－Eである。

壁高は15cmほどである。床面は南東にやや傾き全体に堅緻である。

炉は中央北寄りに床面をわずかに掘りくぼめた地床炉がある。主柱穴はP3、1本が検出された

だけである。
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第423図　第26号住居址出土遺物（1／3）

遺物　遺物は少ない。縄文時代前期の土器に混じって小量中期後葉のものがみられる。混在と

考えられる。主体は前期第Ⅲ類である。

厚手の繊維土器が1点出土している。

1～6は第Ⅲ類土器である。胎土はa種である。他のものも同様である。2～6はa類、1は

中厚手、山形状突起を持つ口縁で頂部から紐帯を垂下され刻みを施す。器面はナデがみられ、半

裁竹管による刺突文がみられる。宮田村中越遺跡前期出土土器の主体となるものと同一である。

在地系の可能性が強い。

7・8は白黄色堅徴で長石粒を含んでいる。器内外面には貝殻条痕がきれいに施される。羽島

下層Ⅱ式に併行するものである。

縄文施文の土器（9）は少なく6片である。

住居址の時期は地床炉であること、土器の出土量からして前期に属する。

石器は8点出土している。削器一掻器4、石赦3、打製石斧各1点である。

⑭　第27号住居址（第422・424図）

遺構　本住居址は第34号住居址の南西に位置している。東にて第26号住居址を切っている。床面

差は40cmほどである。小竪穴が3基（第20～22号）あり、第21号と22号には明らかに貼床している。

プランはやや多角形ぎみであるが、円形を呈し、規模は5．2×5．5mを測る。主軸方向はS－850－

Eである。周溝が南西を除きみられる。

壁高は50cm前後である。床面は南にやや傾き、P8、P9付近はくぼんでいる。タタキは全体に良

くみられ堅微である。

炉は中央東寄りに位置し、掘炬燵状石囲炉である。炉石は西側一部除いて抜かれている。
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主柱穴はP2、P5、P8、Pllの4本で、P6、P7は入口施設に伴うものと考えられる。壁ぎわに

ピットがみられる。

床面より20cmほど浮いて多くの自然石が検出されている。

遺物　土器は多くの大形破片が多くあるが復元できるものはない。

出土土器のほとんどが結節縄文を持つものである。

石器は42点と多く出土している。内訳は敲打器12、削器一掻器10、打製石斧8、石徽7、特殊

磨石2、大形粗製石匙・磨石・凹石各1点である。

時期は中期後菓Ⅳ期である。

⑮　第28号住居址（第425図）

遺構　本址は第27号住居址の東に位置し、西は炉を

含めて第19号住居址に切られている。

壁は開田時に削られたのか検出されていない。水田

地場直下に検出されたものである。

床面は一部タタキがみられたのみである。

プラン・規模は不明である。炉は方形石組炉で、西

は切りとられている。南側は平坦な石を2重に据えて

いる。

‘1こ．1、．、・°

第425図　第28号住居地実測図

（S＝1／80）

遺物　遺物は極めて少ない。中期後菓Ⅱ期の′J、破片

が出土している。

石器は24点出土する。内訳は削期一掻器12、石赦8、敲打器・特殊磨石各2点である。

⑯　第29号住居址（第426・427図）

遺構　本住居址は第32号住居址の南にあり、西は第30号住居址に切られている。

東壁は出入りが激しく南側は西にて消えている。プラン・規模は不明である。壁高は東で15cm

ほどある。

床面は壁ぎわを除き全体に堅緻である。検出面北寄りに120×90cmの隅丸方形で深さ15cmほどの

舟底状の落ち込みがあり5cmほど焼土が堆積している。地床炉か石組炉かは不明である。

主柱穴はP2、P4、P2が考えられる。

遺物　遺物は少なく早期前期と中期の土器が混在している。

1は山形状口縁で口唇に刻みを持つ。黒褐色堅緻で口唇下に爪形文が施される、内面には貝殻

状痕がみられる。早期末粕畑式土器に比定される。

一475－



第426図　第29号住居址実測図（S＝1／80）
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2′も6は前期前半に属する縄文施文を持つものである。5は付加条縄文2段である。8は前期

Ⅵ類有尾式土器である。

9～12は中期後菓Ⅱ期に属するものである。　　　　　　　　　　　　．

7は口唇下に断面三角形状の突起を持つもので例をあまり見ない。

石器は4点出土している。内訳は磨石2、打製石斧・敲打器各1点である。
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第427図　第29号住居址出土遣物（1／3）
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住居址の所属時期は前期か中期かは決め難い。炉が大きくやや深いことからすると、中期の可

能性が強い。

⑰　第31号住居址（第428・429図）

遺構　本住居址は第32号住居址の西にあり、同一床面にて重複する。

プランは東側がはっきりしないが隅丸方形を呈すと思われる。規模は5．2×5．2mである。主軸

方向はN－670－Wである。柱穴に重複あり建替の可能性あり

壁高は15～25cmと一定しない。床面は西に傾きタタキが良く行われ堅微である。

炉は中央やや西寄りに位置し、炉石はすべて抜かれている。石組炉か掘炬燵状石囲炉かは不明

である。

柱穴は多くみられ重複するものもある処から建替の可能性が強い。主柱穴は基本的には4本で

ある。東壁ぎわのピットは第32号住居址に伴う可能性が強い。

遺物　土器は少ない。主体は結節縄文を持つものである。

石器は26点出土している。内訳は削器一掻器13、看破6、打製石斧・敲打器・横刃形石器各2、

大形粗製石匙1点である。

一477－



第428図　第31号住居址実測図（S＝1／80）

時期は中期後菓Ⅳ期である。
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第429図　第31号住居址出土遣物（1／3）

⑱　第32号住居址（第430～432図）

遺構　本住居址は第29号住居址の北にあり、西にて第31号住居址と同一床面にて重複している。

西側がはっきりしないがプランは隅丸方形を呈すと思われ、規模は5．6×5．6mである。主軸方

向はN－520－Eを測る。

壁高は東にて20cmを測る。床面はやや凹凸がみえる。全体に固く堅緻である。炉は中央やや北

東寄りにあり、小形の掘炬燵状石囲炉である。南側の炉石の下には小石が詰められている。又東

隅の外側にはL字形をした花崗岩をコーナーに沿って埋め込んでいる。

主柱穴はPl・P2、P3、P4、P6、P7、P9の6本である。

P3・P。の中間壁ぎわに床面より10cm浮いて大形の打製石器（第432図－23）が出土している。

遺物　土器は多く大形破片もみられるが、復元できたものはない。

主体は結節縄文を持つものである。13・15・16・18のように古い様相を持つものがある。

石器は37点出土している。内訳は敲打器7、打製石斧・特殊磨石・横刃形石器・削器一掻器各

6、磨石3、磨製の定角石斧2、乳棒状石斧1点である。

23の石器は全長48cmを測る大形のものである。最大厚は4．5cmを測る。緑色岩の縁辺を打ち欠き、
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第430図　第32号住居址実測図（S＝1／80）

自然面はわずかに磨かれている。形態は打製石斧であるが、石剣同様の役目を持っていたものと

考えられる。

時期は中期後菓Ⅲ期～Ⅳ期の過渡期である。
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第432図　第32号住居址出土遺物（1／3）
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第433図　第34号住居址実測図（S＝1／80）

⑩　第34号住居祉実測図（第433、434図）

遺構　本住居址は第31号住居址の南に位置し、東側は第30号住居址が貼床している。又北側は

撹乱を受けている。

北側が定かでないが、プランは隅丸方形を呈すものと思われ、規模は5．7×5．3mを測る。主軸

方向はN－570－Wである。

壁高は15～25cmと一定していない。床面は凹凸が激しく、壁ぎわは軟弱である。

炉は西にやや偏し、掘炬燵状石囲炉で炉石はすべて抜かれている。主柱穴はPl、P4、P6、の
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第434図　第34号住居址出土遣物（1／3）

3本が考えられる。炉の東に深いピットが2本検出されている。

遺物　土器はあまり多くない。結節縄文を持つものがほとんどである。

石器は10点出土している。内訳は打製石斧3、凹石・横刃形石器・石赦各2、磨製定角石斧1

点である。

時期は、縄文を伴わない結節のみのものがみられる処から中期後菓Ⅳ期からⅤ期への過渡期で

ある。
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⑳　第36号住居址

遺構　本住居址は第32号住居址の北に床面のみ部分的に検出されたものである。

第32号住居址に切られていると思われる。

プラン・規模などはまったく不明である。

遺物　土器は中期後薬の小破片がわずかに出土するのみである。

石器は5点出土している。内訳は敲打器2、打製石斧・特殊磨石・石錐各1点である。
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第435図　第39号住居址実測図（S＝1／80）
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第436図　第39号住居祉出土遺物（1／6）
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第437図　第39号住居址出土遣物（10～12は1／6他は1／3）
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⑪　第39号住居址（第435～437図）

遺構　本住居址は他の住居址からやや離れており、今回の調査の中で検出された遺構の中では

最も北に位置している。北、西、東は埋立保存地区で東側は未調査となっている。

プランは隅丸方形で規模は5．9×6．3mを測る。主軸方向はN－800－Eである。

壁高は15～20cmである。床面は全体に固く良好である。周溝が南側中央部を除いてめぐらされ

る。

炉は中央やや東寄りに位置し、掘炬燵状石囲炉で東の一部を除いて炉石は抜かれる。

主柱穴は4本で西側のP4、P5は入口施設であろう。

土器は炉中心に覆土から床面まで層をなしゴミ捨て場状に堆積していた。

東側中央覆土中より骨片が出土している。

遺物　土器は極めて多い。器形復元できたものが12点あるが、すべて接合資料である。

1・13・14以外は結節縄文を持つものである。総体的にも同様の傾向である。

1は胴部が球状にふくらむもので、口縁は内湾ぎみにつけられる。内部は剥落痕があり、口縁

形態は不明である。頸部から胴央部にかけてラッパ状突起を持つ把手が4個つけられる。口縁は

入組文がみられる。胴部は無文である。

他の土器に比してやや古い感を受ける。

石器は29点出土している。内訳は打製石斧15、横刃形石器6、敲打器4、磨石2、磨製蛤刃石

斧・大形粗製石匙各1点である。
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（2）弥生時代

（彰　第5号住居址（第438・439図）

遺構　本住居址は第6号住居址の南城に全面貼床して造られており、東側は第2号住居址が貼

床している。さらに本址内を方形周溝墓が切っている。

プランは南壁4．9m、北壁4．5m、南北方向4．5mを測る台形を呈している。貼床はロームを2～

3cm敷き固くタタキしめており良好である。

炉は西側柱穴線上より内側に位置しており、東側に2個の枕石を持つ埋餐炉である。

主柱穴は4本である。

遺物　土器は少ない。覆土より縄文前期の土器が出土している。

1は炉の埋聾である。底部は小さく胴部に外反ぎみになっている。口縁の反りはわずかである。
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第438図　第5号住居址実測図（S＝1／80）
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第439図　第5号住居址出土遺物（1は炉、1／3）

内外面にハヶ月調整がみられる。無文である。

2・3は嚢の底部である。4は手づくね土器である。5～8は口縁部及び頸部破片で波状文と

斜走短線文がみられる。1同様口縁の反りは少ない。

石器は敲打器4、石錐1点と石製紡錘車（9）が1点、磨製石徹が3点（10～12）出土してい

る。11、12は研磨途中である。

時代は後期前半である。
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